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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

堺市役所建築都市局建築部



引込開閉器盤二次側より、共用電灯分電盤、各住戸分電盤までの一次側配管配線工事を行う。

・作業については土曜・日曜・祝日及び年末年始並びに盆休みは行わない。（但し、前項の施設運営に支障を来す

発生材の処理等

特　　　記　　　事　　　項

Ⅰ．工事概要

２．工事場所

１．工事名称

３．建物概要

構　造 階 数

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

Ⅱ．工事仕様書 （注）本工事において委託監理契約が締結されている場合は、監督員を監理員と読み替えるものとする。

１．一般仕様

２．特記仕様

（１）一般事項

・本工事施工にあたっては、事前に現場を充分に調査し着工のこと。また、電気、給水及びガス等の供給停止、粉

  じん、ほこり等が発生するおそれのある場合は、事前に監督員及び当該施設管理者と充分に打合せのうえ施工の

  こと。

・実施工程表及び施工計画書作成のための施工計画調査及び施工に先立った事前調査を行い監督員に報告する。

  なお、調査項目、調査範囲及び調査方法は、監督員との協議による。

 1.施工調査

 2.工事用表示板

 3.道路交通の安全対策

 4.安全対策 ・安全巡視員　（警備会社による） ○常駐    人        ○スポット延べ    人

・交通誘導員Ａ（警備会社による） ○常駐    人        ○スポット延べ    人

・交通誘導員Ｂ（警備会社による） ○常駐    人        ○スポット延べ    人

・工事進入路及び周辺道路においては、工事関係車両は徐行運転を行い、より一層安全運転に努めること。

 5.仮設備 ・仮設備項目（○受変電　　　　　○発電機　　　　　○給水ポンプ　　　○排水ポンプ　　　○　　　　　　）

・仮設期間  （○図面による      ○                ）

　担とする。

・受変電設備（新築に限る）を新設する場合、受電後、引渡しまでの電気基本料金（受電設備全部分）、電気使用

　料金（施工業者使用分）並びに電気保安業務における費用も本工事に含むものとする。

 6.工事用仮設物

水・その他

工事用電力

設備機材等

　（グリーン購入法） ・図面中の ｸﾞ 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下、「グリーン購入法」という。

　）の特定調達物品を示す。

・堺市グリーン調達基本方針による「堺市グリーン調達方針」（最新年度による）に基づき、公共工事特定調達品

  目を監督員と協議の上、本工事にて極力採用すること。

工事の下請け及び原

材料の購入について

・工事の一部を下請けさせる場合及び原材料を購入する際は、地元産業の振興と市内業者育成のため、市内業者へ

  発注するよう努めること。

・本工事で使用する設備材料等は、設計図書で規程する所要の品質及び性能を有するものとする。なお、原則とし

  てホルムアルデヒドが発散しない規制対象外のものとして下記（１）を使用するが、該当する材料等がない場合

  は、第３種のものとして下記（２）を使用する。なお、詳細については、関係法令を参照のこと。

  （１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品及び「非ホルムアルデヒド系」等の表示にあるＪＡＳ規格品とする。

化学物質を発散さ

せる設備材料等の

使用制限

・発生材等（建設副産物）の処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 ｢建設工事に係る資材の再資源化等

  に関する法律｣ ｢資源の有効な利用の促進に関する法律｣ ｢建設副産物適正処理推進要綱」その他関係法令を遵守

  して行うこと。

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項 項　　　目

監理

（注）　

２．常用漢字を使用し書体は角

３．亜鉛鉄板製とし桟木を裏打

　　ちし補強する。

　　と記入する。

地色

日本塗料工業学会
Ｙ１７－７０Ｘ

地色（白）

取付場所は工事用進入口の見易い所に取り付けること。

　　ゴシック黒文字とする。

堺市建築都市局建築部

・本工事における特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設及び建設発生土処分地については、下記による。

特記項目において選択する事項は、　●印のついたものを適用する。

・本工事に必要な工事用電力、水、ガス等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等の費用は、受注者の負

・元請業者は、当該工事に伴って生じた全ての建設廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない。

・元請業者が収集運搬及び処分を委託する場合は、元請業者と収集運搬業者との間の契約及び元請業者と処分業者

　との２者間契約を締結し、事前に許可証の写しを監督員に提出すること。尚、収集運搬及び処分は元請業者の責

・すべて受注者の負担とし、構内につくることが（　●できる。　　〇できない。）

  （２）国土交通省告示１１１５号（平成１４年１２月２６日）で示されているもの。

記載する。株式会社

工事用車両幕に記載する工事名、「工事用車両」、受注者名、発注者名の字体は、ＭＳＰゴシックとする。

工　事　用　車　両

○○○○・○○・○ＪＶ

堺市建築部

設　備　課

○○○○○○○○○○○○○工事

（第一工区）工事 工事名が一段で入
りきらない場合は、
二段で記載する。

受注者名は、一段に

は㈱と記載する。
建設工事共同企業体
は、ＪＶと記載する。

発注者名は、局名を
記載しない。

地色（白）

地色（堺市ブルー）
シアン　：１００％
マゼンタ：　４６％
イエロー：　１０％

１文字の大きさは
６５ｍｍ程度

６０ｍｍ程度

１文字の大きさは
４０ｍｍ程度

１文字の大きさは

１文字の大きさは
３５ｍｍ程度

（白文字）

（黒文字）

（黒文字）

（黒文字）

【工事用車両幕の仕様】

・寸　　法：縦５４０ｍｍ×横８００ｍｍ程度

・材　　質：ターポリン

・表示内容：工事名称、受注者名、発注部署名

・装着枚数：１枚

・装着場所：ダンプトラックの前面

・取付方法：工事用車両幕の四隅とダンプトラックの４カ所を紐で結ぶ

・そ の 他：工事用車両幕の四隅にハトメ（紐穴）を取付ける

・１０ｔ級以上のダンプトラック（土砂・ガラ等の搬出車、アスファルト合材・砕石等の搬入車すべて対象）に

１．発注監理が同一の場合は

発注

０ ２５ ５０ ７５
原寸図

堺市　建築都市局　建築部

図面名称

Ａ３縮尺

図面番号

Ａ１縮尺 ー

工事名称

ー

・発生材等（建設副産物）の処理は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」を遵守し、その種類ごと

　に選別しリサイクル等再資源化を図るものとする。

・特定建設資材の分別解体等・再資源化については、以下の条件を設定しているが、請負代金額のうち解体工事に

　条件明示した以下の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし、工事発注後に明らかになっ

　た事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

（建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）の場合）

「建設工事に係る

資材の再資源化等に

関する法律」（「建

設リサイクル法」）

の適用について

　要する費用等の定める事項は、契約締結時に発注者と受注者の間で確認されるものであるため、発注者が積算上

１、分別解体等の方法

工 

程 

ご 

と 

の 

作 

業 

内 

容 

及 

び 

解 

体 

方 

法

（注１）　適用となる事項の □ にチェックする。

（注２）　工程内で部位毎に分別解体方法が異なる場合は、部位毎に特記する。

工程 作業内容 分別解体等の方法

1､造成等　 造成等の工事 □ 手作業

□ 手作業・機械作業の併用

2､基礎・基礎 基礎・基礎ぐいの工事 □ 手作業

□ 手作業・機械作業の併用　ぐい

3､上部構造部 上部構造部分・外装の工事 □ 手作業

□ 手作業・機械作業の併用　分・外装

4､屋根 屋根の工事 □ 手作業

□ 手作業・機械作業の併用

5､建築設備 建築設備・内装等の工事

□ 手作業・機械作業の併用　・内装等

6､その他 その他の工事 □ 手作業

（　　　） □ 手作業・機械作業の併用

本工事での特別管理

産業廃棄物等   種類：○アスベスト含有建材等  ○PCB含有機器    ○蛍光ランプ処理   ○フロン類等の処理  ○

（アスベスト処理） ・工事箇所にアスベストを含む材料が使用されている場合は、「大気汚染防止法」「大阪府生活環境の保全等に関

　する条例」及び関係法令に基づき適切な処理を行うこと。

（PCB処理） ・本工事で撤去する機器については、事前にPCB（微量PCB含む）含有の有無を全数調査し、監督員に報告のこと。

　また、変圧器及びコンデンサ等の機器については、PCB含有の有無を専門機関にて下記のとおり行う。

　（ ○本工事にて分析し報告書を監督員に提出。    ○分析済み。）

・PCB含有が認められなかった場合は、関係法令に基づき産業廃棄物として適切な処理を行うこと。

・PCB含有が認められた場合は、PCBが飛散、流失及び地下への浸透等が無いように適当な容器に納め保管すること。

　監督員指定場所：（ ○現況場所に保管。   ○構内指定場所に保管。   ○構外搬出し指定場所に保管。）

（蛍光ランプ処理） ・蛍光ランプ及び水銀灯については、場外に搬出し専門処理施設にて再資源化を図るものとする。

（イオン化式感知器） ・放射性物質を含むイオン化式感知器は、製造業者又は販売業者にて回収するものとする。

（フロン類等の処理） ・フロン系冷媒は、「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」「特定家庭用機器再商品化法」に

　より処理すること。

・吸収式冷凍機等の臭化リチウム溶液等は、回収装置により回収し適正な処理を行うこと。

・ブライン液は専門業者等により回収し適正に処理を行うこと。

・鉛蓄電池の電解液及びアルカリ蓄電池の電解液は、製造業者又は販売業者にて回収、又は関係法令等に従い回収

  し、中間処理施設で中和処理等を行うこと。

（六ふっ化硫黄ガス） ・ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等、受変電機器に含まれる六ふっ化硫黄（ＳＦ６）ガスは、製造業者又はガス

  回収業者にて回収し、再使用又は再資源化を図るものとする。

（その他の処理） ・上記以外の有害物質の処理については、監督員と協議を行うこと。

建設発生土の処分

埋戻し ・コンクリート管以外の埋設配管は、管の下部50mm（排水管については100mm）から上部100mm以上の範囲を

障害物発見時の処置 ・工事に伴い障害物等が発見された場合は、速やかに監督員に報告し協議の上、施工すること。

騒音、振動の防止 ・「低騒音型、低振動型　建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用し、また、「建設機械に関す

　る技術指針」に定められた排出ガス対策型建設機械を使用する。

・騒音・振動が発生する工事については、関連法規を遵守し行うこと。なお、２日以上にわたる作業を行う場合

　は、特定建設作業の届出を行うこと。

耐震施工 ・設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により、耐震強度計算書を監督員に提出し、

　承諾を受けるものとする。尚、設計用水平地震力、設計用鉛直地震力は下記による。

設計用水平震度                      （注）（   　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

１階及び地下階
水槽類

機  器

1.5

1.0(1.0)

○特定の施設（○甲類・○乙類）

1.0

0.6(1.0)

1.0

0.6(1.0)

0.6

0.4(0.6)

0.6

0.6(1.0)

1.0

1.0(1.5)

1.0

1.0(1.5)

1.5

1.5(1.5)

水槽類
中  間  階

機  器

1.01.51.52.0水槽類
上層階・屋上・塔屋

1.0(1.5)1.5(2.0)1.5(2.0)2.0(2.0)機  器

一般機器重要機器一般機器重要機器
機器種別設 置 場 所

重要機器（水槽類）は、図面特記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む）

（１）設計用水平地震力（設計用水平地震力は、機器の重量に、次に示す設計用水平震度を乗じたものとする。）

（２）設計用鉛直地震力：設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

（３）上層階の定義は、下記による。

　　　６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建

　　　以上は上層４階

（４）給湯設備の転倒防止措置

　　　満水時の質量が１５ｋｇを超える給湯設備は、平成２４年国土交通省告示第１４４７号に適合する転倒防

　　　止措置を行うこと。

あと施工アンカー

　・引張試験機による引張試験については、次による。

　（２）試験方法は、確認強度まであと施工アンカーを引張るものとする。また、判定基準は、確認強度を有する

　　　　場合を合格とする。

　（３）確認強度については、監督員と協議を行い決定する。

　（４）不合格となった場合については、不合格の発生原因を調査するとともに、必要な改善措置を定め、監督員

　　　　の承認を受ける。

風圧力に対する性能 ・建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討計算書を監督員に提出すること。

　（１）試験本数については、アンカー種類・径、施工本数、施工場所、施工時間等を総合的に検討し、監督員と

　　　　協議を行い決定する。

施工条件

・本工事に使用する機材は、（一社）公共建築協会「設備機材等評価名簿」または、「建設物価」「積算資料」等

　の刊行物掲載製作所から選定するものとし、別途指定する書面にて監督員の承諾を受けるものとする。

消防法施行令

別表第一
備　考

コンクリートガラ

アスファルトガラ

木　　材

建設発生土

施　設　の　名　称 　所　　在　　地

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編）

（２）　経済産業省「電気設備に関する技術基準を定める省令」並びに一般社団法人日本電気協会「内線規程」のほか、関係法令に基づ

　　　　き施工する。

（３）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。　

４．工事種目（●印のついたものを適用する。）

建物別及び屋外

工　事　種　目

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

発 電 設 備

構内情報通信網設備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

呼 出 設 備

テレビ共同受信設備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

火 災 報 知 設 備

中 央 監 視 制 御 設 備

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

５．工　事　内  容 （下記の内容には、各種機器の取付、接続及び試験調整も含む。

　更に、撤去機材については処分までの一切を含む。）

６．特　記　事  項

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路 ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

弱 　 電 　 設 　 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気設備工事　特記仕様書（１）

特　記　仕　様　書 【 電　気　設　備 】

　任においてマニフェストシステムにより適正に行うこと。

　なお、受け入れ条件等により提示する施設と異なる場合においては、監督員と協議するものとする。

・原則、建設発生土の搬出先については、上記の処理施設とする。

□ 有　　　　■ 無

□ 有　　　　■ 無

□ 有　　　　■ 無

□ 有　　　　■ 無

■ 有　　　　□ 無

■ 手作業

□ 有　　　　■ 無

　　　（令和４年版)及び公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和４年版)並びに公共建築設備工事標準図(電気設備工事編）

　　　（令和４年版）による。（参考資料：電気設備工事監理指針（令和４年版））

　より、搬出入を行う場合は、監督員に報告し、運搬経路について協議を行うこと。

・道路交通の安全対策として、より一層運転者のモラル・マナー（速度規制など法令遵守、歩行者に配慮した注意

　（土砂・ガラ等の搬出車、アスファルト合材・砕石等の搬入車すべて対象）については、下記の通り、

　走行など）の向上を図るため、予算価格が６，０００万円以上の工事で使用する１０ｔ級以上のダンプトラック

　工事用車両幕を作成し取り付けること。

　なお、工事用車両幕の仕様における詳細については、別途、監督員の指示を受けること。
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・受注者は、受注時及び竣工時において請負代金額が５００万円以上の工事については、コリンズ（工事実績情報

　システム）に基づき、実績登録用データを作成し、監督員の確認を受けた後に、一般財団法人日本建設情報総合

　センター(JACIC)に登録しなければならない。登録後は「登録内容確認書」を直ちに監督員に提出しなければなら

　ない。また、設計変更時（工期変更、請負代金額変更）及び技術者の変更時には、同様の変更登録をしなければ

　ならない。いずれの場合も登録事由発生時から１０日以内(土･日曜日、祝日及び年末年始の休日を除く)に登録し

作成・登録について

工事実績データーの

特定建設資材廃棄物の

種　　　類

・本工事は、工事現場の週休２日の確保に取り組むことを指定した発注者指定方式の週休２日制対象工事である。

・地元協議による条件が発生した場合は、その施工条件を尊重すること。

・施工時間は原則として、午前８時から午後６時までとする。

　などのやむを得ない場合はその限りでなく、監督員と協議を行うものとする。）

　日時で行うものとする。

・停電や断水、施設利用者と交錯するなどの施設運営に影響がある作業を行う際は、施設運営に支障を来さない

 7.

 8.

 9.

10.

11-1.

11-2.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

建設業退職金共済

制度の履行

　契約締結後４０日以内）に、発注者に提出しなければならない。

　「建退共掛金収納書届」を工事請負契約締結後原則１ケ月以内（電子申請方式による場合にあっては、工事請負

・受注者は、建設業退職金共済制度（以下「建退共」）の主旨を理解し、建退共に該当する場合は同制度に加入し、

　こと。

・受注者は、工事用掲示板付近の見易いところに「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識を掲示する

　作成し、監督員に提示しなければならない。

　

・発注者から直接請け負った公共工事を施工するために下請契約を締結した時は、下請金額にかかわらず施工体制

　台帳を作成し、写しを発注者に提出すること。

・施工体制台帳を作成した建設業者は、当該建設工事の係わるすべての建設業者名、技術者名簿を記載し工事現場

  における施工の分担関係を明示した施工体系図を作成し、現場及び公衆の見易い場所に掲げること。

・施工体系図の記載事項等に変更があったときは、その都度、速やかに施工体系図を変更しなければならない。

　施工体制台帳及び施工体系図の作成等に関しては、建設業法及び公共工事入札契約適正化法の定めに従うものと

　においても、記載すべき下請負人の対象として扱うこと。また、受注者は、すべての下請負人が記載された施工

　体系図の写しを監督員に提出しなければならない。また、施工体系図の記載事項等に変更があったときは、その

　都度、変更された施工体系図の写しを速やかに監督員に提出しなければならない。

・受注者は、監督員等から公共工事の施工の技術上の管理をつかさどる者の設置の状況その他の工事現場の施工

　体制が施工体制台帳の記載に合致しているかどうかの点検を求められたときは、これを受けることを拒んでは

　ならない。

　するほか、施工体系図では、建設工事だけでなく建設工事以外を請け負う下請負人（産業廃棄物及び警備業者等）

　

・本工事において、部分払いを請求する際には、工事出来高部分に対し火災保険を次のとおり付すこと。

　また、保険契約締結後、速やかにその証券を堺市長に提出すること。

    被保険者：堺市長  、 保険期間：工期プラス１ヶ月 、 保険金額：部分払いするときの出来高金額以上　　

・なお、建設工事保険、組立保険等の総合保険に加入している場合は、保険証の写しと、火災保険の受取りを堺市

　長とした保険会社発行の証明書を提出すること。

・本工事の施工にあたり、目的に応じて次の保険を付すること。

　　第三者に与えた損害の補償    ：請負業者賠償責任保険

　  従業員が受けた身体障害の補償：法定外労災補償（建設共済）又は労働災害総合保険

・受注者は墜落により労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、労働安全衛生規則に基づき、墜落制止用器具を

　使用させる等墜落による労働者の危険を防止するための措置を講じること。

　高さが2m以上の箇所で、作業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器具のうちフルハーネス型の

　ものを用いて作業（※ロープ高所作業に係る業務を除く。）を行う者は、労働安全衛生規則及び安全衛生特別教

　育規程に基づく特別教育を受講すること。

・中間技術検査は、公共工事の品質向上を図るため、工事完成時に不可視となる部分や施工上重要な段階等におい

　て、施工中に検査を行うものである。

　使用する墜落制止用器具は、原則としてフルハーネス型とし、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイド

　ライン」（平成30年6月22日付け基発0622第2号）の規定に従い、器具を適切に使用すること。

・受注者は契約後、１４日以内に法定福利費を明示した「請負代金内訳書」を監督員に提出し、確認を受けること。

　義務者の指名を受けたときは、同法に基づく必要な措置を講ずること。また、その他の関連工事請負業者は

　統括安全衛生管理義務者と協力し、工事全体の災害及び事故の防止に努めること。

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合で、監督員により労働安全衛生法に基づく統括安全衛生管理

　調整の上、十分検討すること。

・施工図等の作成にあたり、別契約を含む施工上密接に関連する工事との納まり等について、当該工事関係者と

施工体系の義務化

施工体制台帳及び

作成について

火災保険について

その他の保険につい

て

墜落による

危険の防止

中間技術検査

法定福利費について

施工中の安全確保

について

施工図等の

　また、建退共制度対象労働者を雇用した場合については、建設キャリアアップシステムの活用等により技能労働

　者等の就業状況を適切に把握し、これに基づく履行状況について、工事完成後、速やかに掛金充当実績総括表を

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

　なければならない。

　週休２日の実施については、入札公告日時点の「堺市建築都市局建築部週休２日制工事実施要領」に基づくこと

　とし、４週８休以上の達成にあたって、１週２休（原則として土曜、日曜）を確保できるよう努めること。

・本工事における建設発生土の処分地名称については、「発生材の処理等」に記載の表による。

　における常駐を要しないものとする。

・監理技術者又は主任技術者の工事現場への専任期間及び専任を要しない期間については、国土交通省において定

　められている最新の監理技術者制度運用マニュアルによるものとする（専任以外の監理技術者又は主任技術者及

　び現場代理人についても同様とする。）。また、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がなく、

　かつ、本市との連絡体制が確保されると認めた場合には、監理技術者又は主任技術者及び現場代理人の工事現場

現場代理人・技術者

の専任期間等

  別計量器がある場合は、最終読取値を一覧表にして、監督員に提出すること。

・最終提出書類は、書類保管箱（ダンボール製やプラスチックケース等）に納め提出のこと。　

・本工事にて取得する施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

・本工事が公共事業労務費調査の対象工事に選定された場合は、本調査の趣旨を理解し協力すること。

  なお、下請負人等についても本調査の趣旨を周知し協力するよう指導すること。

・完成検査に合格したときは、書類を添えて引渡しを行うこと。なお、工事完成後引渡しまでは、受注者にて管理

  上の責任をもつこと。

・引渡し物品一式を、監督員の指示により所定の場所に整理し、書類を添えて施設管理者に引渡すこと。なお、個

・完成図をTIFFデ－タ－に変換し、目次をEXCELデ－タ－にて作成し、CD-RまたはCD-RWにて提出のこと。

・施設毎に完成図を作成し、製本図面（完成図原図をＡ２に縮小しＡ３版背貼製本（表紙文字印刷））を２部提出

　すること。又、完成図原図も提出すること。

・施設毎に機器完成図をＡ４版チューブファイル（表紙文字印刷）を２部提出すること。

・保全に関する資料(施設管理者が保守を行っていく上で必要な事項をまとめたもの)として、工事完成後、建物と

　ともに以下の資料を管理者に引渡しを行う。

　　　・その他保守上に必要な図書等

　　　・装置、機器の取扱い説明書　　　　　　　　　　　　　・運転指導（資料に基づく説明も行う。）

　　　・主要資材一覧表（名称・規格・数量・メーカー等）　　・物品引渡書

　　　・主要機器の連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　・官公署届出書類控、検査済証

　　

　の承諾を受けること。

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化で使用可能な対象機器及び小黒板情報の電子的記入方法・取扱い・写真の

・受注者はデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「小黒板情報電子化承諾願い」を提出し、監督員 

　納品等については「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」（堺市建築部ＨＰ掲載）によるものとする。

電子データの提出等

提出用保管箱

著作権等

公共事業労務費調査

引渡し及び管理責任

完成図等

工事写真 

デジタル工事写真の

小黒板情報電子化

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の営繕工事写真撮影要領（最新版）・「工事写真撮影ガイドブック 機械設

　備工事編」及び「工事写真撮影ガイドブック 電気設備工事編」による。

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

　「堺市建設工事低入札価格調査実施要領」による調査基準価格を下回る価格をもって契約した場合、技術検査を

　１回追加で受けなければならない。（対象外の場合は検査回数が１回となる。）

遠隔臨場について40. ・本工事は、「受注者希望型」の遠隔臨場対象工事である。

　遠隔臨場の実施を希望する場合は、「堺市建設現場等の遠隔臨場に関する試行要領」に基づき実施すること。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

屋　外住　棟

建物名称

住　棟 ＲＣ造 ８ ５項（ロ）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

堺市西区草部１０１８番地１

１．電灯設備

共用電灯分電盤、各住戸分電盤を設置。以降、二次側の配管配線工事を行い、照明器具

配線器具の取付点滅試験までの工事を行う。

２．動力設備 引込開閉器盤二次側以降、各動力制御盤、太陽光パワコン（集電箱がある場合は、集電箱まで）

に至る配管配線及び動力制御盤の一次側接続までの工事を行う。この時、給水ポンプ動力の

配管配線ルートは屋外ルートとし住棟内を通らない事。

３．雷保護設備 外部雷保護システムの設置工事を行う。

４．発電設備 屋上に太陽光アレイを設置し、最上階ＥＰＳ内にパワーコンディショナ等の機器、１階

共用部ＥＰＳ内にデータ収集装置、１階ピロティに表示装置を設置する。

以降機器間の配管配線工事、各機器の取付調整工事までを行う。

５．構内情報通信網設備 １階ＥＰＳ内光ＯＮＵ・ＨＵＢスペース以降、各ＭＢ内機器取付スペースまでの

空配管工事及び、それ以降の各住戸内のノズルプレートの設置、空配管工事を行う。

６．構内交換設備 １階ＥＰＳ内ＭＤＦから、各ＭＢ内端子盤までの配管配線工事及び、それ以降の各住戸内

ノズルプレートの設置、空配管工事を行う。

昇降機用空配管工事も本工事で行い、配線は別途工事とする。

７．テレビ共同受信設備 １階ＥＰＳ及びＭＢ内に共聴用機器を設置し、配管配線工事を行い、各住戸のテレビ受口

取付調整までの工事を行う。

８．火災通報設備

９．構内配電線路

ごみ置場、自転車置場、バイク置場等は住棟の共用電灯分電盤からの電源供給とする。

１階ピロティに受信機を設置し、配管配線工事を行い、発信機、感知器等の取付、動作試験

までの工事を行う。尚、消防署立会検査合格まで本工事に含む。

関電柱上の変圧器より電灯・動力引込用配管配線工事・引込開閉器盤・外灯盤の設置、及び

外灯盤・共用電灯分電盤より屋外への二次側配管配線工事を行う。

１０．構内通信線路 電話、情報通信、ＣＡＴＶの引込用配管配線を行う。

（有）竹田商店 堺市堺区大浜西1-8

　　（　本工事は、　●適用する　　○適用しない　　○元請けの適用区分による　）

・本工事で撤去等の作業を行う特別管理産業廃棄物等（○有    ●無し）  

・○構内指定場所に敷きならし　　○構内指定場所にたい積　　●構外指定場所搬出適切処理（再資源化施設）

  ○根切り土の中の良質土    ●山砂の類    にて埋戻しのこと。

　● 一般施設（乙類）

　施工確認試験（引張試験機による引張試験）：○行う（　　　　　　）　 ●行わない

  なお、検討範囲にはそれぞれの取付部分を含めるものとする。　●太陽光発電設備　●雷保護設備　〇ポール

・本工事の改修工事区分　●全館無人改修　○執務並行改修

・本工事の適用区分　　●月単位　　○通期

　　本工事は、中間技術検査の　　●対象　　○対象外　　〇元請けの適用区分による

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

Ｅ／０１　

＜２０２５．１０＞新営・改修編　

41.工事情報共有

システム 　「堺市建設工事情報共有システム活用試行要領」（営繕系工事編）に基づき実施すること。

・本工事は、情報共有システム利用対象工事である。　●発注者指定型　〇受注者希望型

　本工事は概成工期設定工事である。

を含めた各工事が支障のない状態まで完成させること

令和９年１１月１５日までに、完成前の総合試運転調整を行うにあたり、関連工事

　本工事において、住戸３戸（１・２・３DK)について、先行仕上（モデルルーム）を

を含めた各工事が支障のない状態まで完成させること



・天井面並びに、2m以上の高所に取付けるボックスの蓋には、ワイヤー等の落下防止措置を行うこと。

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

（２）電気共通事項

 1. 電線

 2. 電線類

 3. ケーブル接続

 4. 電線管

特記項目において選択する事項は、　●印のついたものを適用する。

・特記なきものは、EM-IEとする。

・原則としてEMケーブルを使用する。（規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成

　されたものとする。）

・ポリエチレン絶縁ケーブル又は架橋ポリエチレン絶縁ケーブルのシースを剥ぎ取った後の絶縁体に、直射

　日光又は紫外線が当るおそれのある場合は、自己融着テープ又は収縮チューブ等を使用して、紫外線対策

　を施す。

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

０ ２５ ５０ ７５
原寸図

・電線管表示（１９）～（７５）で特記なき場合は、下記とする。

　屋内：ねじなし電線管　　　屋外：薄鋼電線管（電柱等への立上げはポリエチレンライニング鋼管）

堺市　建築都市局　建築部

図面名称

Ａ３縮尺

図面番号

Ａ１縮尺 ー

工事名称

ー

電気設備工事　特記仕様書（２）

・長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、１．２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入すること。

　その耐火レベルに応じた鋼製ボックスを使用すること。

　更できる。

・分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側配線経路は、電線太さ、本数及び管径等は監督員の承諾を受けて変

・ＰＦ管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。但し、ＬＧＳ仕様の界壁に使用する場合は、

　但し、薄鋼電線管以上の肉厚を有し、防水カップリングを使用する場合は、屋外でも使用可能とする。

建築 備考工    事    項    目 本工事 機械

  ド式支持とする。

  なお、万一ハンガークリップを使用する場合は、その突起部及びビス等を養生すること。

　　養生等

　　混触防止

・強電と弱電はボックス、配管、配管支持材等の混触を防止すること。

　取ること。

・電線･ケーブル類は､各々行先・用途・種類･サイズ等を次のとおり表示する。

・電線管をサドルで支持する場合は、両サドルを使用し、容易に手の届く場所に取付けるハンガーレール等

  は、その端部を養生（樹脂製キャップ等）すること。また配管を支持する部材は、スプリング式又はバン

・金属製電線管、電線、ケーブル及び金属製プルボックス類は、その他設備と接触しないように十分離隔を

　  分電盤（配電盤）内、プルボックス（中継ボックス）内、ＰＳ内（縦通り）露出配線：１つの階に１箇

    線：上部スラブの点検口付近ラック分岐部分、ボックスその他からの引出し部分及び水平方向で概ね15

・防火区画を配管が貫通する場合は、建築基準法施行令第１１２条第２０項に基づき施工のこと。

・配線器具に使用するスイッチプレート等について、特に指定無き場合は、金属製プレートとする。

　　フロアベース

・材質：○　砲金製　　　　　○　アルミ製

・水平高低調整機能付（空転防止リング付、ＯＡフロアー部分除く）

・ケーブルの各シールド層の接地は、原則として上位側で一端接地とする。

・２０Ａ以上、３Ｐ･４Ｐ及び特殊型のコンセントは、差込プラグ付とする。

　　プレート

・特記なき場合、屋外及び便所、厨房等の多湿箇所ならびに床下ピット、スラブ下埋設配管にて使用する

　支持架台は、ステンレス製又は溶融亜鉛めっき製とする。また、同様の場所にて使用するボルト、ナット、

　ワッシャー、ビス、吊ボルト等もステンレス製又は溶融亜鉛めっき製とする。

　　プルボックス

  また金属ダクトが防火区画を貫通する場合は、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」

  によること。

・照明等のスイッチの点滅数が２個以上の場合はネームプレートを取付けること。

・接地極の詳細図は「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」による。

・既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

　なお、復旧はモルタル補修とするが、仕上げは原形復旧とする。

　はつり穴開けの施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所を鉄筋探査機により探査し、鉄筋・　

　配管類の位置に墨出しを行う。放射線透過検査については監督員の指示によるものとし、費用は本工事に

　含む。

・地中埋設配管には、埋設標示テープを布設するとともに、埋設標示標を設置すること。

・地中埋設標の使用区分は、アスファルト部分は鉄製とし、その他の部分については原則コンクリート製

　とする。ただしコンクリート、インターロッキング等の舗装面に専用ホールソーで穴あけを行い、仕上面

　から突出しないよう設置する場合は鉄製でも可とする。また車両、人の通行がない土面（舗装していない

　場合）は、樹脂製でも可とする。

　寸法とする。

　　との取合い

・図面に記載のない場合は原則として下記標準工事区分表による。

・再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定を実施後、取付ける。但し、絶縁劣化等使用に不可の場合は、監督

　員に報告する。

・特記なき図記号（文字記号等も含む）の凡例は標準図により、盤その他機器類について図示した寸法は約

・ 地中埋設標　　　　　●　要（図示の箇所）　　　               ○　不要

・ 埋設標示テープ　　  ●　要(土被り150mm程度の深さ)　　　　　　○　不要

建築 備考工    事    項    目

【躯体関係】

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

機器・器具及び配管等の吊ボルト用インサート

開口補強を要する型枠材及び取付（埋込機器・盤等の仮枠含む）

開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

スリーブ・型枠の穴埋め

【軽鉄天井・壁下地関係】

補強を要するボードの切込み及び下地の補強

補強を要しないボードの切込み 設置者が施工

開口部の墨出し

振れ止め切断後の補強

天井点検口の取付

本工事 機械

・Ｄ種接地抵抗値はＢ種接地抵抗値との協調を図り、極力低い値とすること。

・キュービクルや分電盤等の扉に接地線を敷設すること。

給湯器等の機械機器接地（最寄りコンセントまで）

水槽類の電極棒・電極帯及びフロートスイッチ

自動制御盤一次側電源工事（配管・配線及び結線共）

同上機器の手元スイッチの取付及び配管配線・ボックス及び結線

換気扇の取付

マルチ型エアコンの室内機間の渡り配線及び集中操作盤の取付

セパレート型エアコンの室内から室外機への渡り操作配線

同上機器からリモコンスイッチまでの操作配線

同上機器からリモコンスイッチまでの配管及びボックス

空調機等のリモコンスイッチの取付及び結線

同上操作盤からの故障警報用配管配線

【設備基礎関係】

機器の基礎・基礎鋼材（H鋼等）及びピット

機器据付台

【設備関係】

機器への給排水配管接続工事

機器へのガス配管接続工事（ガス指定工事店が施工）

機器付属操作盤への一次側電気工事

同上操作盤からの二次側電気工事

１．電灯設備

・ケーブル配線で送り端子接続のみ及び末端となる場所には、アウトレットボックスを設けなくてよい。

○電気方式

○位置ボックス

○照明器具

特記項目において選択する事項は、　●印のついたものを適用する。（３）電気設備科目別仕様

ＬＮ（ＬＸ）

の種類
電圧（Ｖ）

標準図による

器　具　の　種　類

ＬＥＤ灯

【便所関係】

衛生器具廻りのシーリング 設置者が施工

便器洗浄用感知装置への電源供給配管配線

・ｼｰﾙ材は変成ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ材（MS-2）を使用すること。(壁面に取付ける場合は下面を除く三方ｼｰﾙとする。)

　（高さ基準はプルボックスの下端とし、機械室、PS内は除く）

    所、天井その他：点検口付近、ＰＳ内（横通り）露出配線：点検口及び進入口付近、ケーブルラック配

　　～20ｍ、上下方向に１つの階に１箇所、ピット露出配線：１スパンに１箇所。

 5. 塗装

 6. 電線本数・管路等

 7. 呼び線

 9. 支持金物及び

 8. ボックス

10. 支持金物等の

11. 弱電設備との

12. 他設備との離隔

13. 電線類の表示

14. 防火区画貫通

15. フラッシュ

16. フロアプレート

17. コンセント

18. スイッチ

19. 接地

20. はつり工事

21. 埋設標示

22. 再使用機器

23. 図面記号及び寸法

24. 他工事又は他工種

  指定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。

制御装置

ＬＮ １００避難口誘導灯・通路誘導灯

・照明制御システムの各センサー設定は、監督員の指示による。なお各システム毎に専用設定器を納入する

　こと。

○照明制御システム

                  ○別置（図面による）（○人感センサ  ○明るさセンサ  ）

・調光センサ　　  ○照明器具に付属    （○点滅タイプ  　○減光タイプ　　○明るさセンサ）

　　キュービクル式配電盤（○ＰＦ・Ｓ形　　○ＣＢ－１形　　○ＣＢ－２形　　○ＣＢ－３形）

２．動力設備

３．電熱設備

４．雷保護設備

・本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断機の寸法は、ＪＩＳ Ｃ 

  岐に用いる２極の配線用遮断器及び漏電遮断器は、１極サイズのものとする。また、分電盤主回路の導体

  には、サーモラベルを貼付けすること。

・学校関係等の分電盤は、内部保護板（扉式）付を原則とするが、監督員の承諾を受けて変更できる。

・単位ユニットの電流計は、負荷端子の手前で接続する。

・制御回路で使用する変圧器は、絶縁変圧器とする。

・動力盤主回路の導体には、サーモラベルを貼付けすること。

・自動火災報知受信機、連動制御器及びガス漏れ警報機と連動して、空調機を停止させること。

・電動機などへの接続は本工事とし、接続方法は図面による。

・○

　○内部雷保護システム

５．受変電設備

・○鋼製  ○ステンレス製  ○アルミ製

・変圧器の規格は下記による。但し、スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するものは

　除く。

  ○油入変圧器      単相／三相（○ＪＩＳ Ｃ４３０４    ○ＪＥＭ）

  ○モールド変圧器  単相／三相（○ＪＩＳ Ｃ４３０６    ○ＪＥＭ）  但し、絶縁種別Ｆとする。

・ＪＩＳ Ｚ ９２９０－１（２０１４）　・ＪＩＳ Ｚ ９２９０－３（２０１４）

・ＪＩＳ Ａ ４２０１（２００３）

・構造体利用接地極（○構造体利用接地極）

・○キュービクル式配電盤（○屋内　○屋外） 　○高圧スイッチギア

○制御盤

○インターロック

○形式

○突針支持管

○配電盤形式

○変圧器

・Ａ型接地極（○板状接地極 　○垂直接地極 　○放射線状接地極（水平接地極）） 

　　高圧スイッチギア：ＣＢ－３形　（○ＰＷ形　　○ＣＷ形）

・高圧  ○三相３線式  ６．６ｋＶ ６０Ｈｚ    ○

・低圧  ○三相３線式  ２１０Ｖ           　　○単相３線式 １０５Ｖ／２１０Ｖ

        ○三相３線式        Ｖ           　　○三相４線式       Ｖ／      Ｖ

○定格電圧

  ８２０１「配線用遮断機」、同付属書５「電灯分電盤用協約形配線用遮断器」による。特記なき場合、分

・○電源内蔵型  ○電源別置型○誘導灯の形式

・監視      ○警報盤による代表監視    ○中央監視盤による監視○監視方式

・操作制御  ○現地盤による手動制御    ○中央監視盤による遠方制御

・形式      ○キュービクル式    ○オープン式　　○パッケージ式

・定格出力：        ｋＷ（        ｋＶＡ）以上      原動機：        ｋＷ以上

・○５分以上            ○３０分以上          ○製造者標準

　の負担とする。

・標準仕様書に定められた接続試験等を行い、監督員に提出のこと。なお、必要となる試験機材等は請負者

８．構内情報通信網設備

９．構内交換設備

○ケーブル

○試験調整

○形式

時間

○蓄電池停電補償

・○ボタン電話装置　　　○交換装置（ ○デジタルＰＢＸ　 ○ＩＰ－ＰＢＸ　 ○ＶｏＩＰサーバ）

１０．情報表示設備

・○固定形　　　　　　　○自在型

・○一般形        　    ○ＯＡフロアー用

○マルチサイン装置

○出退表示装置

○時刻表示装置

・○

・○

・○親子式    　親時計　（○ラック式　　○壁掛式　　○簡易式）

　　　　　　　　プログラムタイマー（○有　　○無し）

　　　　　　　　時刻修正機能（○有　　○無し）

・○単独式　　　電源　　（○太陽電池式　　○交流式）

１１．映像・音響設備

１２．拡声設備

○形式 ・○

○全館放送用

・付加機能：○リモコン機能    ○

・増幅器定格出力：Ｈｉ型      Ｗ以上

○ローカル放送用

・増幅器定格出力：Ｈｉ型      Ｗ以上

１３．誘導支援設備

○音声誘導装置

○トイレ等呼出装置

○その他 ・○受付呼出装置    ○

・発電方式 三相３線式 ６０Hz  ○２１０Ｖ    ○６．６ｋＶ   ○

・幹線：○ＥＭ－ＯＰ    ○ＥＭ－ＵＴＰ    　支線：○ＥＭ－ＯＰ    ○ＥＭ－ＵＴＰ

・形式　○壁掛形　　　○ラック組込形   　 ○卓上形

・検出方式　○無線式（電波式、ＩＣタグ式、赤外線式）    ○磁気式    ○画像認識式

１４．呼出設備

○内容 ・○ナースコール装置    ○情報通信網対応形ナースコール装置    ○携帯ナースコール装置

・アンテナマストの取付は、○壁面    ○自立    とする。

１５．テレビ共同受信設備

・用途　○一般放送    ○非常放送兼用

・演奏機器：○ＣＤ／ＤＶＤﾌﾟﾚｰﾔｰ　○ラジオチューナー　○

・演奏機器：○ＣＤ／ＤＶＤﾌﾟﾚｰﾔｰ　○ラジオチューナー　○

・測定場所（アンテナ取付位置付近）及び測定チャンネルは、監督員と協議する。

１６．監視カメラ設備

○伝送方式

○カメラ

・○２方式併用方式

・○ネットワーク伝送方式 （○標準　○ＨＤ）     ○アナログ伝送方式（○白黒　○カラー）

○モニター

・屋　内：○ドーム型  ○箱型　　　屋　外：○ドーム型　○箱型

・ズーム：○有　　○無し　　　　　回転台：○有　　○無し

・○卓上形  　○吊下げ形　　○ラック組込形

６．電力貯蔵設備

７．発電設備

・用途  （                                                         ）

○直流電源装置

○交流無停電電源

装置

○非常用発電装置

・定格出力：        ｋＷ（        ｋＶＡ）以上      原動機：        ｋＷ以上

・連続運転可能時間  ○１０時間以上    ○１６８時間以上

・燃料備蓄量  　　　○１０時間以上    ○２４時間以上　　○７２時間以上

○常用発電装置

・原動機    ○ディーゼル機関　　　○ガス機関　　　○ガスタービン

・原動機    ○ディーゼル機関　　　○ガスタービン

・用途      ○常用　　　○常用防災兼用

・形式      ○キュービクル式    　○オープン式

・用途  　○非常用照明用    ○受変電設備用    ○非常用照明用・受変電設備用共用

・発電方式 三相３線式 ６０Hz  ○２１０Ｖ    ○６．６ｋＶ   ○

・形式　○ワゴン形　　○ラック組込形    ○卓上形　　○キャビネット収納形　　○壁掛形

○ローテンション

　アウトレット

・盤内にサーモスタット（３０℃～４０℃可変形とし、３５℃にセット）及び切替スイッチ（自動・手動

　切）を設ける。

・外部換気扇がある場合は、連動させる。

・○低圧配電盤の配線用遮断器は、取付板組込形で埋込形とする。

・○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

・○低圧配電盤の内部点検用スペースを設ける。（幅６００mm以上、高さ１，８００mm以上）

・○充電表示器は、断路器の一次側の適切な場所に設ける。

・○主遮断器装置、変圧器、低圧主回路導体にサーモラベルを貼付する。

○盤内換気扇

○その他

・○別途工事    ○本工事    ○既設○基礎

１７．駐車場管制設備

○施工範囲 ・○配管　　　　　　　　○配線　　　　　　　　○機器取付け

○車両検出方式 ・○ループコイル式　　　○光線式（赤外線式）　○超音波センサ式

・電柱は、〇遠心力プレストレストコンクリートポール　　〇鋼管柱　とする。

・高圧ケーブルは、ハンドホール等又は、キュービクル内等の１ヶ所で約３ｍの余長をとる。

　してもよい。

・ハンドホール内は、ケーブル支持材を設ける。又、ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略

　とする。

○電柱

○余長

２２．構内通信線路

　○図面による。

・○太陽電池パネル搭載形    ○風力発電装置搭載形    ○太陽電池及び風力発電装置搭載形

　○商用電源併用形

・構内配電線路による。

　とする。

・ハンドホール内は、ケーブル支持材を設ける。

・避雷器：○屋外形    ○耐塩形      ・装柱材：○一般用    ○耐塩形

・○一般用    ○耐塩用    ○重耐塩用

・用途：○架空引込用    ○地中引込用        構造：○耐中塩じん用    ○耐重塩じん用

・高圧交流負荷開閉器７．２ｋＶ  （○２００Ａ    ○３００Ａ）○区分開閉器

○がいし､高圧ｹｰﾌﾞﾙ

端末処理

○避雷器、装柱材

・形式：○引外し装置付（ＳＯＧ形）    ○引外し装置なし    ○避雷器内蔵    ○制御電源用変圧器内蔵

・○防火シャッター用（別途工事：DC24V 0.6A以下  警報連動付）

　　0.7A以下）

・○防煙ダンパー用（別途工事：瞬時通電式又は電動式DC24V 0.6A以下、遠方復帰機構（電動式）DC24V

・○○非常警報装置

○ガス漏れ警報装置

○諸警報表示

・○受信機      形    級        回線（○壁掛形    ○自立形）（○単独形    ○火災受信機等と一体）

２０．中央監視制御設備

○監視方式

○蓄電池容量 ・○標準仕様書による    ○３０分以上

・○警報盤    ○簡易形監視制御装置    ○監視制御装置

・特記なき場合は、ＧＬ－６００以上とする。

２１．構内配電線路

・○受信機に諸警報表示窓（        窓）を設ける。

・○防火戸用  ＤＣ２４Ｖ  ０．６Ａ以下（○ラッチ式    ○電磁式）

１９．火災報知設備

・○電気方式：ＤＣ２４Ｖ（位置表示灯及び消火ポンプ始動表示灯はＡＣ２４Ｖ）

○自動閉鎖装置 ・○連動制御盤      　回線（○単独形　　○火災受信機等と一体）

　○予備電源（蓄電池）内蔵（予備電源は、ダンパー等の全数復帰用の容量とする。）

・○副受信機      形    級用       回線

・○消火ポンプの始動(○消火栓箱内押し釦 〇消火栓弁 ○発信機と連動((総合盤に始動表示灯を設ける。))

○内容 ・○機械警備用配管    ○防犯装置    ○入退室管理装置

１８．防犯・入退室管理設備

（４）その他事項

ブラケット（一般）、（踊場）

避難口誘導灯、廊下通路誘導灯

スイッチ（一般） 、 アッテネータ 

直列ユニット（一般）

コンセント、電話用アウトレット、

コンセント、電話用アウトレット、

直列ユニット（和室・台上）

コンセント（車庫）

引込開閉器箱（低圧） 、 開閉器箱

分電盤、制御盤、実験盤

室内端子盤（廊下・室内）

中間端子盤（ＥＰＳ・電気室）

床上～中心　

床上～下端、上端

床上～中心

床上～中心　

床上･台上～中心

床上～中心

床上～上端

床上～中心

床上～下端

床上～中心

2,100 、 2,500

1,500以上、1,000以下

1,300(小学校1,200･身障1,100）

300

150

800

1,500

1,500(上端1,900以下）

300

1,500

900 、 1,800 、 2,000

1,300 、  1,500（身障1,100）床上～中心

床上～中心呼出ボタン（身障用）、復帰ボタン、廊下表示灯

発信器（出退表示用） 、 インターホン

(天井高)Ｘ0.9

1,500(上端1,900以下)、
親時計 、 子時計･スピーカー･出退表示盤 床上～中心

300 、 （天井高）-200

1,800床上～中心

床上･天井面～中心ガス漏れ検知器（ＬＰガス）、（都市ガス）

テレビ機器収容箱

（天井高）Ｘ0.8

（天井高）Ｘ0.9 、
床上～中心警報ベル 、 表示灯

名　　　称 測  点 取付高（ｍｍ）

 1. 標準取付高さ ・壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

（５）補足事項

・屋内外を問わず、蓋に用いるビスは十字穴付き六角ビスとする。

・○表示器：     窓  　　　　○ランプ付きブザー

　標準工事区分表  (取合い区分欄は、原則★印の区分とする。)

★ ★ ★

★

★

★

★ ★ ★

★ ★ ★

★

★ ★ ★

★ ★ ★

★ ★ ★

★

★ ★

★ ★

★

★

★ ★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

・露出配管およびボックス類は塗装を行うものとする。（ 機械室、ＰＳ内の塗装は不要）

　　ＬＥＤ灯はユニバーサル電圧（１００～２４２Ｖ等）対応品でもよい。

・ＬＥＤ制御装置の種類・電圧は、標準図及びＪＩＬ５００４－２０２１「公共施設用照明器具」に

・幹線  ●単相３線式 １００／２００Ｖ ６０Ｈｚ    ○直流２線式 １００Ｖ    ○

・分岐  ●単相２線式  ●１００Ｖ  ●２００Ｖ      ○直流２線式 １００Ｖ    ○

●非常照明の形式 ・●電源内蔵型  ○電源別置型

●分電盤等

●電気方式 ・幹線  ●三相３線式 ２００Ｖ ６０Ｈｚ    ○

・分岐  ●三相３線式 ２００Ｖ ６０Ｈｚ　　○

●監視方法 ・●警報盤による代表監視    ○複合形受信機による監視　　○中央監視装置による監視

●機器への接続

●雷保護システム ・○外部雷保護システム（●受雷部システム  ●引下げ導線システム  ●接地システム）

●適用規程

●保護レベル ・○Ⅰ  ○Ⅱ  ○Ⅲ  ●Ⅳ

●受雷部システム ・○突針  ●水平導体又はメッシュ導体  ○構造体利用

●引下げ導線 ・●構造体利用　○引下げ導線

●接地極の種類

・Ｂ型接地極（●環状接地極 　○網状接地極（メッシュ形状の接地極））

●太陽光発電装置 ・連系方式　　○高圧連系　　○高圧受電みなし低圧連系　　●低圧連系

・売電　　　　●有　　○無し

・自立運転　　●有　　○無し

・太陽電池アレイ：公称最大出力   ４．９８ ｋＷ以上        

・パワーコンディショナ出力     三相     ３線式   ２００Ｖ    １０ｋＷ以上

・単独運転検出装置    ●受動的方式    ○能動的方式

●施工範囲 ・●配管　　　　　　　　○配線　　　　　　　　○機器収納盤（○盤のみ　　○盤・機器共）

●施工範囲 ・●配管　　　　　　　　●配線　　　　　　　　○交換装置　　　　　　○電話機

●保安器用接地 ・●本工事              ○別途工事

●インターホン ・種類　　　●外部受付用インターホン　　○電話形同時通話式（親子式及び相互式）

●アンテナ・マスト

●増幅器

・○ＵＨＦ    ○ＢＳ    ●ＣＡＴＶ

・○BL認定品　　●ＣＡＴＶ会社推奨品

●電界強度測定

●自動火災報知装置 ・●受信機　   Ｐ形  １級     ３０回線（●壁掛形    ○自立形）（●単独形    ○複合形）

・●機器収納箱（○消火栓一体形    ●単独形）

●電気方式 ・●三相３線式  ○６ｋＶ  ●２００Ｖ    ●単相３線式  １００／２００Ｖ

　●単相２線式  ●１００Ｖ  ○２００Ｖ

●埋設深さ

●ハンドホール等 ・構造、寸法は、  （●標準図    ○図面  ） による。    ・蓋の記号表示は、（●電気      〇高圧   ）

●外灯 ・基礎  ●本工事    ○別途工事

・●外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗装とする。

●埋設深さ、電柱

●ハンドホール等 ・構造、寸法は、  （●標準図    ○図面  ） による。    ・蓋の記号表示は、（●弱電     〇　　    ）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

Ｅ／０２　

＜２０２５．１０＞新営・改修編　



　８.施工記録・報告
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原寸図

堺市　建築都市局　建築部

図面名称

Ａ３縮尺

図面番号

Ａ１縮尺 ー

工事名称

ー

特　記　仕　様　書 【 設　備　工　事　共　通 】

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

調査・報告・掲示

アスベストに関する

　　　（平成３０年厚生労働省、国土交通省、環境省告示第１号）

1. ・工事開始前に、石綿含有建築材料の使用の有無を調査し、事前調査結果の書面の作成、発注者への報告を

　もに有の場合は作業内容も掲示すること。

　行うこと。事前調査を行う者に求める資格等については下記とする。なお、事前調査結果を掲示するとと

（１）事前調査

1.

　アスベスト廃棄物の取り扱いに関する技術指針（環境省）」等に基づき適切に行うこと。

　(石綿障害予防規則)」、「大気汚染防止法」、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「大阪府生活環

　境の保全等に関する条例」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工

石綿含有建築材料の

除去

2.

　○ケイ酸カルシウム板を除く石綿含有成形板（耐火二層管等を含む）

・○保温材（配管エルボ部分）　　　　　　　○ガスケット（ダクトフランジ部分）

　○ケイ酸カルシウム板（１種）　　　　　　○ケイ酸カルシウム板（２種）

　○その他（　　　　　　　　　　）

（２）石綿含有建築材料の除去等

3.専門工事業者

4.作業主任者 ・石綿作業主任者技能講習修了者又は平成１８年３月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

5.除却作業者 ・石綿障害予防規則に基づく特別な教育を受けたもので、肺機能に異常がない者とする。

　※ 図面に記載のない石綿含有建築材料の使用が判明した場合については、直ちに監督員に報告し協議を

　　 行うこと。

6.石綿含有分析調査 ・○行う　　　●行わない

１．石綿関連作業

 7.保温材（配管エルボ

・石綿含有建築材料の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有することを証明す

・石綿含有建築材料の除去等を行う場合については「大阪府アスベスト対策基本方針」、「労働安全衛生法

部分）の除去

・保温材（配管エルボ部分）を適切に除去・処分する作業手順は原則以下とする。

　１.事前調査

　　・設計図書等の資料、目視による調査の実施

　　・事前調査結果の書面の作成

　　・事前調査結果の発注者への説明

　　・事前調査結果の掲示

　なお、ここで記載するアスベスト処理の作業手順については、アスベスト対象物を場外に搬出し、処理施

　設にて処理を行う手法とする。

　　　※ 覆っている部分が劣化等により飛散の恐れがある場合は事前に薬液等で湿潤すること。

　　・受注者は「石綿障害予防規則」に基づき石綿作業主任者を選任すること。

　　　実施すること。

　　・受注者は「廃棄物処理法」に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。

　　・受注者は石綿除去作業に先立ち、除去作業を行う作業者に「石綿障害予防規則」に基づく特別教育を

　　・外部との空気の流通を避けるために、当該部分をシート等で塞ぐこと。

　　・建物外周部で除去作業を行う場合は、シート等で囲うこと。

　　・配管エルボ保温材部分の石綿部に養生を行う。

　　・切断した保温材（配管エルボ共）の袋詰め（二重梱包）を行う。

　　・運搬については、廃石綿等の許可を有する「特別管理産業廃棄物収集運搬業者」に委託する。

　　・処分については、「特別管理産業廃棄物処分業者」に委託する。

　　・工事の内容等を記録するとともに、工事完了の状況を監督員に報告する。

　　・除去作業者には呼吸用保護具、保護メガネ及び作業着を着用させること。

　　・保温材を破損しないように、配管エルボ保温材部分の前後の非石綿部で切断し、当該部分を分離する。

　２.施工要領書の提出

　３.計画の届出

　４.石綿作業主任者の選任等

　５.飛散防止の対策等

　６.除去作業

　７.集積、運搬、処分等

本工事での除去等の

作業が発生する石綿

含有建築材料

　○吹付け塗材（石綿排出作業無し）（外壁（★棟）　　　　　　　）

項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

　　・石綿含有建築材料の除去作業についての作業計画を監督員に提出し確認を受ける。

　【配管エルボ撤去詳細図】

　１.事前調査

　　・設計図書等の資料、目視による調査の実施

　　・事前調査結果の書面の作成

　　・事前調査結果の発注者への説明

　　・事前調査結果の掲示

　　・受注者は「石綿障害予防規則」に基づき石綿作業主任者を選任すること。

　　　実施すること。

　　・受注者は石綿除去作業に先立ち、除去作業を行う作業者に「石綿障害予防規則」に基づく特別教育を

　２.施工要領書の提出

　３.石綿作業主任者の選任等

数　量配管サイズ配　管　名　称

■アスベスト含有エルボの数量については下記による。

切断部分

(約10cm)

養生テープで隔離

配管部

(約10cm)

切断部分

プラスチックシート養生

石綿含有建材部分

フランジ部分）の

ガスケット（ダクト

除去

 8. ・ガスケット（ダクトフランジ部分）を適切に除去・処分する作業手順は原則以下とする。

　設にて処理を行う手法とする。

　なお、ここで記載するアスベスト処理の作業手順については、アスベスト対象物を場外に搬出し、処理施

　　・石綿含有建築材料の除去作業についての作業計画を監督員に提出し確認を受ける。

　　・建物外周部で除去作業を行う場合は、シート等で囲うこと。

　　・外部との空気の流通を避けるために、当該部分をシート等で塞ぐこと。

　４.飛散防止の対策等

　　・切断したダクトフランジは、丈夫なビニール袋に入れて運搬すること。

　　・切断したダクトフランジを現場内で保管する場合は、シート等で覆い保管場所には、ダクトフランジ

　　　の保管場所であることの表示を行うこと。

　　・ダクトフランジの運搬に当たっては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆うこと。

　　・アスベスト含有ガスケットは、関係法令に従い適切に処分すること。

　　・工事の内容等を記録するとともに、工事完了の状況を監督員に報告する。

　　　と。

　　・マニフェストによる管理を行い、マニフェストには「石綿含有産業廃棄物」であることを明示するこ

　【ガスケット（ダクトフランジ部分）撤去詳細図】

養生テープで隔離

(約10cm)

(約10cm)

ダクト部

切断部分

プラスチックシート養生

石綿含有建材部分

ダクトフランジ

切断部分

　　・除去作業者には呼吸用保護具、保護メガネ及び作業着を着用させること。

　　・ガスケットを破損しないように、ダクトフランジ接続部分の前後の非石綿部で切断し、当該部分を分

　　　離する。

　　　※ 覆っている部分が劣化等により飛散の恐れがある場合は事前に薬液等で湿潤すること。

　　・ダクトフランジ接続部分の石綿含有ガスケットに養生を行う。

　５.除去作業

　６.集積、運搬、処分等

　７.除去物の処分

　８.施工記録・報告

数　量

■アスベスト含有ダクトフランジの数量については下記による。

ダ　ク　ト　名　称 ダクトサイズ

・外壁アスベスト含有部（みなし含む）に設置している機器や部材を取り外す作業手順は原則以下とする。外壁アスベスト含有

部からの設備機材取

り外し

　１.事前準備

　　・石綿作業主任者を選任し、作業者に特別教育を実施する。

　　・外壁と機器等が接している部分に水を噴霧（湿潤）し、取り外す。

　　・取り外した部分に飛散防止剤を吹付ける。

外壁アスベスト含有

部へのアンカー打設

及びコア抜きの施工

について

【アンカー打設】

・外壁アスベスト含有部（みなし含む）への「アンカー打設」の作業手順は原則以下とする。

 9.

10.

　　・看板（立入禁止）を設置し、保護マスク（ＲＬ－３・ＲＳ－３）を着用する。

　２.機器等の取り外し作業

　１.事前調査

　　・設計図書等の資料、目視による調査の実施

　　・事前調査結果の書面の作成

　　・事前調査結果の発注者への説明

　　・事前調査結果の掲示

　２.施工要領書の提出

　　・粉じん吸込装置付ドリル（ＨＥＰＡフィルター付）を使用する。

　　・ドリル穿孔部の仕上塗材に水を噴霧（湿潤）し、穿孔する。

　　・飛散防止剤を穿孔部（切断面及び周囲）に吹付け、アンカーを打設する。

　　・粉じん、ＨＥＰＡフィルター、保護マスク等の袋詰めを行う。

　　・看板（立入禁止）を設置し、保護マスク（ＲＬ－３・ＲＳ－３）を着用する。

　４.ドリル穿孔作業

　５.石綿処理

　　・受注者は「石綿障害予防規則」に基づき石綿作業主任者を選任すること。

　　・受注者は石綿除去作業に先立ち、除去作業を行う作業者に「石綿障害予防規則」に基づく特別教育を

　３.石綿作業主任者の選任等

　　　実施すること。

　　・石綿処分については関係法令に従い適切に処分すること。

　　・外壁アスベスト含有部へのアンカー打設方法についての作業計画を監督員に提出し確認を受ける。

　　・工事の内容等を記録するとともに、工事完了の状況を監督員に報告する。

　６.施工記録・報告

　　・工事の内容等を記録するとともに、工事完了の状況を監督員に報告する。

　９.施工記録・報告

【コア抜き】

・外壁アスベスト含有部（みなし含む）への「コア抜き」の作業手順は原則以下とする。

　１.事前調査

　　・設計図書等の資料、目視による調査の実施

　　・事前調査結果の書面の作成

　　・事前調査結果の発注者への説明

　　・事前調査結果の掲示

　２.施工要領書の提出

　　・粉じん吸込装置付ドリル（ＨＥＰＡフィルター付）を使用する。

　　・ドリル穿孔部の仕上塗材に水を噴霧（湿潤）し、穿孔する。

　　・飛散防止剤を穿孔部（切断面及び周囲）に吹付け、アンカーを打設する。

　　・湿式にてコア抜き作業を行う。

　　・切削汚水の回収（切削汚水はウエス等で拭取る）

　　・躯体部のコア抜き後、飛散防止剤を削孔部（切断面及び周囲）に吹付ける。

　　　だウエス、保護マスク等の袋詰めを行う。

　　・床に養生シートを設置する。

　　・看板（立入禁止）を設置し、保護マスク（ＲＬ－３・ＲＳ－３）を着用する。

　　・粉じん、ＨＥＰＡフィルター、コア抜き部分、養生シート、仕上部コア抜き作業時の切削汚水を含ん

　　・受注者は「石綿障害予防規則」に基づき石綿作業主任者を選任すること。

　　・受注者は石綿除去作業に先立ち、除去作業を行う作業者に「石綿障害予防規則」に基づく特別教育を

　３.石綿作業主任者の選任等

　　　実施すること。

　４.削孔機固定用穴あけ作業

　５.削孔機のセット

　６.仕上部（アスベスト含有部）のコア抜き作業

　７.躯体部のコア抜き作業

　８.石綿処理

　　・石綿処分については関係法令に従い適切に処分すること。

　　・外壁アスベスト含有部へのコア抜き方法についての作業計画を監督員に提出し確認を受ける。

・やむを得ずアスベスト含有成形板を削孔する場合の削孔作業手順は原則以下とする。アスベスト含有成形 11.

　１.事前調査

　　・設計図書等の資料、目視による調査の実施

　　・事前調査結果の書面の作成

　　・事前調査結果の発注者への説明

　　・事前調査結果の掲示

　３.計画の届出（けい酸カルシウム板２種を削孔する場合）

　　・受注者は「石綿障害予防規則」に基づき石綿作業主任者を選任すること。

　　　実施すること。

　　・受注者は「廃棄物処理法」に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を選任すること。

　　・受注者は石綿除去作業に先立ち、除去作業を行う作業者に「石綿障害予防規則」に基づく特別教育を

　４.石綿作業主任者の選任等

　　・飛散防止剤を削孔部に吹付ける。

　　・削孔部の成形板に水を噴霧（湿潤）し、削孔する。

　　・粉じん、ＨＥＰＡフィルター、保護マスク等の袋詰めを行う。

　　・粉じん吸込装置付ドリル（ＨＥＰＡフィルター付）を使用する。

　　・床に養生シートを設置する。

　　・作業者は呼吸用保護具、保護メガネ及び作業着等を着用する。

　　・看板（立入禁止）を設置する。

　　　（けい酸カルシウム板２種を削孔する場合については、集塵排気装置を設置し、作業場所を負圧隔

　　　　離を行う。（作業前に集塵排気装置の点検・負圧の点検を実施する。））

　　　（けい酸カルシウム板１種を削孔する場合については、作業場所をビニールシート等で隔離する。）

　５.削孔作業

　６.石綿処理

　　・けい酸カルシウム板２種については、「特別管理産業廃棄物処分業者」に委託し、処理を行う。その

　　　他の石綿含有建築材料については、石綿含有廃棄物として処理を行うこと。

　　・工事の内容等を記録するとともに、工事完了の状況を監督員に報告する。

　７.施工記録・報告

　２.施工要領書の提出

　　・作業計画に基づく作業実施状況の記録及び従事労働者の氏名、従事期間等を記録し、３年間保存する

　　　こと。

　８.施工記録の保存

　　・石綿含有建築材料の除去作業についての作業計画を監督員に提出し確認を受ける。

　　・「労働安全衛生法（石綿障害予防規則）」、「大気汚染防止法」に基づく届出

　　・「大気汚染防止法」に基づく届出

板等の削孔

　　※ 事前調査の際、石綿含有建材部分の劣化状況についても確認し、監督員に報告すること。

　　※ 事前調査の際、石綿含有建材部分の劣化状況についても確認し、監督員に報告すること。

　る資料を監理員に提出すること。

設備工事共通　特記仕様書

　 ① 特定建築物石綿含有建材調査者または一般建築物石綿含有建材調査者

　事編）「令和４年度版」第９章、「建築物解体工事共通仕様書・同解説（令和２年版）」「非飛散性

　 ② （一社）日本アスベスト調査診断協会に登録された者

工事仕様書（設備工事共通）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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＜２０２５．１０＞新営・改修編　
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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図面名称

工事名称
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付近見取図

250200150

堺市　建築都市局　建築部
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注記：今回工事範囲外もハッチングしております。
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配置図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ０５
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C杭

C杭
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駐輪場

駐輪場

ビレッジハウス草部

雨水貯留槽

雨水貯留槽

屋外消火栓地下式

電柱

電柱

電柱

電柱

消防活動空地

消防活動空地

広場

広場

防火水槽

防火水槽

電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

電柱[移設]

電柱[移設]

引込１

C

C

Ｃ

CATV引込み

電話引込み

光引込み

配 管

（FEP50）×2（GLT54）×2

EM-S-7C-FB

引込２

配 管ケーブルサイズ 負荷名称

動力

引込３

引込４

ケーブルサイズ

引込５

引込６

負荷名称

（FEP30）（GLT28）

（FEP30）×2（GLT28）×2

EM-CET150ﾟ 

EM-CET200ﾟ 

（GLT82）（FEP80）

（FEP100）（GLT92）

引込８

引込７

EM-CET100ﾟ （FEP65）
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（FEP80）EM-CET150ﾟ 

（FEP80）EM-CET150ﾟ 

（FEP80）EM-CET150ﾟ 

（GLT82）

（GLT82）

（GLT82）

（GLT82）

（GLT92）（FEP100）EM-CET200ﾟ 

C （FEP100） 予備

予備（FEP100）C

（FEP80）（GLT82）

（FEP80）（GLT82）EM-CET150ﾟ 

備　考

注記

１） 図中、記載無き地中埋設配管の深さは、下記とする。

木板に取付

仕様は傍記による

共用端子盤

屋外引込開閉器盤

仕　　様

地中埋設配管

関西電力柱

Ｓ

ＭＤＦ

凡　例

記　号

ハンドホール

特記なし　　ＧＬ－６００以上

露出配管

埋設標（コンクリート製）

ＳＡ－１

マンザキＤ７

構内関西電力柱（東）

構内関西電力柱（西）

以降、幹線設備
１・２階平面図参照

２２

ＥＤ
ＥＤ
（ＥＬＢ)

２２
ＥＣ

１４

ＣＣ

ＡＡ

ＭＤＦ 屋外灯盤

ＬＢＬＢ

ＳＡ－２

以降、幹線設備
１・２階平面図参照

ＢＢ

Ｈ２－９
Ｒ２Ｋ－６０

Ｈ２－９
Ｒ２Ｋ－６０

以降、弱電設備１・２階平面図参照

２２
ＥＤ
（ＥＬＢ)

２２

ＥＤ以降、幹線設備１・２階平面図参照

Ｈ２－９
Ｒ２Ｋ－６０

Ｈ２－９
Ｒ２Ｋ－６０

ＳＡ－１盤内ファンへＥＭ－ＣＥ３．５－２Ｃ



配電盤

関西電力構内柱

敷地内関西電力柱（西）

L1
MC
CB

3P
22
5A
F1
75
AT

3
DK
タ
イ
プ
x
8戸

L2
MC
CB

L4
MC
CB

L5
MC
CB

L6
MC
CB

L7
MC
CB

L9
MC
CB

L1
0

MC
CB

3P
22
5A
F1
75
AT

L3
MC
CB

L8
MC
CB

1φ引込1 1φ引込2 1φ引込3 1φ引込4

3
P
2
2
5
A
F
2
2
5A
T

3
P
2
2
5
A
F
2
0
0A
T

3
P
2
2
5
A
F
1
7
5A
T

3
P
2
2
5
A
F
1
5
0A
T

33
.7

0

31
.5

7

〔
k
V
A
〕

負
荷

名
称

1
φ
3
W
 
 
 
2
1
0
-1
0
5
V

番
号

容
量

3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

LA
MC
CB

3P
10
0A
F7
5A
T

共
用
電
灯
分
電
盤

13
.8

0

3φ引込1

　　(・鋼製・ＳＵＳ製・ＷＰ)

・　盤内部の1次側接続は金属バー

　　接続とする（省スペース化）

・　鋼製　・ＳＵＳ製

・　開放型　・　閉鎖型

・　露出型

・　屋根付

・　指定色　・標準色

・　キー付

　　(・鋼製・ＳＵＳ製・ＷＰ)

・　屋外(通風口付）　・屋内型

・　自立盤　　・壁掛型

・　上部天井まで配線ダクト

・　下部床面まで配線ダクト

・二重箱仕様

・消防１種耐熱盤

共用メーターは引込開閉器盤組込

仕様とする

検針窓部は6.8ｍｍ以上　ｶﾞﾗｽ網入

封印ビス付

※参考寸法

W2400 H2050 D350

仕様

・非常電源の盤仕様＝

消防庁告示仕様

サイズ

屋外型、防雨型、屋根付き、鍵付形  式

仕  様

備  考

寸法は参考とする。

ＳＡ－１

鋼板製・自立型

L1
1

MC
CB

L1
2

MC
CB

L1
3

MC
CB

L1
4

MC
CB

L1
5

MC
CB

L1
6

MC
CB

L1
7

MC
CB

L1
8

MC
CB

3
P
2
2
5
A
F
2
2
5A
T

1φ引込5

3
P
2
2
5
A
F
1
7
5A
T

1φ引込6

3
P
2
2
5
A
F
1
7
5A
T

1φ引込7

3
P
2
2
5
A
F
1
7
5A
T

1φ引込8

敷地内関西電力柱（東）

33
.7

0
3
DK
タ
イ
プ
x
8戸

3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

31
.5

7

28
.8

9
1
DK
タ
イ
プ
x
8戸

3P
22
5A
F1
50
AT

3P
22
5A
F1
50
AT

1
DK
タ
イ
プ
x
7戸

26
.9

0

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

31
.5

7
3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

31
.5

7
3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

2
DK
タ
イ
プ
x
8戸

31
.5

7

3
DK
タ
イ
プ
x
8戸

3
DK
タ
イ
プ
x
8戸

33
.7

0

33
.7

0
3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

3P
22
5A
F1
75
AT

3
DK
タ
イ
プ
x
8戸

33
.7

0

LB
MC
CB

3P
50
AF
30
AT

屋
外
灯
盤

1.
20

Ｗｈ Ｗｈ

仕様

サイズ

屋外型、防雨型、屋根付き、鍵付形  式

仕  様

備  考

寸法は参考とする。

ＳＡ－２

鋼板製・自立型

3,040

1
0
0

3
,
33
0

200

4
0

1
2
0

2
,
93
0

4
0
0

1
6
0

4
0

2
0
0

鋳鉄製マンホール蓋 φ６００

6
0
0
6
0
0

9
0
0

タラップ

人通孔
φ６００

5,220

4
0
0

床スリーブ

1
4
0

５５０×２００

床スリーブ
５５０×２００

３箇所

W２,４００×D３５０×H２,０５０
引込開閉器盤（電気）

1
0
0

3
,
33
0

1
2
0

2
,
93
0

4
0
0

4
0
0

4
0

700

2,800

800 800 800

4
,
10
0

1,340 2,430

3φ
3W
 2
10
V

MA
MC
CB

3P
50
AF
40
AT

MB
MC
CB

2.
20

負
荷

名
称

番
号

容
量

〔
kV
A〕

3
P
2
2
5
A
F
1
2
5A
T

MC
MC
CB

給
水

ポ
ン

プ
制

御
盤

4.
10

Ｅ
Ｖ

制
御

盤
１

4.
10

Ｅ
Ｖ

制
御

盤
２

3P
50
AF
40
AT

3P
50
AF
40
AT

MD
EL
CB

10
.0

太
陽

光
発

電
パ

ワ
ー

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ナ
ー

Ｗｈ Ｗｈ

板厚さ２ｍｍ以上

　　(・鋼製・ＳＵＳ製・ＷＰ)

・　盤内部の1次側接続は金属バー

　　接続とする（省スペース化）

・　鋼製　・ＳＵＳ製

・　開放型　・　閉鎖型

・　露出型

・　屋根付

・　指定色　・標準色

・　キー付

　　(・鋼製・ＳＵＳ製・ＷＰ)

・　屋外(通風口付）　・屋内型

・　自立盤　　・壁掛型

・　上部天井まで配線ダクト

・　下部床面まで配線ダクト

・二重箱仕様

・消防１種耐熱盤

共用メーターは引込開閉器盤組込

仕様とする

検針窓部は6.8ｍｍ以上　ｶﾞﾗｽ網入

封印ビス付

※参考寸法

W2400 H2050 D350

・非常電源の盤仕様＝

消防庁告示仕様

板厚さ２ｍｍ以上

盤内ファン 盤内ファン

3P
50
AF
50
AT

逆
接
続
可
能

MC
CB

予
備

3P
50
AF
50
AT

MC
CB

盤
内

フ
ァ

ン

MC
CB

予
備

3P
50
AF
50
AT

3P
50
AF
50
AT

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

引込開閉器盤・単線結線図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ０６

ＳＡ－１ ＳＡ－２

ＥＭ－ＩＥ１４ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ２２ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ２２ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＣ ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
２
２
ｓ
ｑ

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
２
２
ｓ
ｑ

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
１
４
ｓ
ｑ

ＥＭ－ＩＥ２２ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＩＥ２２ｓｑ（ＶＥ１６）

ＥＤ
（ＥＬＢ）

ＥＤ

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
２
２
ｓ
ｑ

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
２
２
ｓ
ｑ

買電用

売・買電用（ＣＴ共）

買電用

買電用



Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

Ｗｈ

ＭＢ内 住戸

Ｗｈ Ｗｈ

凡　例

防火区画貫通部の位置は　　　で表示する箇所で、
その措置方法は国土交通大臣認定番号ＰＳ０６０ＦＬ－０７２５

幹線，電灯，非常照明，弱電，自動火災報知設備等の電気配管で、

各タイプ共通

注１：ＭＢから住戸区画貫通部

　　・国交省大臣認定工法とする。

　　・（一財）日本消防設備安全センター評定工法

注１

Ｔｒ Ｔｒ Ｔｒ Ｔｒ

ＬＦ３Ｐ

消火補給水槽（給排水衛生設備工事）

ＷＰ
２２２

ＰＳ０６０ＷＬ－０５８２
消防安全センター評定工法ＫＫ２４－０１３号により施工する。

幹線設備　系統図

ＰＣ

絶縁

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

幹線・動力設備　系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ０７

▽8SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽5SL

▽6SL

▽7SL

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

▽RSL

幹線Ｎｏ

Ｌ１

(住戸幹線リスト)

ＬＡ

(共用幹線リスト)

ＭＢ

ＭＡ

ケーブル幹線Ｎｏ 引込開閉器～ＭＢまで

Ｌ２

ＭＢ内幹線

共用電灯分電盤

Ｌ３

ＥＶ制御盤１

Ｅ１４゜×１

アースサイズ 地中埋設配管保護配管

ＭＣ

（Ｇ９２） ＥＭ－ＣＥＴ１００°－

ＬＢ （Ｃ６３） 屋外灯盤

（ＦＥＰ３０） 給水ポンプ制御盤

－

ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ

（Ｅ３９）

（Ｅ２５）

備考

Ｌ４

Ｌ５

アースサイズ

(警報線リスト)

自Ｎｏ

Ｋ１

Ｋ３

Ｋ２

Ｋ４

Ｋ５

給水ポンプ制御盤

警報盤

警報盤

警報盤

ケーブル 保護配管至 地中埋設配管

共用電灯分電盤

ＥＶ制御盤１

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＦＥＰ３０）

（ＰＦ２２）

負荷名称

Ｌ６

Ｌ７

Ｌ８

Ｌ９

Ｌ１０

Ｌ１１

Ｌ１３

Ｌ１２

Ｌ１５

Ｌ１４

Ｌ１６

Ｌ１８

Ｌ１７

Ｅ８゜×１

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　７戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

住戸　８戸

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ８゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

Ｅ１４゜×１

配管

（ＦＥＰ８０）（ＧＬＴ８２）

負荷名称

１φ引込１

ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００° ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０° ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０° ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０° ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０° ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０° ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ２００° ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ２５０° ＥＭ－ＣＥＴ２００°

１φ引込２

１φ引込３

１φ引込４

１φ引込５

１φ引込６

３φ引込

ケーブルサイズ

ＥＭ－ＣＥＴ１５０゜ （ＦＥＰ１００）（ＧＬＴ９２） ＥＭ－ＣＥＴ２５０゜ 

ＥＭ－ＣＥＴ２００゜ 

ＥＶ制御盤２

Ｅ２．０゜×２

－

Ｅ２．０゜×２ （ＦＥＰ５０）

警報盤 ＥＶ制御盤２ （ＰＦ２２）

警報盤 自火報受信機 （ＰＦ２２）

名称

異常

異常

故障

異常

火災

３．各電灯幹線は，相バランスを取ること。

５．　　　印は消防法による区画（共住区画）貫通処理とし、（－財）日本消防設備安全ｾﾝﾀｰ評定工法

４．床下アース線E22ﾟは，各縦幹線床下配線に共用使用すること。

２．　　　印は建築基準法による防火区画部貫通処理とし、国土交通省大臣認定工法により処理のこと。

１．　　　印は電力量計取付板(1φ3W樹脂製)を示す。

（認定番号：PS060FL-0725）

（注記）

　　により処理のこと。

WH

（評定番号：KK24-013号　認定番号：PS060WL-0582）

８．地中埋設配管は、ＧＬ－６００以上とし、埋設標識シート（2倍）を敷設すること。

７．図中、特記なき　　　はOB(VE) 102×102×44 + カバ－プレ－トを示す。

９．図中、特記なき　　　はケーブルの直接接続材を示す。

６．　合成樹脂モールド工法

１０．　　　パワーコンディショナーＰＣ

備　考

電力量計

仕　　様

各戸分電盤

凡　例

記　号

各戸分電盤結線図参照

Ｗｈ
（電力会社工事）
ＶＥ製取付板・取付台は本工事

ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１４°

ＥＭ－ＣＥＴ１５０゜ 

ＥＭ－ＣＥＴ１５０゜ 

ＥＭ－ＣＥＴ１５０゜ １φ引込８

１φ引込７

（ＦＥＰ８０）（ＧＬＴ８２）

（ＦＥＰ８０）（ＧＬＴ８２）

（ＦＥＰ８０）（ＧＬＴ８２）

（ＦＥＰ１００）（ＧＬＴ９２）

（ＦＥＰ１００）（ＧＬＴ９２）

（ＦＥＰ１００）（ＧＬＴ９２）

Ｅ３．５゜

呼び線

呼び線

呼び線

呼び線

呼び線

Ｋ６

Ｋ７

警報盤
（ＰＦ２２）
（Ｃ２５）

満水・減水消火補給水槽（東）

１１．図中　　　印はケーブル支持材（ネット、フック共）を示す。

１２．ＭＢ、ＰＳ内等の立ち上がり部はサドル止めとする。

１３．ピット内はケーブルころがし配線としメッシュ等を敷くこと。

呼び線 （ＰＦ２２）パワー
コンディショナー警報盤 異常

ＥＭ－ＣＥＴ２００° Ｅ５．５゜×２

（ＦＥＰ１００）（ＧＬＴ９２） ＥＭ－ＣＥＴ２００゜ 

ＥＭ－ＣＥＴ２５０゜ 

ＥＭ－ＣＥＴ２５０゜ 

負荷名称 配管 ケーブルサイズ

ＥＭ－ＣＥＥ２－３Ｃ

ＭＤ 太陽光発電－Ｅ５．５゜ＥＭ－ＣＥＴ３８°

ＥＭ－ＣＥＴ３８°

（Ｃ６３）

ＥＭ－ＣＥＴ１５０°ＥＭ－ＣＥＴ２００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°ＥＭ－ＣＥＴ１５０°

ＥＭ－ＣＥＴ１００° ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００° ＥＭ－ＣＥＴ１００°

ＥＭ－ＣＥＴ１００°ＥＭ－ＣＥＴ１００°

（ＦＥＰ１００）予備

（ＦＥＰ１００）予備

１４．ピット内梁貫通箇所については配線に支障無きよう保護を行うこと。

１５．各接地（ＥＤ、ＥＤ（ＥＬＢ）、ＥＣ）母線はピットを経由し系統毎に接続すること。

１６．各階共用部ＥＰＳ内に将来用貫通スリーブ（φ５０×１）を設け、区画貫通処理を施すこと。

プルボックス ２００×２００×１００　ＳＵＳ製

太陽光自立コンセントＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ（１ＣＥ） －－－ －

（Ｅ３９）ＥＭ－ＣＥＴ１４° Ｅ３．５゜

液面電極保持器（3P) （給排水衛生設備工事）

ＥＶ制御盤１
（昇降機設備工事）

ＥＶ制御盤２
（昇降機設備工事）

給水ポンプ制御盤

異種管接続材

ＳＡ－１

異種管接続材

ＥＭ－ＣＥＴ１４°Ｅ５．５×１

Ｌ１Ｌ１ Ｌ２Ｌ２ Ｌ３Ｌ３ Ｌ４Ｌ４ Ｌ５Ｌ５ Ｌ６Ｌ６ Ｌ７Ｌ７ Ｌ８Ｌ８ Ｌ９Ｌ９ Ｌ１１Ｌ１１ Ｌ１２Ｌ１２ Ｌ１３Ｌ１３ Ｌ１４Ｌ１４ Ｌ１５Ｌ１５ Ｌ１６Ｌ１６ Ｌ１７Ｌ１７ Ｌ１８Ｌ１８

Ｌ１０Ｌ１０

変圧器（関西電力工事）

構内関西電力柱（関西電力工事）

変圧器（関西電力工事）

立上りＧＬＴ管

立上りＧＬＴ管

変圧器（関西電力工事）

構内関西電力柱（関西電力工事）

変圧器（関西電力工事）

立上りＧＬＴ管

立上りＧＬＴ管

ＡＡ

警報盤自火報受信機

Ｋ１Ｋ１ Ｋ２Ｋ２

Ｋ５Ｋ５

Ｋ３Ｋ３

２２ ２２ １４

ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＢ）
ＥＣ 

ＭＡＭＡＫ３Ｋ３

屋外灯盤

ＬＢＬＢ

共用電灯分電盤

ＬＡＬＡ ＭＢＭＢ ＭＣＭＣ

Ｋ４Ｋ４

（別途工事）

至る、警報盤へ

Ｋ６Ｋ６

ＥＭ－ＣＥＴ１４°Ｅ５．５×１

パワーコンディショナー

Ｋ７Ｋ７

ＳＡ－２

ピット一体型ハンドホール（建築工事）

蓋：鋳鉄製･簡易密閉　φ６００（電気設備工事）

ＢＢ

ＭＤＭＤ

２２２
ＷＰ

太陽光アレイ

５．５

Ｅｐ Ｅｃ

５．５
ピット一体型ハンドホール（建築工事）

蓋：鋳鉄製･簡易密閉　φ６００（電気設備工事） ２２ ２２

ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＢ）

５．５

Ｅｐ Ｅｃ

５．５

Ｋ６Ｋ６

絶縁トランス

６６５
ＷＰ

パワコンより

太陽光自立コンセント

太陽光
自立コンセントへ

（給排水衛生設備工事）

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ＥＰＳ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ エントランス ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

ＥＶ

ＡＡ ＢＢ



原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ０８

１／２００１／４００

幹線設備　ピット平面図

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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備　考

電力量計

仕　　様

地中埋設配管

各戸分電盤

凡　例

記　号

ピット内コロガシ

各戸分電盤結線図参照

Ｗｈ
（電力会社工事）
ＶＥ製取付板・取付台は本工事

止水処理

Ｌ１Ｌ１ Ｌ２Ｌ２ Ｌ４Ｌ４Ｌ３Ｌ３

ＭＢＭＢ

ＭＣＭＣ

Ｌ５Ｌ５

Ｌ１２Ｌ１２Ｌ１１Ｌ１１ Ｌ１４Ｌ１４Ｌ１３Ｌ１３ Ｌ１５Ｌ１５ Ｌ１６Ｌ１６ Ｌ１８Ｌ１８Ｌ１７Ｌ１７

ＬＡＬＡ

Ｌ６Ｌ６ Ｌ７Ｌ７ Ｌ８Ｌ８ Ｌ９Ｌ９
Ｌ１０Ｌ１０

ＭＤＭＤ

Ｋ３Ｋ３ ＬＢＬＢ

止水処理

ＢＢ

ＡＡ



Ｗｈ

Ｓ
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表
示

Ｓ

Ｅ ０９

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２００１／４００

幹線設備　１・２階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜
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以降、配置図参照

給水ポンプ制御盤 Ｋ３Ｋ３ ＭＡＭＡ

ＳＡ－１

共用電灯分電盤

自火報受信機

警報盤

（別途工事）

太陽光設備　単線結線図参照ＳＡ－２

以降、配置図参照

以降、
配置図参照

（給排水衛生設備工事）

ＥＶホール詳細図１/１００
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１０

１／２００１／４００

幹線設備　３～８階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜
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ＥＶ制御盤２

（昇降機設備工事）

ＥＶ制御盤１

（昇降機設備工事）
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※１ｍ（以内）ピッチに取付。

架台用基礎ブロック

（ゴムベース付）

配管支持要領図（参考）

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１１

１／２００・１／２０１／４００・１／４０

幹線設備　屋根伏図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜
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ハト小屋詳細図　縮尺：１／２０



工　事　名　称

工　事　場　所

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

大阪府堺市西区草部1018番地1

特　　　　記　　　　仕　　　　様　　　　書

　　　本工事は、敷地内に太陽電池モジュールを図示の様に配置し、強固に固定できるものを設置するものとする。

３．架台工事

　　　本工事は、直流回路、交流回路及び制御計測用回路の配線及び配管工事、端末処理、結線調整を行うものとする。

２．電気設備工事

　　　本工事は、システムを構成する主要機器を機能上、建築構造上及び法的規制上、支障なき様設置・据付・調整を行うものとする。

１．機器設備工事

　　　ては、協議の上決定するものとする。

　　　なお、上記保証期間を経過した後に、機器製作不良等工事者の責に帰すると判断される原因により事故が生じた場合、その修理・取替に要する費用につい

　　　ものとする。

　３．施設引渡後１年以内に、設計もしくは製作不良、その他工事者の責任に帰すべき不具合が生じた場合は、速やかにこれを無償で修理、または、良品と交換する

　２．工事完成に際しては、事前に自主検査を実施し、自主検査報告書を作成し提出する事。

　１．本工事施工に際し、設計図に記載なき事項についても技術上、機能上、当然必要と思われる事項については、請負者の負担にて完全に施工する事。

３．防火区画貫通部は、耐火処理を施す等、防火上支障なき様施工する事。

２．計測システムにおいては、ノイズ・誘導障害等により測定データに影響を受けない様、適切な処置を構じる事。

１．工事施工に際し、既設物に支障をきたさない様、仮設・養生を万全に行う事。特　記　事　項

工　事　項　目

一　般　事　項

システム概要

システム構成

　本システムは、太陽電池モジュール、太陽電池用架台、パワーコンディショナ（接続箱機能付インバータ）及びデータ収集装置等により構成される。

　太陽電池は太陽からの日射を受けると直流電力を発生し、パワーコンディショナで集電される。インバータは、この直流電力を並列した商用電源と電圧、周波数、位相の同期

設備の概要

　発電設備の種類　　：　太陽光発電設備

　設備容量：　太陽電池容量（太陽電池アレイ）　　

　　　　　　　　　　　　インバータ容量（パワーコンディショナ）　

　連系する電力系統　：　

　逆潮流の有無　　　：　

　　　　　　　　　　　低圧一般配電線（三相３線）

　　　　　　　　　　　逆潮流　あり

　した交流電力に変換し、対象とする負荷へ電力を供給する。また、インバータ及び系統の異常時には連系を遮断するものとする。

太陽電池モジュール　搬入・設置工事

パワーコンディショナ　搬入・設置工事

備　　　　　　考

工　事　項　目

工事区分リスト

太陽電池アレイ用　基礎工事（防水・断熱補修工事含む）

モジュール～パワーコンディショナ～引込開閉器盤

パワーコンディショナ～データ収集装置

太陽電池架台　搬入・搬入工事

データ収集装置　搬入・設置工事

工　事　種　別

本工事

モジュール間渡り

接地工事（Ｃ種）

屋外配管（モジュール間渡り）

屋外配管（モジュール～パワーコンディショナ～引込開閉器盤）

その他　　●屋内配管　〇埋設配管　〇屋内ラック敷設

屋外配管（上記以外）

他

<機器搬入・設置工事>

<基礎工事>

<電気配線工事>

<電気配管工事>

<接地工事>

表示装置　搬入・設置工事

データ収集装置～表示装置

屋外配管（パワーコンディショナ～データ収集装置）

　１０．０ｋＷ

建築工事

　屋上に絶縁トランスをパワーコンディショナの出力側に設置する。

４．太陽光発電の余剰電力については売電を行うものとする。

運　転　方　式 パワーコンディショナは、下記の通り運転を行うものとします。

１．太陽電池の動作特性を監視し、設定値に達するとパワーコンディショナを自動的に起動します。

２．太陽電池の出力を監視し、設定値以下になると自動的に運転を停止します。

３．太陽光発電システムによる負荷への電力供給は、原則として日中発電時のみを対象とします。日中発電時に日射不足により給電不能となる場合は自動的に運転を停止させます。

５．交流系統に事故が発生した場合やパワーコンディショナ故障時は、速やかに商用系統との連系接続を解列し確実に停止します。

４．太陽電池出力監視による発電装置自動停止後の復帰は時限を採って行い、不要な高頻度のポンピング（ＯＮ/ＯＦＦ動作）を避けます。

６．商用系統の事故の場合は、商用系統が復旧すれば設定時間後、手動で再投入して運転を再開します。

７．電力会社からの出力制御の対応が出来る機器構成とします。

　　　　　１０ｋＷ相当

Ｅ

１／－１／－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

太陽光発電設備　特記仕様書

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ １２



ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ，Ｅ５．５ｓｑ
　　（３φ３Ｗ）

電源

ＬＡＮ

計測装置

データ収集装置

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ付表示装置（７セグＬＥＤ）

電源
端子

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ付

ＥＭ－ＫＰＥＥ－Ｓ１．２５ｓｑ－２Ｐ
（シールドはＥＤへ）

引込開閉器盤

パワコン用
ＥＬＣＢ　　５０ＡＴ
（定格感度電流１００ｍＡ以上）
（逆接続可能型）

３φ３Ｗ　２１０Ｖ ６０Ｈｚ

売・買電力用メーター
余剰買取方式（取引用）Wh

太陽電池モジュール（電気出力特性）

 公称最大出力

 最大システム電圧

 開放電圧

 短絡電流

 最大出力動作電圧

 最大出力動作電流

入力端子 1 2 ３ 小計 容量

 PCS NO.

　ＰＣＳ １２
※
接続箱は、上記モジュール

電気特性に合った仕様とすること。

※系統連系型小出力太陽光発電設備からの逆潮流による

　パワーコンディショナから引込線取付点までの電圧降下は、

　標準電圧の２％以下として下さい。（内線規程３５９５）

　インターネット

絶縁ﾄﾗﾝｽ10kVA ※各アレイＣ種接地してください。

Ｕ Ｕ Ｕ ＵＵ

直流入力

３φ３Ｗ２０２Ｖ

交流出力
Ｕ，Ｖ，Ｗ

ＬＢＳ１
50AF,トリップ付ＭＣＣＢ１

50AF,40AT

配線用遮断器トリップ
ＲＹ３

４－２０ｍＡ出力 （出力電力値）

ＯＶＧＲ
外部停止

自立出力Ｒ，Ｓ
１φ２Ｗ１００Ｖ
３ｋＶＡ

参考品番：ＬＢＳＫ－１０－Ｔ３Ｃ

ＥＣ
接　地

自立出力３ｋＶＡ
 １φ２Ｗ１００Ｖ

パワーコンディショナ ３φ３Ｗ　１０ｋＷ

ＲＳ４８５

ＥＣ

太陽電池アレイ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－１Ｃｘ２

ＥＭ－ＫＰＥＥ－Ｓ１．２５ｓｑ－２Ｐ

１２ 直列　　並列２

１０．５６ ｋＷ

１２ ２４枚１０．５６ｋＷ13.30 A

33.09 V

14.15 A

39.57 V

1000 V

440 W

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－１Ｃｘ２

太陽光自立
運転コンセント

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ，Ｅ５．５ｓｑ

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ １３

１／－１／－

太陽光発電設備　単線結線図

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

※参考値とする

※参考値とする



概算重量：約１２０ｋｇ／面

○　絶縁トランス　　　数量　　　１面

ケ　ー　ス　形　状 ：屋外自立型　ＳＵＳ製　塗装処理（マンセル５Y７／１）
外　形　寸　法 ：４００Ｗ×５２０Ｄ×５８０Ｈ（ｍｍ）
容　　　　　　　量 ：１０ｋVA（三相）
一次電圧／二次電圧 ：２０２V／２０２V
二　次　電　流 ：２８．６A

○　太陽電池モジュール　　　　数量　　２４枚

バイパスダイオード付（出力端子保護カバー内）

モジュール温度２５℃での値）

（数値ＩＥＣ６１２１５で規定するＡＭ１．５、放射照度１ｋＷ／ｍ

セ　ル　種　類 ：結晶系シリコン太陽電池
外　形　寸　法 ：１７２１×１１３３×４０（ｍｍ）
太陽電池セル動作温度 ：－４０～＋８５℃
公称最大出力 ：４１５．０Ｗ

重量：約２３．０ｋｇ／枚
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重量：約０．３ｋｇ

○　データ収集装置　　　　　　数量　　　１式

 シリアルポート　　　　：ＲＳ４８５入出力ポート（５ｐｉｎ端子台）ｘ２
 記　憶　装　置　　　　：８ＧｂｙｔｅＭＭＣ
 　　　　　　　　　　　　ＵＳＢ（２．０）ポートｘ２、ｍｉｃｒｏＳＤスロット
 外　形　寸　法　　　　：１５２Ｗ×１０２．４Ｄ×４６．６Ｈ
 使 用 温 度 範 囲　　 ：ー２０℃～６０℃（湿度８５％ＲＨ以下　結露なきこと）
 付　　属　　品　　　　：専用電源アダプター

○　表　示　装　置　　　　　　数量　　　１面

重量：約４６．５ｋｇ／枚

○　パワーコンディショナ　　　数量　　　１面

 定　格　容　量　　　　：１０ｋＷ
 ケ　ー　ス　形　状　　：屋外または屋内　壁掛型　ＳＵＳ製　塗装処理
 外　形　寸　法　　　　：５９０×２２０×５５０（ｍｍ）
 使　用　条　件　　　　：周囲温度－２０～＋５０℃、
 　　　　　　　　　　　　※ただし、４０°を超え５０°以下の周囲温度では、内部温度により定格の７０％まで出力を絞ることがあります。
 　　　　　　　　　　　　相対湿度１０～９５％（結露なきこと）　　　　　　　　　　　
 電　気　方　式　　　　：三相３線式
 定格入力電圧　　　　　：ＤＣ４００Ｖ
 最大許容入力電圧　　　：ＤＣ６５０Ｖ
 定格出力電圧・周波数　：ＡＣ２０２Ｖ、５０／６０Ｈｚ
 インバータ効率　　　　：９６．５％（接続箱機能除く　定格出力時）
 電力制御方式　　　　　：最大電力追従制御
 高調波電流歪率　　　　：総合　５％、各次　３％以下（定格出力時）
 系統連系保護機能　　　：過電圧、不足電圧、過周波数、不足周波数
 単独運転検出機能　　　：受動的方式（周波数変化率方式）
 　　　　　　　　　　　　能動的方式（ステップ注入付周波数フィドバック方式）
 機　　　　　能　　　　：接続箱機能、日射計変換器×１・外気温センサー変換器×１内蔵
 　　　　　　　　　　　　自立出力（３．０ｋＶＡ）
 保　護　等　級　　　　：ＩＰ６６
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保　護　構　造 ：IP２３
そ　　の　　他 ：混触防止板（E）付
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図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ １４
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太陽光発電設備　機器姿図

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

質量：約３５ｋｇ
塗装色：２．５Ｙ９/１
材質：鋼板

参考図
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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太陽光発電設備　１・２階平面図
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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１／２００１／４００

太陽光発電設備　３～８階平面図
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Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸１ＤＫ住戸 １ＤＫ住戸

８　階　平　面　図

２ＤＫ住戸

パワーコンディショナ

２２１

３・５・７階



絶
縁

太陽光 10.56kW（=440W×24枚）

太陽電池モジュール　約     530kg
架台　　　　　　　　　　約  1,000kg
合計　　　　　　　　　　約  1,530kg

（基礎別途）

※１ｍ（以内）ピッチに取付。

架台用基礎ブロック

（ゴムベース付）

配管支持要領図（参考）

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１８

１／２００１／４００

太陽光発電設備　屋根伏図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

Ｙ3

Ｙ1

Ｙ2

13
,0
00

9,
80
0

1,
60
0

1,
60
0

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

屋　根　伏　図

断面詳細図

６６５
ＷＰ

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－１Ｃｘ２　Ｅ５.５（Ｃ３１）

傾斜角：南へ5°

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ　Ｅ５.５（Ｃ６３）

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ　Ｅ５.５（Ｃ６３）



架台仕様
 ・架台本体

   ・材質；SS400

   ・表面処理；HDZT63

 ・附属ボルト類（モジュール固定用）

   ・材質；ステンレス鋼（A2-50相当品）
 ・附属ボルト類（架台組立用）

   ・材質；鋼（SWCH10R相当品）

   ・表面処理；溶融亜鉛めっき

 ・附属ナット類（アンカーボルト用）
   ・材質；ステンレス鋼（A2-50相当品）

傾斜角度 5°

390.43760

320

正面図

390.4 3760

1376.881376.8

（1721×6）＋（10×5）=8300.8

390.4 3760

背面図

390.43760

（649） 2280 （707）

3636

320

57
1

40
0

48
9

88
9

側面・上面図

906.4
8

906.4

13
76

.
8

94
4.

8

877.6

（1133×4）＋（10×3）=3649.6

アンカーボルト

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

太陽光発電設備　架台図・基礎図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ １９



※

１０ｎ

２０ｎ

３０ｎ

４０ｎ

ＥＬＢ回路
Ｅ

ＡＴ
自動点滅器にてＯＮ、タイマーにてＯＦＦ

コンセント回路 ＡＣ　　１φ２００Ｖ

コンセント回路 ＡＣ　　１φ１００Ｖ

電灯回路 ＡＣ　　１φ２００Ｖ

電灯回路 ＡＣ　　１φ１００Ｖ

主幹１次側回路 ＡＣ　　１φ１００Ｖ

ＡＡ
自動点滅器にてＯＮ、ＯＦＦ

非常

１００ＡＦ
／７５ＡＴ

ＡＣ１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

計　１３．８ｋＶＡ

１０２

１０１

ＭＣＣＢ３Ｐ

ＬＡ

ＭＣ１ ＡＡ

ＡＡ

Ｅ
ＡＡ

Ｅ

ＭＣ２ ＡＴ

ＡＴ

Ｅ

分岐開閉器種別 ○：一般型開閉器 ：トリップ警報付開閉器◎

３００

１００○ ２ ５０２０

○ １００２ ５０２０

１００２ ５０２０○

１００２ ５０２０○

１００２ ５０２０○

１００２ ５０２０○

○ ２ ５０２０

○ ２ ５０２０

○ ２ ５０２０

○ ２ ５０２０

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０ １００

１００

１００

１００

１００

小計

西側倉庫１７０

非常照明

北側倉庫

予備－　

１５ エントランスホール

予備－　

１１１
２４

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

北側階段

東側階段

ＥＶホール・共用廊下

エントランスホール

予備

１５０

８４０

３０

－　

１２１

１２２

１２３

１２４
ＡＡ

Ｅ

予備－　

○

○ ２ ５０２０ １００

１３１

１３２

Ａ

Ｃ

Ｂ

住棟受信機★１００

火災通報装置★

非常電源装置★

１００

１００

共用電灯分電盤

屋内自立型
メーカー標準塗装

２４時間点灯
２４

○ ２ ５０２０ １００

１０３ １００２ ５０２０○ 東側倉庫

Ｅ

Ｅ

Ｅ

合計

１２００

共用廊下東側　コンセント

共用廊下北側　コンセント

共用廊下西側　コンセント

４５０

４５０

１５０

１５０

１５０

太陽光表示装置用

ＴＶブースター用（西）コンセント★

ＴＶブースター用（ＭＤＦ）コンセント★

太陽光機器用

ＥＶ制御盤

ＨＵＢ用★１５０

１０００

１５００

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１

３１２

３１３

Ｅ

Ｅ

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０ １００

２ ５０２０ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０○ １００

２ ５０２０ １００○

２ ５０２０ １００○

２ ５０２０ １００○

ＥＶ点検用

Ｅ

○

○

２ ５０２０ １００ 予備－　○

予備－　２ ５０２０○ １００

予備－　○ ２ ５０２０ １００

予備－　○ ２ ５０２０ １００

３，７２５小計

予備－　○ ２ ５０２０ １００

予備－　○ ２ ５０２０ １００

１０，１００小計

１３，７８０

１５０

１２００

１２００

１０４ １００２ ５０２０○ ９０ ごみ置場
Ｅ

１２５
ＡＡ

Ｅ

○ ２ ５０２０ １００ 西側階段　１５０

１０５ １００２ ５０２０○ ５２０ バイク置場・駐輪場
Ｅ

５０ＡＦ
／３０ＡＴ

ＡＣ１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

計　１．２ｋＶＡ

広場

ＭＣＣＢ３Ｐ

ＬＢ

１００２ ５０２０○

２ ５０２０○ １００

屋外照明１１２０

ＩＴＶカメラ（既設）－　

屋外灯盤

屋外壁掛型
メーカー標準塗装

Ｅ

合計

２ ５０２０ １００ 予備－　○

１，１２０小計

１，１２０

１７０

１７０

３０

８４０

エントランスホール

ＥＶホール・共用廊下

１５００

１０００
Ｅ

Ｅ

ＥＶ制御盤

ＥＶ点検用

５５ ８階ＥＰＳ内換気５０１ ２ ５０２０○ １００

予備－　○ ２ ５０２０ １００

予備－　○ ２ ５０２０ １００

小計 ５５

ＴＶブースター用（東）コンセント★
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

★：ロックキャップ付とする

５００

７
１
５

２
５

２００

２１５

２３

５００

２０ ２０

２
０

２
０

１
１
０
０

１２

１６０

（注記）

１．姿図及び寸法は参考値とする。

２．鋼板製屋外壁掛防水型キー付とする。

（注記）

１．姿図及び寸法は参考値とする。

ＩＴＶ
Ｅ

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

共用分電盤・外灯盤・結線図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２０

分電盤リスト

盤名称　結線図
回路
番号

容量
（ＶＡ）

回路名称 盤名称　結線図
回路
番号

容量
（ＶＡ）

回路名称
備考記　号 名称　　　　　　　　仕様

凡　例

操作回路図（タイマー多回路の場合）

手動 自動

断

週間式停電補償付タイマー（１回路）

（盤内設置）

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

Ｒ

Ｎ

Ｆ

ＴＭ

手動 自動

ＣＯＳ

ＴＭ

ＡＳ

断

ＣＯＳ

制御回路

ＴＭｎ

ＭＣ２ ＭＣ１ＴＭ
ＭＣ
Ｔｎ

ｘｎ

ｘｎ

Ｐ ＡＦＡＴ

分岐開閉器
電圧
（Ｖ）

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｐ ＡＦＡＴ

分岐開閉器
電圧
（Ｖ）

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

◎ＥＤ
◎ＥＤ　ＥＬＢ

◎ＥＤ
◎ＥＤ　ＥＬＢ



ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ

設置場所：ＥＶホール・エントランスホール

照明器具姿図

評定番号：ＬＡＬＥ－００４

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

3.0m2.6m2.4m

10.1

4.0

7.6

4.0

8.1

2.8

2.1m

3.8

6.9

9.48.5 9.9

8.9

Ａ

Ａ

Ａ４

２

１

消費電力：１１．６Ｗ、光束：１６００ｌｍ

ＬＥＤベースライト　ＦＬ２０形２灯

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ

設置場所：倉庫

消費電力：１６．３Ｗ、光束：２５００ｌｍ

ＬＥＤベースライト　ＦＬ４０形１灯

設置場所：階段・共用廊下

消費電力：６Ｗ、光束：７９０ｌｍ

ＬＥＤベースライト　ＦＬ２０形１灯　防湿・防雨型

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ

設置場所：階段

消費電力：１５Ｗ、光束：１１５０ｌｍ

ＬＥＤシーリングライト　防湿・防雨型

ＬＥＤＧ８７９１０Ｎ－ＬＳ相当品

直付型ＬＥＤ非常照明

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１

設置場所：ＥＶホール・エントランスホール

設置場所：ごみ置場

消費電力：１９．９Ｗ、光束：２２１０ｌｍ

ＬＥＤベースライト　ＦＬ４０形１灯　防湿・防雨型

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－４－２０－ＬＮ

設置場所：自転車置場、バイク置場

消費電力：６Ｗ、光束：７９０ｌｍ

ＬＥＤベースライト　ＦＬ２０形１灯　防湿・防雨型

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－２－０７

1
0
0

1
1
0
0

3
5
0
0

モルタル根巻

GL

基礎４００×１１００×５００

設置場所：屋外

消費電力：３１Ｗ

ＬＥＤ街路灯　５０形相当　防雨型

ＬＳＴ４-６０

コンクリート基礎

Ｐ１

Ｐ２

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

照明器具　参考姿図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２１



ＩＴＶカメラ

引込用ポール

ＩＴＶ制御盤

（既設）

（既設）

（既設）

Ｅ

１／３００１／６００

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

配置図（外灯設備）

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２２

真北

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

１ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

ピロティ

ホール
ＥＶ

ＥＶ

[住棟]

バイク置場

バイク置場

ごみ置場

２ＤＫ

自転車置場 [１]

自転車置場 [１]

自転車置場 [１]

自転車置場 [２]

自転車置場 [２]

自転車置場 [２]自転車置場 [２]

自転車置場 [２]

自
転
車
置
場
 [３

]

自
転
車
置
場
 [３

]

広場

東棟

公衆電話
ＢＯＸ

集会所

Zo=17.4

駐車場87台

消防活動空地

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15

17.44

17.44

17.4 17.20

17.22

17.35

17.35

17.35

17.30

17.29

17.2517.34

17.51

17.43

17.4
17.90

18.017.33

17.30

17.33

17.35 17.40
17.40

17.40
17.49

17.3017.4

17.40

17.40

17.42
17.40

17.40 17.42

17.42

17.50

17.51 17.40 17.50

17.9

17.3017.40

17.50

17.45

17.42
17.49

17.54

17.54

17.47

17.47

17.45
17.40

17.35

17.36

17.4617.40

17.40

17.23

17.23

17.40
17.30

17.33

17.23

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

18.01標

標

雨

CM

汚

石津川

標

汚

標

汚

EP

雨

雨

EP

雨

汚

汚

汚
汚

EP

F
仕切弁

EP

雨 汚

汚

標

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

ビレッジハウス草部

消防活動空地

雨水貯留槽

雨水貯留槽

屋外消火栓地下式

電柱

電柱

電柱

電柱

消防活動空地

消防活動空地

広場

広場

広場

防火水槽

防火水槽

電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

既設電柱

電柱[移設]

電柱[移設]

NTT柱[移設]

電柱[移設]

街路灯

Ｐ１ ２７×

備　考

注記

仕　　様

地中埋設配管

電灯分電盤

凡　例

記　号

露出配管

埋設標（鉄製ピン）

盤結線図参照

１） 特記無き配管配線は下記とする。

照明器具 照明器具姿図参照

照明器具 照明器具姿図参照

照明器具 照明器具姿図参照

防水埋込スイッチ １Ｐ１５Ａ×１

プルボックス　防水型 １５０×１５０×１００（ＳＵＳ製）

プルボックス　防水型 ２００×２００×１００（ＳＵＳ製）

特記なし　　ＧＬ－６００以上

図中、記載無き地中埋設配管の深さは、下記とする。２）

外灯には管理番号表示を行うこと。３）

ＥＭ－ＣＥ３．５－３Ｃ（１ＣＥ）　（ＦＥＰ３０）

４） 配線省略の行先は盤リスト参照の元行先を確認し、メンテナンス・

利便性を考慮した（ピットルート等）配線ルートとすること。

５） 外灯にはカットアウトを取付のこと。

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

屋外灯盤

Ｐ１ ２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ２２１

ＷＰ２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

広場広場

広場広場

広場広場

広場広場

広場広場

１０５１０５

１０４１０４

１０５１０５
Ｅ

Ｅ

Ｅ

共用電灯分電盤

以降、Ｅ－５１参照（ごみ置場）

以降、Ｅ－５１参照
（自転車置場［２］）以降、Ｅ－５１参照

以降、Ｅ－５１参照

Ｐ１

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［２］）

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［２］）

以降、Ｅ－５１参照
（自転車置場［２］）

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［１］）

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［１］）

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［１］）

以降、Ｅ－５１参照（自転車置場［３］）

以降、Ｅ－５１参照
（自転車置場［２］）

Ｈ１－９
Ｒ２Ｋ－６０

Ｈ１－９
Ｒ２Ｋ－６０

ＩＴＶＩＴＶ

ＷＰ

１１１
ＷＰ

２２１
ＷＰ



共用灯設備　系統図

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ４　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ６　Ｅ２．０

表示

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ４　Ｅ２．０

Ｔｈ

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ４　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ６　Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

共用灯設備　系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２３

▽8SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽5SL

▽6SL

▽7SL

2,
80

0
2,

80
0

▽RSL

2,
80
0

2,
80

0
2,

80
0

2,
80

0
2,

80
0

2,
80
0

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２ １×

エントランスホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ６×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ ２×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

倉庫（西側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

倉庫（南側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

倉庫（北側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

階段（南側） 階段（西側） 階段（北側）

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２ １×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

階段（南側） 階段（西側） 階段（北側）

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２ １×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

階段（南側） 階段（西側） 階段（北側）

Ｐ２ １× Ｐ２ １× Ｐ２ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２×

（注記）

１．図中の特記なき配線は下記による。

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０ （ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ３ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ４　Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ６　Ｅ２．０
６Ｅ

（ＰＦ２２）

備　考仕　　様

共用電灯分電盤

凡　例

記　号

共用電灯分電盤結線図参照

備　考仕　　様記　号

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

非常照明 照明器具姿図参照

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付）

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付） 鍵付防滴プレート付

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付） 防水型・抜止

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１

自動点滅器

埋込スイッチ

三段階　簡易ロック付防滴型プレート

センサ用切替スイッチ

階段灯スイッチ　３段型

２．図中照明器具附記の「ＡＡ」「ＡＴ」は下記とする。

　　ＡＡ：自動点滅器にてＯＮ/ＯＦＦ系統　ＡＴ：自動点滅器にてＯＮ/タイマ－にてＯＦＦ系統　

　　Ｊ：常時通電回路

　　尚、上記点滅回路において、「ＡＡ」回路を「ＡＴ」回路に結線替えが容易に変更

　　できるよう配慮すること。

３．配管配線が区画貫通する箇所については防火区画貫通処理（国土交通大臣認定工法）を

　　施すか、両側１ｍ以上を打込配管配線とすること。ＥＶ制御盤 別途工事

アウトレットボックス 中深四角　ＶＥ製

プルボックス ＳＳ３００×３００×３００（鋼板製）

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＷＰ ＷＰ ＳＷＰ ＷＰ２ＥＥＴＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ２ＥＥＴ

Ｋ Ｋ

２ＥＥＴ

ＡＡ ＡＴ
ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＡＡ ＡＴ

Ｓ

２ＥＥＴ

Ｋ

（１階）

（２階～７階）

（８階）

１２１１２１ ＡＡ
Ｅ １０１１０１

１２２１２２ ＡＡ
Ｅ

１２３１２３ ＡＡ
Ｅ１０２１０２

１０３１０３

ＡＴＡＡ

ＡＴＡＡ

ＡＴＡＡ

ＡＴＡＡ

ＡＴＡＡ

ＡＡ ＡＴ

３０４３０４

３１０３１０ Ｅ ３１２３１２ Ｅ

非常非常

３０１３０１

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ

Ｅ

Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

１１１１１１ １２５１２５ ＡＡ
Ｅ Ｅ

６

６

６
６

１３２１３２ ＡＴ
Ｅ

３１１３１１ ３１３３１３

３０７３０７

１２４１２４ ＡＡ
Ｅ １３１１３１ ＡＴ

Ｅ
３０５３０５

×６ ×６ ×６ ×６ ×６

共用電灯分電盤

Ｊ

Ｊ

Ａ

３３３

※ロ

※イ

※イ

※イ

※イ

非常非常

１２４１２４

３０１３０１

Ｅ
ＡＡ

Ｅ

１３１１３１ Ｅ
ＡＴ

３０６３０６

表示装置用

Ｓ

３０３３０３ Ｅ３０１３０１ Ｅ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

２４

ＥＶ制御盤２ＥＶ制御盤１

３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

６Ｅ

３０４３０４ ３０５３０５

ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ

５０１５０１

５０１５０１

※ロ

非常非常

１２４１２４

３０１３０１

Ｅ
ＡＡ

Ｅ

１３１１３１ Ｅ
ＡＴ

３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

５０１５０１

※ロ

※ロ

３０４３０４ Ｅ ３０５３０５ Ｅ

（１階）

（２階～７階）

（８階）

（１階）

（２階～７階）

（８階）

（２階～７階）

（８階）

（１階）

（２階～７階）

（８階）

（１階） （１階）

３３３

３３３

３３３

３３３

３３３

３３３

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

５０１５０１３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

３０１３０１ Ｅ ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

３０１３０１ Ｅ ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

３０１３０１ Ｅ

３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

非常非常

非常非常

非常非常１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

非常非常

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

３０４３０４ Ｅ ３０５３０５ Ｅ

３０１３０１ Ｅ
１２４１２４ ＡＡ

Ｅ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ 非常非常 ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

３０１３０１ Ｅ
１２４１２４ ＡＡ

Ｅ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ 非常非常 ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ

１２４１２４ ＡＡ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ Ｅ

３０２３０２ Ｅ

３０１３０１ Ｅ
１２４１２４ ＡＡ

Ｅ １３１１３１ ＡＴ
Ｅ 非常非常 ３０１３０１ Ｅ ３０２３０２ Ｅ ３０３３０３ Ｅ ３０２３０２ Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ ３０８３０８ Ｅ ３０９３０９ Ｅ Ｅ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ ＥＶホール

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

階段

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

２ＤＫ ２ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

ＥＶホール

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

１ＤＫ

エントランスホール

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

階段階段

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

２ＥＥＴ

Ｓ

ＷＰ

Ａ

Ｋ

３３３



Ｅ
Ｓ

Ｔ

Ｅ ２４

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２００１／４００

共用灯設備　１・２階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

１ＤＫ住戸 １５戸

２ＤＫ住戸

３ＤＫ住戸

　合　計

８８戸

４０戸

１４３戸

[計画戸数]

Ｋ
Ａ

Ｆ Ｂ

Ｃ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ａ
Ｇ

Ｆ Ｂ

Ｈ Ｅ

Ｃ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｋ
Ａ

Ｇ
ＦＢ

ＨＥ

Ｃ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

Ｃ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ
Ｂ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ
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Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ
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Ｉ

Ｇ

Ｅ
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Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ
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ＣＤ

Ｉ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ＫＫ
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Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ
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Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ
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Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ
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Ｄ
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Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ
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Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ
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Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ
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Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ
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Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ
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Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ
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Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

Ｆ Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ

Ｃ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

ＦＡ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｈ

ＨＨ

ＣＤ

Ｉ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ ＫＫ

Ｋ

Ｄ
Ａ Ｆ

ＥＢ

ＧＤ

Ｉ

Ｄ Ｃ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
Ａ Ｆ

ＥＢ

ＧＤ

Ｉ

Ｄ Ｃ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
Ａ Ｆ

ＥＢ

ＧＤ

Ｉ

Ｄ Ｃ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
Ａ Ｆ

ＥＢ

ＧＤ

Ｉ

Ｄ Ｃ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
ＡＦ

Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｎ Ｎ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

Ｎ
ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

Ｄ

ＪＪ
Ｊ

Ｊ

Ｍ

Ｍ

ＪＪ Ｊ Ｊ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｙ3

Ｙ1

Ｙ2

13
,0
00

9,
80
0

1,
60
0

1,
60
0

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

１　階　平　面　図

３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸

Ｘ5 Ｘ6

２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸１ＤＫ住戸 ピロティ

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9 Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸１ＤＫ住戸 １ＤＫ住戸

２　階　平　面　図

Ｘ6

２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸

Ｙ3

Ｙ1

Ｙ2

13
,0
00

9,
80
0

1,
60
0

1,
60
0

備　考仕　　様

共用電灯分電盤

凡　例

記　号

共用電灯分電盤結線図参照

備　考仕　　様記　号

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

非常照明 照明器具姿図参照

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付）

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付） 鍵付防滴プレート付

埋込コンセント Ｅ２Ｐ１５Ａｘ２（ＥＴ付） 防水型・抜止

埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１

自動点滅器

埋込スイッチ

三段階　簡易ロック付防滴型プレート

センサ用切替スイッチ

(ＷＮ５３９５９同等品）

※
ＡＡ：自動点滅器にてＯＮ/ＯＦＦ系統
ＡＴ：自動点滅器にてＯＮ/タイマーにてＯＦＦ系統

（注記）

１．図中の特記なき配線は下記による。

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０ （ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ３ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ４　Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ６　Ｅ２．０

６

（ＰＦ２２）

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

エントランスホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ６×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ ２×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

倉庫（北側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

倉庫（西側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

倉庫（東側）

ＬＳＳ９－４－２３－ＬＮ １×

階段（西側） 階段（北側） 階段（東側）

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

階段（西側） 階段（北側） 階段（東側）

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

ＥＳ

Ｔ

Ｋ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＨＨ

Ｄ

Ｋ

Ｌ

Ｋ

ＥＶ

ＥＶ

Ｍ

Ｙ3

Ｙ1

Ｙ2

6,
50
0

4,
90
0

80
0

80
0

Ｘ11Ｘ10

2,350

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＴ

ＡＡ

ＡＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ Ｓ

ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ
ＷＰ

ＷＰＷＰ ＷＰＷＰ ＷＰＷＰ ＷＰＷＰ

ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ

ＡＡ ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

Ｓ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

表示装置用

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｓ Ｓ

Ｓ
Ｓ

１０１１０１

１０２１０２

１２４１２４

１１１１１１

１０３１０３

１２３１２３
ＡＡ
Ｅ

３０３３０３

ＪＪ

６

６

６

３０６３０６

Ｅ
１２５１２５

Ｅ
ＡＡ １３２１３２

Ｅ
ＡＴ６

３０２３０２１２２１２２ ＡＡ
Ｅ

ＡＡ
Ｅ

１３１１３１ ＡＴ
Ｅ

非常非常

３０４３０４

３０１３０１１２１１２１ ＡＡ
Ｅ

共用電灯分電盤

３３３

１２４１２４ ＡＡ
Ｅ

１３１１３１ ＡＴ
Ｅ

３０３３０３ Ｅ

３０５３０５

Ｅ Ｅ Ｅ

２４

３０２３０２ Ｅ３０１３０１ Ｅ

６

５０１５０１

１１１１１１
Ｅ

１２５１２５

２４

Ｅ
ＡＡ

１３２１３２
Ｅ
ＡＴ

３０６３０６

ＡＡＢＢ

ＣＣ

ＥＶホール詳細図１/１００

ＡＡ

ＡＴ

Ｊ

６

６

６

６

非常非常

ＷＰ３０５３０５

ＡＴ

ＡＡ

ＡＴ

１２４１２４ ＡＡ
Ｅ

１３１１３１ ＡＴ
Ｅ

Ｓ

３０２３０２ Ｅ
ＷＰ

ＷＰ
３１０３１０ Ｅ

３１１３１１

Ｅ３１２３１２

３１３３１３

２ＥＥＴ ＷＰＷＰ

３０７３０７ ３０８３０８ ３０９３０９

１２４１２４ ＡＡ
Ｅ

ＡＴ
Ｅ

１３１１３１

３０３３０３ Ｅ３０２３０２ Ｅ３０１３０１ Ｅ

５０１５０１

６

Ｊ

ＡＴ

ＡＡ

共用電灯分電盤

Ｅ Ｅ Ｅ

Ｅ

太陽光表示装置用Ｅ

Ｅ

ＥＥ

６

２ＥＥＴ

Ｓ

ＷＰ

Ａ

Ｋ

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

機器名称機器名称 回路番号 備考

３０７３０７太陽光機器

ＨＵＢ用

ＴＶブースター用（ＭＤＦ）

は下記とする。注記：ＥＰＳ・ＥＶ内の機器

    （特記なき限りＥＭ－ＩＥ２．０×３とする。）

３０８３０８

３０９３０９

ＷＰ

ＷＰ

２ＥＥＴ

ＥＶ１点検用
ＷＰ

ＥＶ２点検用
ＷＰ

３１０３１０

３１１３１１

３１２３１２

３１３３１３ＥＶ制御盤２

ＥＶ制御盤１

機器名称機器名称 回路番号 備考

ＡＡ住棟受信機

火災通報装置

非常電源装置

は下記とする。注記：エントランスホール内の機器
    （特記なき限りＥＭ－ＩＥ２．０×３とする。）

ＢＢ

ＣＣ

火災報知設備系統図参照

火災報知設備系統図参照

火災報知設備系統図参照

データ収集装置用

ＥＶ１

ＥＶ１

ＥＶ２

ＥＶ２



Ｔｈ

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

２５

１／２００１／４００

共用灯設備　３～８階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

１ＤＫ住戸 １５戸

２ＤＫ住戸

３ＤＫ住戸

　合　計

８８戸

４０戸

１４３戸

[計画戸数]

Ｋ

Ａ
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ＦＢ

ＨＥ

Ｃ

Ｈ

Ｈ Ｄ

Ｉ

Ｇ

Ｅ
Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｄ

ＨＨ

Ｈ Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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Ｄ
Ａ Ｆ
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Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｄ
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Ｅ Ｂ

Ｇ Ｄ

Ｉ

ＤＣ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

ＪＪＪＪ

ＪＪＪＪ

Ｍ

Ｍ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸１ＤＫ住戸 １ＤＫ住戸

３～７　階　平　面　図

２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ２

13
,0
00

9,
80
0

1,
60
0

1,
60
0

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ２

13
,0
00

9,
80
0

1,
60
0

1,
60
0

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ19Ｘ18Ｘ17Ｘ16Ｘ15Ｘ14Ｘ13Ｘ12Ｘ11Ｘ10

105,100

6,600 6,600 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 4,700 4,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 6,600 6,600 6,600

３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸 ３ＤＫ住戸１ＤＫ住戸 １ＤＫ住戸

８　階　平　面　図

２ＤＫ住戸

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

共用廊下

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １８×

ＥＶホール

ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ ２×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

階段（西側）

Ｐ２ １×

階段（北側） 階段（東側）

階段（西側） 階段（北側） 階段（東側）

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

Ｋ１－ＬＳＳ１１－１ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

Ｐ２ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

Ｐ２ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ １×

ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２× ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－０７－ＬＮ ２×

ＡＡ ＡＡ

ＡＡ ＡＡ

ＡＡ ＡＡ

ＡＡ ＡＡ

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ

Ｓ

ＡＡ
ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

Ｓ

ＡＡ

ＡＡ

３３３

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ

Ｓ

ＡＡ

ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ
Ｓ

ＡＡ ＡＡ

ＡＴ

ＡＴ

Ｓ

ＡＡ

ＡＡ

３３３

ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ ＡＡ ＡＴ

Ｓ

ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ ＷＰ
ＷＰ

ＷＰ ＷＰ ＷＰＷＰ ＷＰＷＰ ＷＰＷＰ

サーモスイッチ

給排水衛生設備工事支給品取付

ＴＶブースタ－用コンセント（５階のみ）

６

６

×５ ×５×５ ×５×５

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００

非常照明取付高さ ２,６００ 非常照明取付高さ ２,６００



ＭＤＦ

構内交換設備　系統図

凡　例

防火区画貫通部の位置は　　　で表示する箇所で、
その措置方法は国土交通大臣認定番号ＰＳ０６０ＦＬ－０７２５

幹線，電灯，非常照明，弱電，自動火災報知設備等の電気配管で、

により施工する。

ＰＳ０６０ＷＬ－０５８２
消防安全センター評定工法ＫＫ２４－０１３号により施工する。

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

構内交換設備　系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２６

▽8SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽5SL

▽6SL

▽7SL

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

▽RSL

１． 特記なき配管配線は下記による。

EM-TKEE0.5-10P

呼び鉄線

10P

Ｃ （PF16）

注　記

２． 図中　　はプレート（ブランクチップ）を示す。

６．

８．

図中　　　は鋼板製　屋内壁掛型　端子盤（W250xH350xD100以上）を示す。

空配管には、導入線を入線し行先表示を行う事。

７． 図中　　　はMDF用木盤　180Ｐr用（W1015xH1015xt15t以上）を示す。ＭＤＦ

９． プルボックスサイズは下記による。

図中　     　 Ｐ．ＢＯＸ（４００ｘ４００ｘ４００）樹脂製を示す。
４４４

（PF22）

端子盤リスト

ＭＤＦ 保安器（別途工事）
＋１８０Ｐ端子台 結線図参照

端子箱

※情報設備は記載機器のスペースを見込むこと。

盤名称 電話 情報 テレビ 備考

１０Ｐ端子台 鋼板製　屋内壁掛型

３． 図中　　　は接地極を示す。

４． 図中　　　は架線（メッセンジャーワイヤー（２２）を示す。

５． 図中　　　は架線引留金具（フック共）を示す。

呼び鉄線Ｃ （PF28）
28

スイッチングＨＵＢ

・メディアコンバーター

・光成端箱（全ての機器別途スペースのみ）

木板

スイッチングＨＵＢ

・メディアコンバーター

・光成端箱（全ての機器別途スペースのみ）
EM-IE14

14
（VE16）

１０． 図中　　　はアウトレットボックスを示す。

ＭＤＦ

異種管接続材

南側構内関西電力柱（関西電力工事）

止水処理

（ＦＥＰ５０）×２：電話用

１０Ｐ １０Ｐ

（ＧＬＴ５４）×２：電話用 ２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

１４(ＶＥ１６）

ＥＤ

２２

２２ ２２

詳細図

各タイプ共通
　注１：配管は２ｍ以上打込むこと。

（ＭＢ内）

アウトレットボックス

（引出カバー）（各住戸毎）

（住戸）

配管接続

内装パネル内ボックス取付は建築工事

ＰＦ管配管は建築工事

１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ１０Ｐ １０Ｐ

１０Ｐ

ケーブルラック（ＺＭ－３００Ａ）

２８ ２８

２８ ２８

２８２８

２８ ２８

２８

２８

２８ ２８

２８

２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８２８

２８

２８

２８ ２８

２８２８

２８ ２８

２８ ２８

２８２８

２８ ２８

２８２８２８２８２８２８２８２８２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

２８ ２８

メッセンジャーワイヤー

１０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ

１０Ｐ
×１

１０Ｐ
×２

１０Ｐ
×３

１０Ｐ
×４

１０Ｐ
×５

１０Ｐ
×６

１０Ｐ
×７

１０Ｐ
×８

１０Ｐ
×９

１０Ｐ
×１０

１０Ｐ
×８

１０Ｐ
×７ ×６

１０Ｐ
×５

１０Ｐ
×４

１０Ｐ
×３

１０Ｐ
×２

１０Ｐ
×１

１０Ｐ

火災通報装置用

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ＥＶ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ １ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ エントランス ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ



ＭＤＦ

構内情報通信設備　系統図

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ
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Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ Ｌ

Ｌ

Ｌ

データ

凡　例

防火区画貫通部の位置は　　　で表示する箇所で、
その措置方法は国土交通大臣認定番号ＰＳ０６０ＦＬ－０７２５

幹線，電灯，非常照明，弱電，自動火災報知設備等の電気配管で、

により施工する。

ＰＳ０６０ＷＬ－０５８２
消防安全センター評定工法ＫＫ２４－０１３号により施工する。

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

構内情報通信設備　系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２７

▽8SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽5SL

▽6SL

▽7SL

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

2,
80
0

▽RSL

１． 特記なき配管配線は下記による。

呼び鉄線Ｃ （PF16）

注　記

図中特記なき　　はＯＢ（ＶＥ）＋カバープレートを示す。（電話設備と共用）２．

３． 図中　　はプレート（ノズルチップ）を示す。

４． 図中　　　は情報用スペース示す。（光スプリッタスペース木板300×300×15t）

Ｌ

５． 図中　　　内には光ＯＮＵ、ＨＵＢ、光終端キャビネット用スペースを見込む。ＭＤＦ

呼び鉄線Ｃ （PF28）
28

ＭＤＦ

異種管接続材

南側構内関西電力柱（関西電力工事）

止水処理

（ＦＥＰ３０）×２：情報用

（ＧＬＴ２８）×２：情報用

詳細図

各タイプ共通
　注１：配管は２ｍ以上打込むこと。

（ＭＢ内）

アウトレットボックス

（引出カバー）（各住戸毎）

（住戸）

配管接続

内装パネル内ボックス取付は建築工事

ＰＦ管配管は建築工事

ケーブルラック（ＺＭ－３００Ａ）

データ収集装置
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３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ エントランス ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ



テレビ共同受信設備　系統図

凡　例

防火区画貫通部の位置は　　　で表示する箇所で、
その措置方法は国土交通大臣認定番号ＰＳ０６０ＦＬ－０７２５

幹線，電灯，非常照明，弱電，自動火災報知設備等の電気配管で、

により施工する。

ＰＳ０６０ＷＬ－０５８２
消防安全センター評定工法ＫＫ２４－０１３号により施工する。

ＭＤＦ

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

テレビ共同受信設備　系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ２８

▽8SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽5SL

▽6SL

▽7SL

2,
80
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2,
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2,
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2,
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0

2,
80
0
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80
0

2,
80
0

2,
80
0

▽RSL

１． 特記なき配管配線は下記による。

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＰＦ１６）

２．

３．

４．

ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ＰＦ２２）７Ｃ

テレビ端子は１端子型（ＣＳ－７ＦＳＷ）・カットフィルターつきとする。（Ｆ型プラグ共）

ＣＡＴＶブースターは、ＣＡＴＶ下り７０～９６２ＭＨｚの周波数帯域対応品（１０Ａ４０Ｓ相当品）

注　記

５．

各共聴機器仕様は、７０～９６２ＭＨｚ帯対応型とする。

６．

図中特記なき　　　はＯＢ（ＶＥ）１１９×１１９×５４＋カバープレートを示す。

７．

図中　　　（ＳＨ－Ｄ６）６分配器を示す。

８．

図中　　　（ＳＨ－Ｄ４）４分配器を示す。

図中　　　（ＳＨ－Ｄ２）２分配器を示す。

ＣＡＴＶ引込

２Ｅ

９． ＭＢ内木板サイズは４００×６００×１５ｔとする。

テレビ共同受信設備　結線図

ＴＶ－Ａ（木板１０１５×１０１５×１５ｔ）

ＭＤＦ

異種管接続材

南側構内関西電力柱（関西電力工事）

ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ＧＬＴ２８）

止水処理

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×４

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×３

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

×２

（ＴＶ－Ａ組込）
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ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ（ＦＥＰ３０）

ＣＡＴＶ保安器

（ＣＡＴＶ会社工事）

ケーブルラック（ＺＭ－３００Ａ）

詳細図

各タイプ共通
　注１：配管は２ｍ以上打込むこと。

（ＭＢ内）

アウトレットボックス

（引出カバー）（各住戸毎）

（住戸）

配管接続

内装パネル内ボックス取付は建築工事

ＰＦ管配管は建築工事
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ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＰＦ１６）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＰＦ１６）

（パネル壁内配管に入線）
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３ＤＫ
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３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ エントランス ３ＤＫ ３ＤＫ３ＤＫ２ＤＫ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ

ＣＡＴＶ用保安器

（別途工事）

ブースター
（ＣＡＴＶ用）

ＳＨ－Ｄ４

ＳＨ－Ｄ６×３



原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ２９

１／２００１／４００

弱電設備　ピット平面図

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事
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ケーブルラック（ＺＭ－３００Ａ）

ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ
②（ＰＦ１６）×１８

①（ＰＦ２２）×１８
２２

２２

②×９

①×９

②×９

①×９

②×８

①×８

②×７

①×７

②×６

①×６

②×５

①×５

②×４

①×４

②×３

①×３

②×２

①×２

②×１

①×１

②×８

①×８

②×７

①×７

②×６

①×６

②×５

①×５

②×４

①×４

②×３

①×３

②×２

①×２

②×１

①×１

②ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ

①ＥＭ－ＴＫＥＥ０．５－１０Ｐ

※凡例

止水処理
ケーブルラック（ＺＭ－３００Ａ）

②×１（ＰＦ１６）

①×１（ＰＦ２２）

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）



ＭＤＦデータ

データＭＤＦ

Ｅ ３０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２００１／４００

弱電設備　１・２階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

１ＤＫ住戸 １５戸

２ＤＫ住戸

３ＤＫ住戸

　合　計

８８戸

４０戸

１４３戸

[計画戸数]
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１４（ＶＥ１６）

ＥＤ 火災通報装置用

ＭＤＦ ＥＶ制御盤１

データ収集装置

（ＥＶ工事）

ＥＶ制御盤２

（ＥＶ工事）

各設備系統図参照

□テレビ共聴設備ブースター

系統図参照

系統図参照

１６

詳細図参照

１４（ＶＥ１６）

ＥＤ

１６

火災通報装置用

ＥＶホール詳細図１/１００

ＭＤＦ データ収集装置



Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

３１

１／２００１／４００

弱電設備　３～８階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／
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□情報設備スペース（４階）

□電話設備端子盤（３階）

各設備系統図参照

□テレビ共聴設備ブースター（５階）

系統図参照

系統図参照

（昇降機設備工事）

ＥＶ制御盤２

ＥＶ制御盤１

（昇降機設備工事）
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GP型3級受信機:住戸用自動火災報知設備対応

非常・火災・ガス(CO対応・換気)

拡声自動交互通話　送話表示付

壁取付型(セパレーター付JIS2個用スイッチボックス)形　 　状

備　 　考

材　 　質 自己消火性樹脂

電源電圧

警報機能

通話方式

AC100V 50/60Hz

終了ボタンによる通話・各種操作の終了、移報接点入力付、

受話器増設可

露出形（中形四角アウトレットボックス・カバー付）

樹脂

呼出ボタン部点滅

中継器内蔵一体形

備　　考

警報表示

材　　質

形　　状

中継器型式合格品、戸外表示器型式確認品

Ｐ型１級受信機　火報３０回線

密閉形Ｎｉ－Ｃｄ蓄電池　１．２Ａｈ

壁掛型

ＡＣ１００Ｖ±１０％　５０／６０Ｈｚ　３．６Ａ

予備電源

種　　別

形　　状

電源電圧

鋼板

ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０／６０Ｈｚ

ＤＣ２４Ｖ

密閉形Ｎｉ－Ｃｄ蓄電池

１．２Ａｈ予備電池容量

電源電圧

回路電圧

予備電源

材　　質

質　　量

受　　台

送 受 器

難燃性樹脂、赤

難燃性樹脂、赤

０．６ｋｇ消費電力

外部供給電源

主 電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％　５０／６０Ｈｚ

予備電源

ＤＣ１２Ｖ　３００ｍＡ　Ｍａｘ

待機時：７ＶＡ　動作時：１５ＶＡ（最大負荷時）

鉛電池１２Ｖ　０．８Ａｈ

樹 脂 色 オイスターグレー　８．９Ｙ８／０．６相当

定格：ＤＣ３０Ｖ　２５０ｍＡ

定格：ＡＣ／ＤＣ２４Ｖ　１２ｍＡ

定格：ＤＣ２４Ｖ　１０ｍＡ

屋外型・縦型埋込形　　状

発 信 機

表 示 灯

ベ　　ル

塗　　装 日塗工　Ｊ２５－９０Ａ　３分ツヤ

機器収容箱　１級（表示灯付） 火災通報装置 火災通報専用電話機

Ｐ型１級受信機（火報３０回線） 電源装置（非常警報設備）戸外表示器（遠隔試験機能付）住宅情報盤(GP型3級受信機)
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（一次送り専用ブレーカーより供給）
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

火災報知設備　姿図・系統図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ３２
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５階
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ピット階
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３ＤＫ ３ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ １ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ２ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ

凡 例

ＥＶ エ 盤御タ －レ ベ 制 （別途工事）

上配 管 配 線 立

配 管 天井いんぺい

下引げ げ

配 線

ジ クャン ション, スクボプル ッ

名 称 備 考記 号

式 ポス ッ電光

差 動

光 電

式 ス ッポ

ッス ポ式

２種，遠隔試験機能付，ＤＣ１２Ｖ

２種，非蓄積型，点検ＢＯＸ付器感型 ト 煙 知

知

知

ト 感型 

煙ト 型 感

器

２種器

動差 ポス ッ式 知ト 感型 器 ２種

S

S

表示灯用ＥＳ

定 温 式 ポス ッ 特種，６５℃，防水型，遠隔試験機能付，ＤＣ１２Ｖ知感型 ト 器

抗抵端終 １０ＫΩ

抗抵端終 ４．７ＫΩ

警 戒 区 域 火災表示用番 号

警 戒 区 線域

Ｂ ベ ル ＤＣ２４Ｖ，屋外型

No

　注　記

　７．煙感知器用点検ボックス（ＥＶ）の設置において、以下の工事区分は

　　　ＥＶ工事とする。

　　　・ＥＶ連動停止用スイッチ（スイッチ、取付、結線、試験）

　　　・注意喚起シール（シール、貼付け）

　２．地区ベルの鳴動方式は（出火階、直上階）方式とする。

　１．本設備は省令４０号通知による住戸用自動火災報知設備及び

　　　共同住宅用非常警報設備設置基準（自動火災報知設備代替）によるものとする。

　３．ＧＰ型３級受信機の電源（ＡＣ１００Ｖ）にあっては、各住戸等ごとに交流低

　　　圧屋内幹線から他の配線を分岐させないで取るとともに、一般電源の開閉器が

　　　遮断された場合にあっても機能に支障がないように措置されていること。

　４．防火区画を貫通する配管は、国土交通大臣認定工法、

　　　共住区画を貫通する配管は、日本消防設備安全センター評定工法とする。

　５．感知器はすべて確認灯付とする。

　６．受信機仕様

　　　１）Ｐ型１級、壁掛型、窓式、主音響（音声警報）内蔵、蓄積式

　　　　　予備電源内蔵、自動断線警報機能付

　　　２）表示内訳

　　　・火災表示

　　　３）移報内訳

　　　・エレベータ制御盤（２台）へ火災代表信号移報（無電圧，ａ接点，１Ｌ×２）

　　　・警報送信機へ火災代表信号移報（無電圧，ａ接点，１Ｌ）

　８．特記なき配管配線は下記参照とする。

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ  　　（ＰＦ２２）
Ｈ３Ｐ

　９．平面図中において、特記なき配管配線立上げ引下げは系統図参照とする。

埋込縦型，防雨型 収容Ｂ機 器 収 納 箱

信発 機 Ｐ型１級，表示灯付，屋外型Ｐ

Ｐ

２７Ｌ ＋　３Ｌ（予備）＝　３０Ｌ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ  　　（ＰＦ２２）
Ｈ５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－１０Ｐ  　　（ＰＦ２８）
Ｈ１０Ｐ

自火報　３０回線信受 機

ＷＰ

配 管 床いんぺい配 線

置装源電

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ  　　（ＰＦ１６）
Ｈ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　２Ｃ　 　 （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ  　　（ＰＦ１６）

空配管  　  　          （ＰＦ１６）

カ トバ － プ レ －

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－　２Ｐｒ （ＰＦ１６）
２Ｐ

Ｄ ）アド 外ンホ 戸（ 示表 器 遠隔試験中継器内蔵

住戸用自火報対応（省令４０号対応））機受級 信型 Ｐ（盤 Ｇ ３宅 情住 報

Ｔ Ｅ

ｔ Ｅ

火 災 通 報 装 置

火 災 通 報 専 用 電 話 機

　１０．共用部に設置するものはいたずら防止カバーを設置すること。
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２００１／４００

火災報知設備　１・２階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

１ＤＫ住戸 １５戸

２ＤＫ住戸

３ＤＫ住戸
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ＥＶホール詳細図１/１００



ΩΩΩ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ω

ＷＰ

Ω

Ｓ

ＷＰ

７１４ １５

３Ｆ

１０１７ １８

４Ｆ

１１ １２ ２１９１３

５Ｆ

１６

６Ｆ

１９

７Ｆ

２０８

２２２３ ２４

３Ｆ ４Ｆ ５Ｆ ６Ｆ ７Ｆ３Ｆ

２６

ＥＶ

２７

ＥＶ

４Ｆ ５Ｆ ６Ｆ ７Ｆ

Ω

ＷＰ

ＷＰ
Ω

Ω

ＷＰ ＷＰ

Ω

（注記）幹線、立ち上げ下げの本数は、系統図参照

（注記）幹線、立ち上げ下げの本数は、系統図参照

ΩΩΩ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ω

ＷＰ

２２

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

３４

１／２００１／４００

火災報知設備　３～８階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜

１ＤＫ住戸 １５戸

２ＤＫ住戸

３ＤＫ住戸

　合　計
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

３５

１／２００１／４００

火災報知設備　屋根伏図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜
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屋　根　伏　図

２ＤＫ住戸 ２ＤＫ住戸



75
0以

上

避雷設備凡例

番号 記号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ＧＬ＋２０ｍ

75
0以

上

ＧＬ＋２０ｍ

導線取付金物 (耐食アルミ合金製) @600 床用

水切端子

避雷導線 埋込配管 銅線 2.0 × 13本（PF28）

鉄筋用接続クランプ

接続用端子凾（TB-SF1）埋込型  ステンレス製

環状接地極 銅線 2.0×19本

Ｔ型接続端子

接続クランプ

導線取付金物 耐食アルミ合金製　水平@600 垂直@1,000 A-貼付用 B-太陽光パネル用 C-鉄骨用 D-コンクリート用

名　　　　　　　　　　　　称

※JIS Z 9290-3:2019に基づく

棟上導体　露出配線　アルミ線　2.0×19本

保護クラス

回転球体法

メッシュ法

引下げ導線の平均間隔

接地システム Ａ形 接地極

20m

20×20m

r 60m

Ⅳ

建築物等の雷保護　JIS Z 9290-3 :2019 保護クラスに応じた受雷部の配置

保 護

クラス

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ 20×20

15×15

10×10

5×5

（ｍ）

メッシュ法幅回転球体法

ｒ（ｍ）

30

20

45

60

※導体から1.5m以内の金属にはボンドアースをとる。

ＧＬ＋２０ｍ

r60

r6
0

r60

r6
0

r6
0

600

600

600

600

４ 2A １ １ 2A ４ ４

2A
2C

８

９10

８

９

2D

2B
４

５

７

３ ３

７

５
３

５

７

７

10

７

10

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 15,000㎜1,000 3,000 5,000 10,000

Ｅ

雷保護設備　立面図

３６

１／１５０１／３００

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

東　立　面　図

ＯＰＥＮ

南　立　面　図
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外周長約282m　282/20=14.1・・・15カ所

外周長約282m　282/15(接地極の数)=18.8・・・(20m以下)

新JIS Z では平均間隔となる為、引下げ導線間隔の距離は必要なし。
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２００１／４００

雷保護設備　１・２階平面図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 2,000 5,000 10,000 15,000 20,000㎜
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棟上導体 アルミ線 2.0×25本
20

1.
5t

M6 ステンレス

20 耐食アルミ合金

48 2018

810

接着剤 接着剤
50 80

接着剤　ボンドエフレックス

品　名　弾力性エポキシ樹脂系接着剤

成　分　エポキシ樹脂・ケチミン

コニシ株式会社

硬質塩化ビニル製硬質塩化ビニル製

貼付用

導線取付金物　S=1/2

鉄骨用

20

15 35

40 40

(鉄亜鉛ﾒｯｷ製)

パイラックM6 ステンレス

1.5t

M6 ステンレス

M6 ステンレス

導線取付金物 S=1/2

棟上導体 アルミ線 2.0×25本

導線取付金物　S=1/2

導線取付金物 S=1/3

床用

15

125□

135□

5t
10

接着剤

ゴムシート

3t

105□30

1.5t（アルミ）

M6 ステンレス

10

125□

135□

3t

5t
30

105□

20

ステンレス製

棟上導体 アルミ線 2.0×25本

60
60
50

50

13
0

100 100

200

アルミ合金製

アルミロー付

M10×22･ワッシャ付アルミPL 4t

25
φ

(ステンレス)

M10 ナット

(ステンレス)

避雷導線 アルミ線 2.0×25本

Ｔ型接続端子（ｱﾙﾐ合金製）　S=1/4

105

25

黄銅クロムメッキ 4t×25

接続端子

(黄銅クロムメッキ)

接続端子
(内側:アルミ製･外側:銅製)

M10×25mm ステンレスボルト 25
スプリング･プレートワッシャ

250

水切端子　S=1/4

150 60

120

ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ

(避雷接地用端子凾)

銅ﾌﾟﾚｰﾄ120×25×4t

(ｸﾛﾑﾒｯｷ)

M10ﾅｯﾄ 平･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ付

(黄銅ﾆｯｹﾙﾒｯｷ)
絶縁材ﾌﾟﾚｰﾄ

120×80×10t

40
0

43
0

接続用端子

(黄銅ｸﾛﾑﾒｯｷ)

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾟﾚｰﾄ 2t

ｽﾃﾝﾚｽﾎﾞｯｸｽ

1.5t

5.5

29
.8

26

22.1

5.5

29
.8

29
.8

M4(黄銅ﾆｯｹﾙﾒｯｷ) ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝｸﾞ

接続用端子函(TB-SF1)　S=1/4

26 22.1

接続クランプ　S=1/1

環状接地極 銅線 2.0×19本　S=1/1

12
.
5φ

断面積 60mm2

2A 2B 2C

３ ４ ５

８ ９

10

棟上導体 アルミ線 2.0×25本

(溶融亜鉛メッキ)

パイラック

M6(ステンレス)

M6(ステンレス)
SUS製 3t

M6 ステンレス

現
場

合
わ

せ

現場合わせ

1.5t

20

35 15

太陽光パネル用(参考図)

導線取付金物　S=1/2

コンクリート用

20

15

M10 ボルト鉄プレート 4.5t 避雷導線 2.0×13本
（溶融亜鉛メッキ製）

平･スプリングワッシャー

M10 ナット（溶融亜鉛メッキ製）

M10ボルト

(溶融亜鉛メッキ製)

50

端子(黄銅クロムメッキ)

柱主筋 柱主筋

異形鉄筋 異形鉄筋

避雷導線 2.0×13本

接続クランプ

鉄筋用接続クランプ　S=1/3

棟上導体 アルミ線 2.0×25本

防水パッキング

M6 メタルアンカー
20

40M6 ステンレス

1.5t

2D

７

耐食アルミ合金

13φ

13φ

13φ

13
φ

避雷導線直角部配線詳細図  S=1/10

導線取付金物 

20
0以

内

避雷導線 アルミ線 2.0×19

パラペット

30以
上

200以内

Ｅ

１／－１／－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

雷保護設備　機器詳細図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ３８



住戸内照明器具参考図

Ｍ ダウンライト（ＬＥＤ電球）

便所

ＬＥＤＤ－２８００３　相当品
ランプ：ＬＥＤ電球（口金Ｅ２６、昼白色）
器具光束：４８５ｌｍ以上（白熱球４０Ｗ相当）
材質：鋼板
定格電圧:ＡＣ１００Ｖ

ＬＥＤＤ－２８００３　相当品
ランプ：ＬＥＤ電球（口金Ｅ２６、昼白色）
器具光束：８１０ｌｍ以上（白熱球６０Ｗ相当）
材質：鋼板
定格電圧:ＡＣ１００Ｖ

洗面室

Ｎ ダウンライト（ＬＥＤ電球）

玄関

Ｏ シーリングライト（ＬＥＤ電球）

ＬＥＤＧ８８０３０　相当品
ランプ：ＬＥＤ電球（口金Ｅ２６、昼白色）
器具光束：７２１ｌｍ以上（白熱球６０Ｗ相当）
材質：セード、ガラス
定格電圧:ＡＣ１００Ｖ

Ｋ ＬＥＤ棚下灯

ＤＫ

ＬＥＤＢ８７００３Ｎ－ＬＳ　相当品
ランプ：ＬＥＤモジュール（昼白色）
器具光束：９３０ｌｍ以上（ＦＬ２０Ｗ×１相当）
材質：カバー、ポリカーポネート
定格電圧:ＡＣ１００Ｖ

１φ３Ｗ 

２００／１００Ｖ

住戸分電盤結線図

１ＤＫ

１００

１００

１００

１００

１００

２００

１００

１００

１００

１００

１００

玄関、ＤＫ、浴室、便所
電灯コンセント

ＩＨ用コンセント（２０Ａ）

便所、調理用　コンセント

洗濯機　コンセント

エアコンコンセント（ＤＫ）

予備スペ－ス

洋室　電灯コンセント

電子レンジ、冷蔵庫　
コンセント

エアコンコンセント（洋室）

予備

予備スペース

ＥＬＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ／５０ＡＴ

ＳＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ×７

ＳＢ２Ｐ２Ｅ２０Ａ×３

ＳＢ－安全ブレーカー

１φ３Ｗ 

２００／１００Ｖ

２ＤＫ

１００

１００

１００

１００

１００

２００

１００

１００

１００

１００

１００

玄関、ＤＫ、浴室、便所
電灯コンセント

ＩＨ用コンセント（２０Ａ）

便所、調理用　コンセント

洗濯機　コンセント

エアコンコンセント（ＤＫ）

予備スペ－ス

洋室１　電灯コンセント

電子レンジ、冷蔵庫　
コンセント

予備スペース

ＥＬＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ／５０ＡＴ

ＳＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ×８

ＳＢ２Ｐ２Ｅ２０Ａ×４

ＳＢ－安全ブレーカー

３ＤＫ

１００ 予備 １００

エアコンコンセント（洋室１）

洋室２　電灯コンセント

エアコンコンセント（洋室２）

１φ３Ｗ 

２００／１００Ｖ

１００

１００

１００

１００

１００

２００

１００

１００

１００

１００

１００

玄関、ＤＫ、浴室、便所
電灯コンセント

ＩＨ用コンセント（２０Ａ）

便所、調理用　コンセント

洗濯機　コンセント

エアコンコンセント（ＤＫ）

予備

洋室１・洋室２　電灯コンセント

電子レンジ、冷蔵庫　
コンセント

予備スペース

ＳＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ×８

ＳＢ２Ｐ２Ｅ２０Ａ×５

ＳＢ－安全ブレーカー

１００

エアコンコンセント（洋室１）

洋室３　電灯コンセント

エアコンコンセント（洋室３）

ＥＬＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ／５０ＡＴ

エアコンコンセント（洋室２） １００

注　記

１．エアコン回路は１００Ｖ／２００Ｖ切替可能とし、当初は１００Ｖとする。

２．ＩＨ用コンセント回路は１００Ｖ／２００Ｖ切替可能とし、当初は２００Ｖとする。

３．分電盤は半埋込型樹脂製扉とする。（取付用木地は内装パネル工事）

４．主幹は中性線欠相保護付とする。

５．専用コンセントには「冷蔵庫用」等の表記を行うこと。

回路番号電圧（Ｖ）

１００

負荷名称

ＧＰ型３級火災受信機

電圧（Ｖ）

１００

負荷名称 回路番号

電圧（Ｖ）

１００

負荷名称 回路番号

ＧＰ型３級火災受信機

ＧＰ型３級火災受信機

６．住戸用自動火災報知設備として設置するＧＰ３級受信機への配線は耐火ケーブルとする。

Ｅ

－－

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

住戸分電盤結線図・照明器具姿図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ３９

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８

ＢＢ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８

ＢＢ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

９９
２Ｅ

１１ ２２

３３ ４４

５５ ６６

７７ ８８

ＢＢ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

９９
２Ｅ

１０１０

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ



備　　考 備　　考

EM-HP0.9-3P(PF16)
HP3P(PF16)(PF22)

２重天井部分配管エンド伏せをしめす。

EM-EEF1.6-2C・3C.E1.6(PF22)

２重天井部分配管エンド伏せをしめす。

FL+1,250

FL+  500

FL+1,100

コンセント（便所）

コンセント（洗濯機）

コンセント

室内スイッチ

戸外表示器

住戸用受信機

※ユニットバス照明器具付属ケーブルの接続は本工事とする。

2.6(PF22)

FP1.6(PF16)

2.0(PF16)

2.0(PF16)

EM-EEF2.0-2C(PF16)

EM-EEF2.0-2C,E1.6(PF16)

EM-EEF2.6-2C,E1.6(PF22)

FP-C1.6-2C,E1.6(PF16)

(PF16)

CH-  250

名称 取付高さ

記　号

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

CPEE5P(PF22)

CPEE3P(PF16)

HP5P(PF22)

名　　　称

２重天井部分配管エンド伏せをしめす。

２重天井部分配管エンド伏せをしめす。

EM-FCPEE0.9-3P(PF16)

EM-FCPEE0.9-5P(PF22)

EM-HP0.9-5P(PF22)

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

配　管　配　線　仕　様

EM-EEF1.6-3Cx2.E1.6

(PF16)

(PF22)

(PF22)

(PF16)

(PF16)

2.6

FP1.6

2.0

2.0

EM-EEF1.6-2C・3C(PF22)

EM-EEF1.6-2C(PF16)

EM-EEF1.6-2C.E1.6(PF16)

EM-EEF1.6-3C.E1.6(PF16)

EM-EEF1.6-2Cx2E1.6(PF22)

EM-EEF1.6-2Cx2・3C

EM-EEF1.6-3Cx2

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.6-2C,E1.6

EM-EEF2.0-2C,E1.6

FP-C1.6-2C,E1.6

凡　例

記　号

EM-EEF1.6-2C・3C.E1.6

EM-EEF1.6-2C・3C

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C.E1.6

EM-EEF1.6-2C.E1.6

天井内コロガシ配線

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

EM-AE5P(PF16)

HP0.9(PF16)

HP0.9(PF16)

EM-AE3P(PF16)

EM-AE0.9(PF16)

EM-AE0.9(PF16)

CPEE5P

EBT2P

CPEE3P

HP5P

HP3P

備　　考

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

記　号

EM-AE5P

HP0.9

HP0.9

EM-AE3P

EM-AE0.9

EM-AE0.9

天井内コロガシ配線EM-HP0.9-3C

EM-AE0.9-3P(PF16)

EM-AE0.9-5P(PF16)

EM-HP0.9-3C(PF16)

EM-AE0.9-2C(PF16)

EM-AE0.9-3C(PF16)

EM-HP0.9-2C(PF16)

EM-FCPEE0.9-3P

EM-FCPEE0.9-5P

EM-EBT0.4-2P

EM-HP0.9-3P

EM-HP0.9-5P

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

コンクリート打込配管

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

配　管　配　線　仕　様

EM-AE0.9-3P

EM-AE0.9-3C

EM-AE0.9-5P

EM-AE0.9-2C

EM-HP0.9-2C

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

天井内コロガシ配線

△

△

名称 取付高さ名称 取付高さ

住戸分電盤

電力量計Ｗｈ

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

（建築工事）照明器具

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１（ワイドタイプ）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１（ワイドタイプ）

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１（ワイドタイプ）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１（ワイドタイプ）

位置表示灯付

位置表示灯付

埋込コンセント　２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×２

埋込コンセント　２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×２（ＥＴ付）

埋込コンセント　２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×４（ＥＴ付）

埋込コンセント　Ｅ２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×２（ＥＴ付）

防水コンセント　Ｅ２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×２（ＥＴ付）

埋込コンセント　Ｅ２Ｐ１２５Ｖ　１５／２０Ａ×１（ＥＴ付）

埋込コンセント　Ｅ２Ｐ２５０Ｖ　１５／２０Ａ×１（ＥＴ付）

埋込コンセント　Ｅ２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×１（抜止）

埋込コンセント　Ｅ３Ｐ１２５Ｖ　２０Ａ×１（引掛け）

埋込コンセント　２Ｐ１２５Ｖ　１５Ａ×２

テレビ端子（１端子）

Ｌ

ノズルチップ（電話用）

ノズルチップ（情報用）

２４時間換気扇 給排水衛生設備工事

２４時間換気スイッチＫ 給排水衛生設備工事支給品、本工事にて取付

給湯リモコンＲ

ＩＰ 住戸用受信機（ＧＰ型３級受信機）

Ｄ 戸外表示器（ドアホン）

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

遠隔点検機能付  ２種

遠隔点検機能付  防水(60℃又は65℃)特種

カバープレート

FL+1,800(天端）住戸分電盤

コンセント（電子ﾚﾝｼﾞ） FL+  500

コンセント(冷蔵庫) FL+1,800コンセント(ｴｱｺﾝ)

FL+1,120コンセント(調理)

FL+  700コンセント(ＩＨ)

FL+  500

コンセント（ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ） FL+2,200

コンセント（ｶﾞｽ給湯器） FL+1,100

天井内コンセント（換気扇）

マルチメディアコンセント
（テレビ） FL+  200

FL+  500
マルチメディアコンセント

（電話・情報）

24時間換気ｽｲｯﾁ FL+1,200

浴槽天端+270給湯ﾘﾓｺﾝ(浴室）

FL+1,000給湯ﾘﾓｺﾝ(台所）

FL+1,100

FL+1,100

リモコンケーブル－２Ｃ（PF16） 給排水衛生設備工事より支給品、本工事にて入線
ｖ

Ｇ ガスコンセント 給排水衛生設備工事

EM-EEF1.6-2C(PF16) 床隠蔽配管

天井コンセント　Ｅ２Ｐ１２５Ｖ　１５／２０Ａ×１（ＥＴ付）

EM-EEF1.6-3C(PF16) 床隠蔽配管

FL+1,000浴室・トイレスイッチ

給排水衛生設備工事支給品、本工事にて取付

１．配線器具のプレートは樹脂製とする。

２．内装間仕切り壁内配線は全て配管すること。分電盤取付壁内についても配管を行うこと。

３．内装間仕切り（パネル）壁内の配管及びボックス及び分電盤、照明器具開口補強は建築工事とする。

施工区分 パネル（建築工事） 電気工事

内装パネル 〇

内装パネル内電気用ボックスと取付・ボード開孔 〇

内装パネル内電気用ＰＦ配管 〇

上記PF管と躯体内ＰＦ管との接続 〇

上記部分の壁後貼り 〇

各戸分電盤の取付補強木地（４辺）・ボード開孔 〇

インターホン用取付ボックス・PF配管 〇

ボックス取付・ＰＦ配管

電気工事用プロット図作成 〇

上記内装パネル図作成 〇 〇

作成・打合せ 精査・打合せ

プルボックス ２００×２００×１００　樹脂製

丸型埋込引掛ローゼット コンセント、ハンガ－付

EM-S-5C-FB(PF16) 床隠蔽配管

床隠蔽配管

5C

5C
EM-S-5C-FB×2(PF22)

Ｅ
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

住戸詳細図凡例

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ４０

３

３Ｈ

Ｈ

２

２ＥＴ

４ＥＴ

２ＥＥＴ

ＷＰ

ＡＣ

ＩＨ

２

ＡＣ

内装間仕切りパネル工事（建築）との施工区分



Ｗ
ｈ

Ｒ
Ｋ

Ｄ Ｋ

Ｉ
Ｐ

Ｌ

Ｒ

Ｇ

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ

平面詳細図（１ＤＫタイプ）（電灯設備）

４１

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

Ｘn

Ｘn

4,
70
0

2,
70
0

2,
00
0

Ｙ３ Ｙ１Ｙ２

1,600 9,800

1,170 1,900 1,250 2,880 2,600

ＰＳ・ＭＢ

共用廊下
バルコニー

浴室

玄関
廊下

洗面室

便所

物入

ＤＫ

物入

物入

洋室

玄関

Ｏ １×

便所

Ｍ １×

洗面室

Ｎ １×

ＤＫ

Ｋ １×

ＷＰ

ホ
ホ

４ＥＴ

ニ

ニ

ロ
３

ＮＮ

イＯＯ

Ｈイ
ロ３Ｈ

ハ

ロ

ハ
ＭＭ

２ＥＥＴ

ヘ

ヘ

２ＥＴ

２ＥＴ

２

２

ＩＨ２ＥＥＴＫＫ

ＡＣ

ト

２

ト

ＡＣ

２

２．０
６６

２．０
２２

２．０

４４
２．０７７

２．０

５５
ｖ

ｖ

ＡＡ

ＦＰ

３３

３３

２．０

ＢＢ

２．０

２．０

２．０

１１

Ｈ＝１２５０ｍｍ Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）

Ｈ＝５００

Ｈ＝５００Ｈ＝５００

Ｈ＝１１００

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ　ＥＤ（ＥＬＢ）５．５ｓｑ

Ｈ＝１８００Ｈ＝５００ Ｈ＝１１２０

Ｈ＝２２００

Ｈ＝７００ Ｈ＝ＣＬ－２５０

Ｈ＝ＣＬ－２５０

ｖ

ｖ

（注記）
ＩＨ用コンセントはガスコンロ台背面（バックカード）に設けられたＩＨ対応コンセント用切り欠き部に設けること。



Ｄ

Ｉ
Ｐ

Ｌ

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ

平面詳細図（１ＤＫタイプ）（弱電設備）

４２

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

Ｘn

Ｘn

4,
70
0

2,
70
0

2,
00
0

Ｙ３ Ｙ１Ｙ２

1,600 9,800

1,170 1,900 1,250 2,880 2,600

ＰＳ・ＭＢ

共用廊下
バルコニー

浴室

玄関

廊下

洗面室

便所

物入

ＤＫ

物入

物入

洋室

ＵＢ１２１６

ＥＭ－ＡＥ５Ｐ

ＥＭ－ＡＥ０．９

５Ｃ

５Ｃ

Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）
Ｈ＝５００

ＥＭ－ＡＥ０．９
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１／５０１／１００

４３

展開図（１ＤＫタイプ）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 5,000㎜500 1,000 2,000 3,000

455

305

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ
2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

3,150

1,
90
0

31
0

CH
=2
,3
50

1,
90
0

75
0

60
0

60
0

30
0

Ａ 面

1,200 1,500

Ｂ 面

1,
90
0

1,600

Ｂ 面

[物入]

3,150

玄関・廊下
Ｃ 面

3
CH
=2
,3
47

1,
88
7

10

1,
90
0

1,
90
0

1,
88
0

20

1,
90
0

60
0

30
0

1,250

Ｃ 面

[物入]

ア キ

1,600

1,
90
0

5
25

25

1,500

[物入]

Ｄ 面 Ｄ 面

CH
=2
,3
47

3

2,880

【
CH
=2
,4
10
】

【
CH
=2
,4
10
】

【
CH
=2
,4
07
】

【
CH
=2
,4
07
】

2,880 4,700

2,
05
0

35

1,200

60
0

30
0

4,700

2,
05
0

35

1,200

60
0

30
0

2,880 4,7004,700

1,
90
0

35

1,
90
0

35

Ｄ Ｋ

2,600

【
CH
=2
,4
10
】

1,
90
0

1,
89
7

3

1,
80
0

42
0

900 3,800

455 300

305 450

2,
06
0

1,
65
0

40
7

3

1,
75
0

15
35

15
0

450

900 3,800

300

450

2,
06
0

1,
65
0

40
7

3

1,
75
0

15
35

15
0

450

[物入] [物入]

洋 室

2,600

1,
80
0

3,800 900

420 335

40 715

35

2,
05
0

60
0

30
0 2,

06
0

75
0

90
0

40
7

3

[物入]

3,800 900

420

40

35

2,
05
0

60
0

30
0 2,

06
0

75
0

90
0

40
7

3

[物入]

716

336

1,700

61
0

CH
=2
,0
50

1,
30
0

35
0

60
0

35
0

2,000

1,
90
0

60
0

30
0

1,
30
0

2,000

1,
90
0

60
0

30
0

1,
30
0

洗面室

1,700

1,
90
0

35

1,
92
7

20
25

2,000

90

60
0

85
0

2,000

90

60
0

85
0

1,900

20

61
0

CH
=2
,0
50

1,100

1,
90
0

35

60
0

30
0

便 所

1,900

70
0

70
0

1,
30
0

230

1,100

1,
90
0

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

2,
01
0

14
0

16
0

1,450 2,000

28
5

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

浴 室

1,450

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

2,000

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

28
5

2,
02
5

65
0

79
5

CH
=2
,4
80

18
0 【

25
0】

【
25
0】

1,
90
0

92
0

73
0

83
0

Ａ 面

1,
90
0

92
0

73
0

83
0

Ｂ 面 　Ｂ 面（エントランス横住戸） Ｃ 面 　Ｄ 面（エントランス横住戸）

CH
=2
,4
80

18
0 【

25
0】

Ａ 面 Ｂ 面 　Ｂ 面（エントランス横住戸） Ｃ 面 Ｄ 面 　Ｄ 面（エントランス横住戸）

　Ａ 面（エントランス横住戸）

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面 　Ｄ 面（エントランス横住戸）

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面 Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

　Ｂ 面（エントランス横住戸）

Ｄ 面

分電盤
（１６）

（１６）

スイッチ

（２８）×６

（１６）

スイッチ （１６）

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

コンセント

レンジフードコンセント

（１６）

ＩＨ
コンセント

ＩＨ対応コンセント用切欠き

（建築工事）

（２２）

（１６）

給湯リモコン

（１６）

エアコン用コンセント

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

コンセント＋電話＋情報

（１６）×３

（１６）

スイッチ
住宅情報盤

（１６）

（１６）

（１６）（１６）

コンセント

コンセント

（１６）

エアコン用コンセント

コンセント

（１６）

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）×２

（１６）

スイッチ

コンセント

（１６）

（１６）

スイッチ

（１６）

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

コンセント

（１６） （１６）



Ｗ
ｈ

ＲＫ

Ｄ
Ｋ

ＩＰＬ

Ｒ
Ｇ

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ４４

平面詳細図（２ＤＫタイプ）（電灯設備）

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

Ｘn

Ｘn

5,
70
0

2,
44
5

1,
55
5

1,
70
0

Ｙ３ Ｙ１Ｙ２

1,600 9,800

1,200 1,100 1,700 1,475 4,325

ＵＢ１２１６

ＰＳ・ＭＢ

共用廊下

バルコニー

浴室

洗面室

便所

物入

物入

物入

物入

ＤＫ

洋室１

洋室２

廊下

玄関

玄関

Ｏ １×

便所

Ｍ １×

洗面室

Ｎ １×

ＤＫ

Ｋ １×

ＷＰ

ホ
ホ

４ＥＴ

ニ

ニ

ロ
３

ＮＮ

イＯＯ

Ｈ イ

ロ３Ｈ

ハ

ロ

ハ

ＭＭ

２ＥＥＴ

ヘ

ヘ

２ＥＴ

２ＥＴ

２ ２

ＩＨ２ＥＥＴＫＫ

ＡＣ

ト

２

ト

ＡＣ

２

ル

２

ル

ＡＣ

２

２．０

８８

２．０

２２

９９

２．０

２．０

４４

ｖ

ｖ

２．０
７７

３３

２．０
２．０

６６
ＢＢ

２．０

３３ ２．０

５５

２．０

ＦＰ
ＡＡ

１１ ２．０

Ｈ＝１２５０ｍｍ
Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）

Ｈ＝５００

Ｈ＝５００

天井

Ｈ＝ＣＬ－２５０

Ｈ＝１１２０

Ｈ＝２２００

Ｈ＝７００

Ｈ＝１８００

Ｈ＝５００

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ　ＥＤ（ＥＬＢ）５．５ｓｑ（Ｌ１１・Ｌ１２）

Ｈ＝１１００

Ｈ＝５００

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ　ＥＤ（ＥＬＢ）５．５ｓｑ

ｖ

ｖ

（注記）
ＩＨ用コンセントはガスコンロ台背面（バックカード）に設けられたＩＨ対応コンセント用切り欠き部に設けること。



Ｄ

ＩＰＬ

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ４５

平面詳細図（２ＤＫタイプ）（弱電設備）

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

Ｘn

Ｘn

5,
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5
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0
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ＰＳ・ＭＢ
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ＤＫ

洋室１

洋室２
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玄関

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）

Ｈ＝５００

ＥＭ－ＡＥ５Ｐ

ＥＭ－ＡＥ０．９

ＥＭ－ＡＥ０．９

ＥＭ－ＡＥ０．９
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１／５０１／１００

４６

展開図（２ＤＫタイプ）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 5,000㎜500 1,000 2,000 3,000

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

ＦＬ

nＳＬ

n＋1ＳＬ

2,
80
0

2,
66
0

14
0

CH
=2
,3
50

【
CH
=2
,4
10
】

Ａ 面

4,575

1,
90
0

60
0

30
0 1,
90
0

1,000 900

Ｂ 面

35

75
0

90
0

79
7

2,
45
0

3

420 415

40 795

[物入]

4,575

玄関・廊下

Ｃ 面

1,
90
0

60
0

30
0

75
0

60
0

1,
88
7

35
13

1,
89
0

35
10

930

Ｃ 面

75
0

90
0

79
7

3

[物入]

1,555

Ｄ 面

5
1,
90
0

25
25

2,
01
0

14
0

16
0

Ａ 面

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

1,475

28
5

2,025

79
5

65
0

28
5

2,
02
5

Ｂ 面

1,475

Ｃ 面

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

2,025

ＵＢ据付面

ＵＢ.ＦＬ

Ｄ 面

浴 室

4,325

CH
=2
,4
80

18
0
【
25
0】

【
CH
=2
,4
10
】

31
0

【
25
0】

92
0

73
0

83
0

1,
80
0

42
0

Ａ 面 Ｂ 面

3,025

15
35

1,
75
0

1,
90
0

15
0

450

4,325

Ｃ 面

1,
80
0

60
0

30
0

35

1,
90
0

35

Ｄ Ｋ

3,025

Ｄ 面

CH
=2
,4
80

18
0
【
25
0】

【
CH
=2
,4
10
】

900 4,150

2,
45
0
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65
0
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7

3

550 285

385 450

[物入]
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0

60
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0

Ａ 面

洋室１

2,675
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90
0

450
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015
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Ｂ 面
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Ｃ 面
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420 415

4,150 900
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0
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45
0
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7
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420 415

2,675

Ｄ 面

1,
90
0

35

1,
89
7

35
3

2,675

1,
90
0

35

1,
89
7

35
3

　Ｃ 面（エントランス横住戸） 　Ｄ 面（エントランス横住戸）
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0
【
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【
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=2
,4
10
】

3,420

Ａ 面
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0
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0
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0
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0
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0

35

洋室２

2,675

Ｂ 面
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0

35

35

2,675
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0

35

35

　Ｂ 面（エントランス横住戸）

洋室２

930 3,420

Ｃ 面

415 450

565 300

[物入]

2,
45
0

1,
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0

79
7

3
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0
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0

930 3,420

415 450

565 300
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2,
45
0

1,
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0
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7

3
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0
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0

　Ｂ 面（エントランス横住戸）

2,675

Ｄ 面
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0
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0

60
0
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0
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0
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0
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=2
,0
50

1,
30
0

35
0
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0
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0

Ａ 面

2,025

Ｂ 面

1,
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0
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0

85
0

1,
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0

35
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1,700

Ｃ 面

35

洗面室

2,025

Ｄ 面

1,
90
0

35

1,
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0
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1,100

　Ｃ 面（エントランス横住戸） 　Ｄ 面（エントランス横住戸）

Ａ 面

61
0

CH
=2
,0
50

1,
90
0

35

1,770

20
35

便 所

Ｂ 面

1,100

1,
90
0

35

60
0

30
0

Ｃ 面

1,770

Ｄ 面

230

1,
30
0

70
0

70
0

分電盤

（１６）

スイッチ

（２８）×７

（１６）

スイッチ

（１６）

コンセント

レンジフードコンセント

（１６）

ＩＨ
コンセント

ＩＨ対応コンセント用切欠き

（建築工事）

（２２）

（１６）

給湯リモコン

（１６）

エアコン用コンセント

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２
コンセント＋電話＋情報

（１６）×３

（１６）

スイッチ住宅情報盤

（１６）

（１６）

（１６）

コンセント

コンセント

エアコン用コンセント

コンセント

（１６）

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）×２

コンセント

（１６）

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

コンセント

（１６）

スイッチ

（１６）×２

（１６）

スイッチ

コンセント

（１６）

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）×２

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

エアコン用コンセント
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工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ４７

平面詳細図（３ＤＫタイプ）（電灯設備）

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

Ｙ３ Ｙ１Ｙ２

1,600 9,800

1,200 1,100 1,700 1,475 4,325

Ｘn

Ｘn

6,
60
0

3,
34
5

1,
55
5

1,
70
0

ＵＢ１２１６

ＰＳ・ＭＢ

バルコニー

浴室

洗面室

便所

物入

物入 物入

ＤＫ

洋室１

洋室３

洋室２

廊下

共用廊下

玄関

Ｏ １×

便所

Ｍ １×

洗面室

Ｎ １×

ＤＫ

Ｋ １×

ＷＰ

ホ
ホ

４ＥＴ

ニ

ニ

ロ
３

ＮＮ

イＯＯ

Ｈイ

ロ３Ｈ

ハ

ロ

ハ

ＭＭ

２ＥＥＴ

ヘ

ヘ

２ＥＴ

２ＥＴ

２ ２

ＩＨ２ＥＥＴＫＫ

ＡＣ

ト

２

ト

ＡＣ

２

ル

２

ル

ＡＣ

２

ヲ
２

ヲ

２

ＡＣ

２．０

９９

４４

２．０

１０１０

２．０

２．０

８８

２２

２．０

１１
２．０

２．０
２．０

６６

３３

ｖ

ＦＰ
ＡＡ

ＢＢ

２．０

２．０３３

５５

２．０

２．０
７７

ｖ

Ｈ＝１２５０ｍｍ
Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）

天井

Ｈ＝ＣＨ－２５０

Ｈ＝５００

Ｈ＝１１００

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ　ＥＤ（ＥＬＢ）５．５ｓｑ

Ｈ＝５００

Ｈ＝５００

Ｈ＝１１２０

Ｈ＝２２００

Ｈ＝７００

Ｈ＝１８００

Ｈ＝５００

ｖ

ｖ

（注記）
ＩＨ用コンセントはガスコンロ台背面（バックカード）に設けられたＩＨ対応コンセント用切り欠き部に設けること。

天井
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工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／Ｅ ４８

平面詳細図（３ＤＫタイプ）（弱電設備）

１／２５１／５０

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 2,500㎜250 5000 1,000 1,500

Ｙ３ Ｙ１Ｙ２
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共用廊下

５Ｃ

５Ｃ
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５Ｃ

Ｅｗ（耐力壁）

Ｅｗ（耐力壁）

Ｈ＝５００

ＥＭ－ＡＥ５Ｐ

ＥＭ－ＡＥ０．９

ＥＭ－ＡＥ０．９

ＥＭ－ＡＥ０．９
ＥＭ－ＡＥ０．９
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展開図（３ＤＫタイプ）

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

原寸法
0 5,000㎜500 1,000 2,000 3,000
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（１６）

スイッチ

（２８）×７

（１６）

スイッチ

（１６）

コンセント

レンジフードコンセント

（１６）

ＩＨ
コンセント

ＩＨ対応コンセント用切欠き

（建築工事）

（２２）

（１６）

給湯リモコン

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２
コンセント＋電話＋情報

（１６）×３

（１６）

スイッチ住宅情報盤

（１６）

（１６）

（１６）

コンセント

コンセント

エアコン用コンセント

コンセント

（１６）

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）×２

コンセント

（１６）

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

コンセント

（１６）

スイッチ

（１６）×２

（１６）

スイッチ

コンセント

（１６）

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）

スイッチ

換気扇用

（１６）

エアコン用コンセント

コンセント＋ＴＶ

（１６）×２

（１６）

エアコン用コンセント

エアコン用コンセント

（１６）

スイッチ

コンセント

（１６）
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万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

メーターボックス廻り詳細図

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／ ５０

電力量計取付架台

入線カバー（給湯器リモコン用）

給湯器用コンセント

テレビ機器設置用木板、電話用端子盤、

又はインターネット機器設置スペース

入線カバー（テレビ機器又は電話・情報用）

入線カバー（テレビ機器又は電話・情報用）

電話、情報、テレビ

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

幹線

共住区画貫通処理（（財）日本消防設備安全センター認定品）

メーターボックス平面詳細図

注）反転タイプ有り

電話、情報、テレビ

（幹線）（電話、情報、テレビ）

共住区画貫通処理（（財）日本消防設備安全センター認定品）

又はインターネット機器設置スペース

テレビ機器設置用木板、電話用端子盤、

幹線ケーブル

分岐部

ＥＭ－ＣＥＴ　１４ｓｑ　Ｅ５．５ｓｑ

ＭＢ側面詳細図

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

（幹線）（電話、情報、テレビ）

入線カバー（給湯器リモコン用）

給湯器用コンセント

積算電力量計取付板（樹脂製）

積算電力量計（別途関西電力工事）

積算電力量計取付架台（溶融亜鉛めっき）

防滴カバー

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

幹線

（電話、情報、テレビ）

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

共住区画貫通処理（（財）日本消防設備安全センター認定品）

電話、情報、テレビ

又はインターネット機器設置スペース

テレビ機器設置用木板、電話用端子盤、

電力量計取付板（防滴カバー付）

電力量計取付架台

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

（幹線）

ＭＢ正面詳細図

防火区画貫通処理（日本消防設備安全センター　認定品）

（電話、情報、テレビ）

テレビ配線（ＰＦ）

アウトレットボックス（引出カバー）

難燃性樹脂製
単相３線敷式　１個用

参考寸法　２００×３３０×３５

電力量計取付板　Ｓ＝１：５ 電力量計取付架台　Ｓ＝１：５

等辺山形鋼　３０×３０×３ｔ（溶融亜鉛メッキ）

等辺山形鋼　３０×３０×３ｔ（溶融亜鉛メッキ）

電力量計取付板（樹脂製）



工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 Ｅ ／

１／５０１／１００

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 5,000㎜500 1,000 2,000 3,000

自転車置場・ごみ置場・バイク置場　平面図

５１

ごみ置場
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 自転車置場 [２]（シングル） 　駐輪台数：２６台（５箇所）

 自転車置場 [１]（シングル）

1,
40
0

20
0

12,700

300 12,100 300

2,
35
0

75
0

　駐輪台数：２４台（３箇所）

 自転車置場 [３]（ペア） 　駐輪台数：２８台（２箇所）

4,
30
0

75
0

1,
40
0

1,
40
0

75
0

7,700

300 3007,100

2,
75
0

65
0

1,
90
0

20
0

15,700

300 15,100 300

 バイク置場（シングル） 　駐輪台数：１５台（２箇所） ごみ置場

（注記）

図中の特記なき配線は下記による。

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ２　Ｅ２．０

（ＰＦ１６）（ＣＰ１９）

ＥＭ－ＩＥ　２．０ｘ３

備　考仕　　様

凡　例

記　号

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

防水埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１

（ＰＦ１６）（ＣＰ１９）

（ＰＦ１６）（ＣＰ１９）

防水埋込スイッチ ３Ｗ１５Ａｘ１

プルボックス（ＳＳ２００×２００×１００） 防水型（ＳＵＳ製）

ジョイントボックス 防水型（樹脂製）

地中埋設配管

露出配管

ごみ置場

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－４－２０ ２×

自転車置場

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－２－０７ ６×

自転車置場

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－２－０７ ４×

自転車置場

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－２－０７ ４×

バイク置場

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－２－０７ ４×

３ＷＰ

２２１
ＷＰ

３ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

２２１
ＷＰ

２２１
ＷＰ

ＷＰ

２２１
ＷＰ

ＷＰ

２２１
ＷＰ

ＷＰ

２２１
ＷＰ

×２箇所

×３箇所

×５箇所

以降、Ｅ－２２配置図(外灯設備）参照

以降、Ｅ－２２配置図(外灯設備）参照

以降、Ｅ－２２配置図(外灯設備）参照

以降、Ｅ－２２配置図(外灯設備）参照

以降、Ｅ－２２配置図(外灯設備）参照

以降、Ｅ－２２配置図（外灯設備）参照

×２箇所

ＷＰ

ＷＰ

３ＷＰ

ＷＰ



■特記事項

２.仮設工事着手前に仮設工事施工計画書を作成し、監督員に事前に承認を得ること。（建築工事）

５.外部に工事案内を掲示すること。（建築工事）

３.本敷地は、工事区域以外は一般者などが使用するため、工事状況により適材適所に安全仮設を行い、設置替えを行うこと。（建築工事）

４.工事期間中は、安全巡視員を図示位置に常駐配置し、工事状況により適所に増員を行うこと。車両出入の際は、警備誘導を行うこと。（建築工事）

９.工事期間中における防犯灯(既存含む)電気料金については、関西電力に申請の上、施工者により支払うものとする。（建築工事）

15.工事関係者利用スペースは、受注者の責任により適切に維持・管理を行い、利用後は現況復旧し、監督員の確認を受けること。

　 尚、ごみ収集日は以下の通りとする。

　 ●生活ごみ：毎週火曜日、金曜日　　●プラ容器包装：毎週月曜日　　●缶、びん：第二、四 木曜日　 ●小型金属：第三 火曜日　　●ペットボトル：第一、三 木曜日

監 督 員 事 務 所

建 築 現 場 事 務 所

用　　途 場　　所 面　　積

建 築 作 業 員 詰 所

電 気 　  　〃

機 械 　  　〃

電 気 　  　〃

機 械 　  　〃

９棟 ３階

11棟 ２階

11棟 ３階

11棟 ３階

９棟 １階

９棟 １階

９棟 ２階

３Ｋ約４０m3

 〃 約４０m3

 〃 約４０m3

 〃 約４０m3

 〃 約４０m3

 〃 約４０m3

 〃 約４０m3

16.第一期工区の東側のごみ置場前面道路施工時、ごみ収集車両の進入が可能とするよう、仮囲いの開閉等を行うこと。（建築工事）

■空き住戸使用リスト（参考）

１.工事における仮設は、既設範囲含め受注者責任により設置し、維持管理を行うこと。

６.工事車両出入りに伴う一般道路の汚泥流出防止に努め、道路に汚れが生じた場合は、速やかに清掃を行うこと。

７.工事に伴い施設、設備、道路等に損害を与えた場合は、監督員に報告の上、受注者負担により速やかに復旧すること。

８.雨水幹線への接続に際し、隣接道路への仮設材設置が必要な場合は、諸官庁へ届出等の上、設置すること。（建築工事）

10.工事車両通行経路について、Ａ 交差点より北側の経路は原則徐行とし、安全確保を徹底すること。

11. Ａ 交差点より西側の道路は、原則、通勤車両も含め、いかなる車種、時間帯においても通行しないこと。

12.監督員事務所等は、空き住戸(内訳は右記の通り)を使用し、使用期間の光熱水費の負担、整理清掃を行い、使用後は現状復旧し、監督員の確認を受けること。

13.工事関係者の通勤車両は、空き駐車区画（約１５台）に駐車し、乗用車以外の車両や区画数を超える車両の駐車は、仮囲い内及び工事関係者利用スペースに

　 駐車し、全て収容できない場合は、受注者で確保すること。（全て建築工事関係者で利用せず、電気･機械設備関係者と調整して利用すること。）

14.工事関係者利用スペースの利用は、建築・電気・機械設備の受注者で調整を行い、不公平の無いように協力して利用し、騒音を含め、周辺に十分配慮を行うこと。

ごみ置場

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／１２５０１／２５００

特記事項･工事車両通行経路･安全巡視員配置図

５２

原寸法
0 25ｍ1 5 10 2015

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

凡
　
　
例

工事車両通行経路

Ｂ バス停を示す

安全巡視員（常駐）を示す（建築工事）

安全巡視員（スポット）を示す（建築工事）

工事車両進入口を示す

●● ●● ●

●● ●● ●

工事場所を示す

工事関係者利用スペースを示す

●● ● 信号機設置場所を示す ごみ置場前施工時、迂回ルートを示す。（通常利用不可）

仮設通路を示す。

府道36号泉大津美原線

真北

八田西町二丁

万崎歩道橋
万
崎
北
公
園

石
　
津
　
川

ＵＲ津久野南団地

府
道
堺
か
つ
ら
ぎ
線

ビレッジハウス草部

万崎池

Ａ

Ｂ

万崎東

大黒橋

Ｂ

Ｂ

八田西団地

八田西団地

大黒橋交差点

府
営
堺
草
部
住
宅

鈴
ノ
宮
保
育
園

ＵＲ津久野南団地

草
部
５
３
号
線

万崎住宅（第三期工区）

工事場所：
万崎住宅（第二期工区）
堺市西区草部1018番地1

●

●

● ●

●

●●
●

● ●

●

●
● ●

●

●
●

●

●
●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●●

万崎住宅（第一期工区）

Ｃ棟

Ａ棟

Ｂ棟

Ｄ棟

10棟

９棟

11棟

福泉東小学校



Ｎ

関

関

関

既

既既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

Ｎ

既既

L=56
.8m

L=51.1m

dB

W
50
0

dB

W500

W500

19,2
39

7,45
4

443

2,
50
0

4,979

2,50
0

2,
89
8

1,00
0

2,24
6

4,58
6

986

8,26
8

6,
53
2

(移
設
前
)

(移設前)
(移設後)

(移
設
前
) (移

設
後
)

(移
設
後
)

(移設後)

(移設前)

(移
設後)

(移
設
前
/後

)

(移
設後)

(移
設前)

6,
43
0

(移
設前)

(移
設
前
)

(移
設
前
)

(移設後)

(移
設
後
)

6,
70
0

1,
34
4

5,500
40
0

3,
00
0

28,5
94

(移設前)27,138

W2,100

W2,500

（西側出入口）

（南側出入口）

（東側出入口）

5
0
0

▽地盤レベル
　解体工事後の北側 南側

上部シート張り

単管φ48.6×2.4
単管控え

1
,
80
0

5
0
0 3
0
0

プラスチック敷板 t=13
滑り止め片面タイプ
再生クラッシャラン
(ＲＣ-４０) t=300

埋込パイプ

▽ＧＬ

2,100・2,500
既存仮設通路詳細図　1/50

防犯灯 4ヶ所　＠20,000

1,000

500
既存素掘側溝詳細図　1/20

原寸法
0 25ｍ1 5 10 2015

５３Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

[参考]仮設計画図 ＳＴＥＰ０（本工事前）

１／５００
１／４０、１／１００

１／２５０
１／２０、１／５０

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

工事車両通行経路

杭撤去跡/貧調合セメントミルク充填（既存）

安全巡視員（スポット計50人）

安全巡視員（常駐計７人）
W500

クリアパネル H=3.0m（既存）

dB 騒音振動表示装置（新設）

防犯灯（既存）
※上部養生シート張り、下部隙間足場板にて閉塞のこと。
ガードフェンス　H=1.8m　L=108m

歩行者経路防犯灯（新設４ヶ所）

素掘側溝 W:1.0m×H0.5m L=387m（既存）

仮設通路

共
　
通
　
凡
　
例

● ●●

パネルゲート（W7.2m×H4.5m）（既存）

仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m（既存）＋防音シートH=1.8m（新設）

既設電力柱を示す

■設備凡例

既

関 Ｎ
移設対象関西電力柱及びＮＴＴ柱を示す

雨水幹線（地中埋設1.8～
2.2ｍ

）

真北

標

標

雨

CM

汚

石
津
川

標

汚

標

汚
雨

雨

雨

汚

汚

汚

EP

F
仕切弁

EP

雨 汚
標

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

G

WV

WV

F

G

G

M

広場

東棟

集会所

Zo=17.4

駐車場87台

消防活動空地

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15

17.44

17.44

17.4 17.20

17.22

17.35

17.35

17.35

17.30

17.29

17.2517.34

17.51

17.43

17.4
17.90

18.0
17.33

17.30

17.33

17.35
17.40

17.40

17.40
17.49

17.3017.4

17.40

17.40

17.42
17.40

17.40 17.42

17.42

17.50

17.51 17.40 17.50

17.9

17.3017.40

17.50

17.45

17.42

17.49

17.54

17.54

17.47

17.47

17.45
17.40

17.35

17.36

17.4617.40

17.40

17.23

17.23

17.40

17.30

17.33

17.23

消防活動空地

　万崎住宅（第二期工区）

万崎住宅（第一期工区）

ＵＲ津久野
南団地

ＵＲ津久野南団地

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

汚

ご
み
置
場

3,00
0 1,00

0

7,200

ビレッジハウス草部

草
部
５
３
号
線



dB

W
50
0

dB

W500

W500

×高3線
×低3線
×弱3線

×高3線
×弱3線

×高3線
×弱1線

×高3線
×低3線
×弱3線

×高3線
×弱2線

×高3線
×弱2線

×高3線
×弱2線

[NTT] 防護管取付 L=4m
[関電]防護管取付 L=3m

[関電]防護管取付 L=9m

[関電･NTT]防護管取付 L=12m

[関電]防護カバー取付

[NTT] 防護管取付 L=10m

[関電･NTT]防護管取付 L=12m

[関電]防護管取付 L=21m
[NTT] 防護管取付 L=22m

[関電･NTT]防護管取付 L=18m

[関電]防護カバー取付

[関電･NTT]防護管取付 L=12m

[関電･NTT]防護管取付 L=24m

[関電]防護カバー取付

既

既既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

Ｎ

既

L=
16
.0
m

L=20.0m

L=2.5m
(設置･再撤去)

(設置･再撤去) L=1.3m

Ａ

1,50
0電柱離隔距離

L=268m
H=8.0m

W2,100

W2,500

（西側出入口）

（南側出入口）

（東側出入口）

L=51
.1m

L=
6
.0
m

L=50
.8m

(一
時
撤
去
･再

設
置
)

(一時撤去･再設置)

(建築工事)

(建築工事)

(建
築
工
事
)

(建築工事)

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２５０１／５００

仮設計画図（ＳＴＥＰ１）（防護管）

５４

原寸法
0 25ｍ1 5 10 2015

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

既設電力柱を示す

■設備凡例

既

関 Ｎ
移設対象関西電力柱及びＮＴＴ柱を示す

共
　
通
　
凡
　
例

工事車両通行経路

安全巡視員（スポット計50人）（建築工事）

安全巡視員（常駐計７人）（建築工事）
W500

クリアパネル H=3.0m（既存）

dB

防犯灯（既存）
※上部養生シート張り、下部隙間足場板にて閉塞のこと。
ガードフェンス　H=1.8m　L=108m（建築工事）

歩行者経路防犯灯（新設４ヶ所）

仮設通路

（段数2段、高さ4.0m以上及び敷地境界･仮囲いから
　水平距離5.0m以内の外部足場部分に設置）

養生防護棚設置基準線を示す

養生防護棚を示す　L=26.5m（建築工事）

養生鉄板(1,524×6,096×t22)　設置　334㎡（建築工事）
仮囲い：単管バリケード+チューブライト

パネルゲート（W7.2m×H4.5m）（既存）

※敷地北側ゲートを南側に盛替え

仮囲い：ガードフェンス　H=1.8m　L=73.5m

騒音振動表示装置（新設）計２ヶ所　※記録装置付（建築工事）● ●● 仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m（既存）＋防音シートH=1.8m（新設）（建築工事）

※3：上記特記工法以外は、敷地内原則オープンカット工法のこと。

※1：埋戻し時の引抜き含む

Ａ
[山留め]鋼矢板工法（圧入工法）（鋼矢板Ⅲ型 自立型）

計 L=268m、山留め高さ:H=8.0m

※2：住棟以外の山留め配置は、Ａ-145図による。

凡
例

防護管、防護カバーは本工事において行うこと

真北

標

標

雨

CM

汚

石
津
川

標

汚

標

汚
雨

雨

雨

汚

汚

汚

EP

F
仕切弁

EP

雨 汚

汚

標

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

G

WV

WV

F

G

G

M

広場

東棟

集会所

Zo=17.4

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15

17.44

17.44

17.4 17.20

17.22

17.35

17.35

17.35

17.30

17.29

17.2517.34

17.51

17.43

17.4
17.90

18.0
17.33

17.30

17.33

17.35
17.40

17.40

17.40
17.49

17.3017.4

17.40

17.40

17.42
17.40

17.40 17.42

17.42

17.50

17.51 17.40 17.50

17.9

17.3017.40

17.50

17.45

17.42

17.49

17.54

17.54

17.47

17.47

17.45
17.40

17.35

17.36

17.4617.40

17.40

17.40

17.30

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

消防活動空地

公衆電話

ＢＯＸ

　万崎住宅（第二期工区）

ＵＲ津久野南団地

万崎住宅（第一期工区）

ＵＲ津久野
南団地

ビレッジハウス草部

雨水幹線（地中埋設1.8～
2.2ｍ

）

雨水貯留槽【北】

雨水貯留槽【南】

防火水槽１

防火水槽２

ご
み
置
場

草
部
５
３
号
線



×高3線
×低3線

×弱3線

×高3線
×弱3線

×高3線
×弱1線

×高3線
×低3線
×弱3線

×高3線
×弱2線

×高3線
×弱2線

×高3線

×弱2線

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

L=56
.8m

L=51.1m

L=
16
.0
m

L=268m
H=8.0m

1,50
0電柱離隔距離

Ａ

W2,100

W2,500

既

既既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

Ｎ

既

dB

W
50
0

dB

W500

W500

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２５０１／５００

[参考]仮設計画図（ＳＴＥＰ２）

５５

原寸法
0 25ｍ1 5 10 2015

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

既設電力柱を示す

■設備凡例

既

関 Ｎ
移設対象関西電力柱及びＮＴＴ柱を示す

共
　
通
　
凡
　
例

工事車両通行経路

安全巡視員（スポット計50人）

安全巡視員（常駐計７人）
W500

クリアパネル H=3.0m（既存）

dB

防犯灯（既存）
※上部養生シート張り、下部隙間足場板にて閉塞のこと。
ガードフェンス　H=1.8m　L=108m

歩行者経路防犯灯（新設４ヶ所）

仮設通路

（段数2段、高さ4.0m以上及び敷地境界･仮囲いから
　水平距離5.0m以内の外部足場部分に設置）

養生防護棚設置基準線を示す

養生防護棚を示す　L=26.5m

養生鉄板(1,524×6,096×t22)　設置　334㎡
仮囲い：単管バリケード+チューブライト

パネルゲート（W7.2m×H4.5m）（既存）

仮囲い：ガードフェンス　H=1.8m　L=16.0m

騒音振動表示装置（新設）計２ヶ所　※記録装置付● ●● 仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m（既存）＋防音シートH=1.8m（新設）

※3：上記特記工法以外は、敷地内原則オープンカット工法のこと。

※1：埋戻し時の引抜き含む

※2：住棟以外の山留め配置は、Ａ-000図による。

Ａ
[山留め]鋼矢板工法（圧入工法）（鋼矢板Ⅲ型 自立型）

計 L=268m、山留め高さ:H=8.0m

凡
例

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15
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17.44
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17.49
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17.47

17.47

17.45
17.40
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17.36

17.4617.40

17.40
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[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

消防活動空地

標
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汚

石
津
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汚
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雨
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仕切弁

EP

雨 汚

汚

標

市P

P

C杭
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駐輪場
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万崎住宅（第一期工区）

ＵＲ津久野
南団地

ビレッジハウス草部

草
部
５
３
号
線

雨水幹線（地中埋設1.8～
2.2ｍ

）

（西側出入口）

（南側出入口）

（東側出入口）

雨水貯留槽【北】

雨水貯留槽【南】

防火水槽１

防火水槽２

広場

東棟

集会所

Zo=17.4

公衆電話

ＢＯＸ

ご
み
置
場
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F
仕切弁

EP

雨 汚

汚

標

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

G

WV

WV

F

G

G

M

広場

東棟

集会所

Zo=17.4

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15

17.44

17.44

17.4 17.20

17.22

17.35

17.35

17.35

17.30

17.29

17.2517.34

17.51

17.43

17.4
17.90

18.0
17.33

17.30

17.33

17.35
17.40

17.40

17.40
17.49

17.3017.4

17.40

17.40

17.42
17.40

17.40 17.42

17.42

17.50

17.51 17.40 17.50

17.9

17.3017.40

17.50

17.45

17.42

17.49

17.54

17.54

17.47

17.47

17.45
17.40

17.35

17.36

17.4617.40

17.40

17.40

17.30

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

消防活動空地

公衆電話

ＢＯＸ

　万崎住宅（第二期工区）

ＵＲ津久野南団地

万崎住宅（第一期工区）

ＵＲ津久野
南団地

ビレッジハウス草部

雨水幹線（地中埋設1.8～
2.2ｍ

）

雨水貯留槽【北】

雨水貯留槽【南】

防火水槽１

防火水槽２

ご
み
置
場

（西側出入口）

（南側出入口）

（東側出入口）

草
部
５
３
号
線



×高3線
×低3線

×弱3線

×高3線

×弱3線

×高3線
×弱1線

×高3線
×低3線

×弱3線

×高3線

×弱2線

×高3線

×弱2線

×高3線

×弱2線

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

既

既既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

Ｎ

既

L=
40
.
0m

L=
5.
5m

L
=
6.0m

L=
8.
0m

L=2.5m

L=13.0m

(一時撤去･再設置)

(一時撤去･再設置) L=1.3m

L=56
.8m

L=51.1m

(一時撤去･再設置)

(一時撤去･再設置)

W2,100

W2,500

L=
16
.0
m

（西側出入口）

（南側出入口）

（東側出入口）

dB

W
50
0

dB

W500

W500

原寸法
0 25ｍ1 5 10 2015

Ｅ

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

１／２５０１／５００

[参考]仮設計画図（ＳＴＥＰ３）

５６

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部 ／

共
　
通
　
凡
　
例

工事車両通行経路

安全巡視員（スポット計50人）

安全巡視員（常駐計７人）
W500

クリアパネル H=3.0m（既存）

dB

防犯灯（既存）
※上部養生シート張り、下部隙間足場板にて閉塞のこと。
ガードフェンス　H=1.8m　L=108m

歩行者経路防犯灯（新設４ヶ所）

仮設通路
仮囲い：単管バリケード+チューブライト

パネルゲート（W7.2m×H4.5m）（既存）

騒音振動表示装置（新設）計２ヶ所　※記録装置付

仮囲い：ガードフェンス　H=1.8m　L72.5m
（段数2段、高さ4.0m以上及び敷地境界･仮囲いから
　水平距離5.0m以内の外部足場部分に設置）

養生防護棚設置基準線を示す

養生防護棚を示す　L=26.5m

養生鉄板(1,524×6,096×t22)　設置　334㎡

仮設通路（一時撤去･再復旧）● ●● 仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m（既存）＋防音シートH=1.8m（新設）

既設電力柱を示す

■設備凡例

既

関 Ｎ
移設対象関西電力柱及びＮＴＴ柱を示す

真北

標

標

雨

CM

汚

石
津
川

標

汚

標

汚
雨

雨

雨

汚

汚

汚

EP

F
仕切弁

EP

雨 汚

汚

標

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

G

WV

WV

F

G

G

M

雨水貯留槽

雨水貯留槽

広場

東棟

集会所

Zo=17.4

消
防
活
動
空
地

17.15

17.15

17.44

17.44

17.4 17.20

17.22

17.35

17.35

17.35

17.30

17.29

17.2517.34

17.51

17.43

17.4
17.90

18.0
17.33

17.30

17.33

17.35
17.40

17.40

17.40
17.49

17.3017.4

17.40

17.40

17.42
17.40

17.40 17.42

17.42

17.50

17.51 17.40 17.50

17.9

17.3017.40

17.50

17.45

17.42

17.49

17.54

17.54

17.47

17.47

17.45
17.40

17.35

17.36

17.4617.40

17.40

17.40

17.30

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

消防活動空地

公衆電話

ＢＯＸ

[住棟]

　万崎住宅（第二期工区）

ＵＲ津久野南団地

万崎住宅（第一期工区）

ＵＲ津久野
南団地

ビレッジハウス草部

雨水幹線（地中埋設1.8～
2.2ｍ

）

防火水槽１

防火水槽２

ご
み
置
場

草
部
５
３
号
線

5,00
0

2,
000

2,
000



×高3線
×低3線

×弱3線

×高3線

×弱3線

×高3線
×弱1線

×高3線
×低3線

×弱3線

×高3線

×弱2線

×高3線

×弱2線

×高3線

×弱2線

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

防護管取付　ＳＴＥＰ１による

既

既既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

既

Ｎ

既

一時撤去･舗装本復旧後

　工事後、撤去(L=6.0m)
※道路中央部舗装本復旧

道路中央部舗装本復旧工事中

再設置(L=22.6m)

※道路中央部舗装本復旧工事後、撤去(L=6.7m)

※道路中央部舗装本復旧工事後、撤去(L=4.8m)

L=
34
.2
m

標

dB

共
　
通
　
凡
　
例

仮囲い：単管バリケード+チューブライト

仮囲い：Ａ型バリケード　L=7.4m

仮囲い：ガードフェンス　H=1.8m　L=165m

● 工事車両通行経路● ●

安全巡視員（スポット計50人）

安全巡視員（常駐計７人）

防犯灯（既存）

仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m（既存）＋防音シートH=1.8m（新設） ※日中作業後は復旧し、全幅通行とすること。
雨水排水施工範囲(他設備工事範囲)を示す。

歩行者経路

仮設通路 W2.5m（プラスチック敷板片面タイプ t=13）

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺

堺市　建築都市局　建築部

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 1

[参考]仮設計画図（ＳＴＥＰ４）

１／５００、１／６００ Ａ１縮尺

図面番号 Ｅ ／

25ｍ5 10 2015

１／２５０、１／３００

５７

Ｎ

既

　万崎住宅（第二期工区）

ﾌｪﾝｽH1.65m

F

WV

万崎住宅（第一期工区）
G

関

関

東棟

17.22

17.30

17.29

17.34

17.51

17.43
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地
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17.35

WV

Zo=17.4
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17.50
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17.40

市PEP

17.23

17.33

F

汚

標仕切弁 雨

17.40

汚

真北

[1]

[1]

ごみ置場

自転車置場 [１
]

自転車置場 [１
]

自転車置場 [１
]

自
転
車
置
場
 [３

]

自
転
車
置
場
 [３

]

消
防
活
動
空
地

17.44

17.44
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標
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標

汚
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雨

雨

雨

汚

汚

汚
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F
仕切弁

EP

雨 汚

汚

市P

P

C杭

C杭
C杭

駐輪場

駐輪場

消防活動空地

ﾌｪﾝｽH1.65m

バイク置場

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

バイク置場

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

G

WV

WV

F

G

G

M

ビレッジハウス草部

雨水貯留槽

雨水貯留槽

P11

P13

P14

P15

P16

P17
P18

P19

[Ｋ.Ｂ.Ｍ] 17.20

広場①

広場②

広場③

標

消火栓（新設）

[住棟]

防火水槽１

防火水槽２

L=51.1m

L=56
.8m

L
=
22
.9
m

消防活動空地

（南側出入口）

（西側出入口）

（東側出入口）

東棟

Zo=17.4

集会所

▲敷地境界線

▲敷地境界線

▼
敷
地
境
界
線

▼
仮
想
敷
地
境
界
線

▼
敷
地
境
界
線

▼敷地境界線



Ｎ

仮囲い（西側）

ＬＢＦ２ＲＰ－１０ ７×

仮囲い（東側）

ＬＢＦ２ＲＰ－１０ ６×

ＬＥＤベースライト　９．２Ｗ（１４００ｌｍ　５０００Ｋ）

照明器具姿図

設置場所：仮囲い

新設

公共型番：ＬＢＦ２ＲＰ－１０

ｋＶＡ

０．１

防犯灯（西側）

ＥＬＣＢ

　２０ＡＴ

２Ｐ５０ＡＦ

ＥＤ ＥＬＢ

１φ２Ｗ

１００Ｖ

６０Ｈｚ

端子台

ＭＣＣＢ

　２０ＡＴ

２Ｐ５０ＡＦ

ＥＭ－ＣＥ８－２Ｃ

ＣＯＳＡＳ

（盤取付）

（メッセンジャーワイヤー）

（幹線送り）

防犯灯電源用開閉器盤（西）（屋外防水型）　新設

ＥＬＣＢ

　２０ＡＴ

２Ｐ５０ＡＦ

ＣＯＳＡＳ

（盤取付）

ｋＶＡ

０．１

防犯灯（東側）

防犯灯電源用開閉器盤（東）（屋外防水型）　新設

ＥＤ ＥＬＢ

Ｓ

引込用ポール

　ＥＤ

Ｅ２．０（ＶＥ１６）

（ＥＬＢ）

ＥＤ

Ｅ２．０（ＶＥ１６）

防犯灯電源用開閉器盤（西）

引込用ポール

ＩＴＶ制御盤

Ｓ

ＩＴＶカメラ

防犯灯電源用開閉器盤（東）

防犯灯

関西電力柱

１．撤去の際は十分な現況調査を行い、既設支障なきように施工すること。

コロガシ配線

Ｓ 防犯灯電源用開閉器盤

２．図中、特記なき電灯設備の仮設配線はＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）とし撤去すること。

ＩＴＶカメラ（固定レンズ・ハウジング付）

ＩＴＶ制御盤（録画装置共）
（鋼板製　Ｗ３００Ｈ６００Ｄ２５０）

本工事にて撤去

本工事にて撤去

残置

残置

本工事にて撤去

引込用ポール（Ｈ７０００基礎φ７００Ｈ１３００） 残置

記　号 名　称　・　仕　様 備　考

凡　例

注　記

ＥＭ－ＣＥ８－４Ｃ（２ＣＥ）（コロガシ）
仮囲い（南側）

ＬＢＦ２ＲＰ－１０ ４×
防犯灯電源用開閉器盤（西）～（東）

ＥＭ－ＣＥ８－４Ｃ（２ＣＥ）（コロガシ）

防犯灯電源用開閉器盤（西）～（東）

ＥＭ－ＣＥ８－４Ｃ（２ＣＥ）（ＦＥＰ４０）

防犯灯電源用開閉器盤（西）～（東）（ＧＬ－３００）

プルボックス（２００ｘ２００ｘ２００）防水型 本工事にて撤去

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）（ＦＥＰ３０）

（ＧＬ－３００）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）（コロガシ）

Ｗ６００ｘＨ６００ｘＤ２００　屋外壁掛　鋼板製

Ｗ４００ｘＨ６００ｘＤ２００　屋外壁掛　鋼板製

残置

残置

残置

共
　
通
　
凡
　
例

仮囲い：単管バリケード+チューブライト

仮囲い：Ａ型バリケード　L=7.4m

仮囲い：ガードフェンス　H=1.8m　L=165m

● 工事車両通行経路● ●

安全巡視員（スポット計50人）（建築工事）

安全巡視員（常駐計７人）（建築工事）

防犯灯（撤去）

仮囲い：万能鋼鈑 H=3.0m L=487m＋防音シートH=1.8m ※日中作業後は復旧し、全幅通行とすること。
雨水排水施工範囲(他設備工事範囲)を示す。

歩行者経路

仮設通路 W2.5m（プラスチック敷板片面タイプ t=13）

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺

堺市　建築都市局　建築部

万崎建替公営住宅第二期建設工事に伴う電気設備工事

原寸法
0 1

仮設照明撤去図

１／５００、１／６００ Ａ１縮尺

図面番号 Ｅ ／

25ｍ5 10 2015

１／２５０、１／３００

５８

真北

[1]

[1]

ごみ置場

自転車置場 [１
]
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]

自転車置場 [１
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場
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]
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消防活動空地

ﾌｪﾝｽH1.65m

バイク置場

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

バイク置場

自転車置場 [２
]

自転車置場 [２
]

G
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F
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G

M

ビレッジハウス草部

雨水貯留槽

雨水貯留槽

P11
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P14
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P18

P19

広場①

広場②

広場③

標

消火栓（新設）

[住棟]

防火水槽１

防火水槽２

L=51.1m

L=56
.8m

L
=
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.9
m

消防活動空地

（南側出入口）

（西側出入口）

（東側出入口）

東棟

Zo=17.4

▲敷地境界線
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線
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▼敷地境界線
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